
このエクセルファイルは高木が作成したものです。

ステラナビゲータ Ver7.0、天文年鑑、天体観測年表などの資料を参考に作っています。
注意はしていますが、記入ミスや、変更洩れなどがたまにありますので、
判った時点で連絡いただけると助かります。

以下、各ページの記載内容を説明します。

Ａ-Ｂ観望（詳細） ： Ａ月Ｂ日の全体的な観望計画です。
大まかな状況や、月、惑星、恒星、二重星、星雲星団などの情報で、
物によっては推薦機材をつけています。
また、参加人数による機材の調整を参考程度に記載しています。

Ａ-Ｂスケジュール ： Ａ月Ｂ日のスケジュールです。
何時ごろ、どこで何をするのか大まかに書いて有ります。

Ａ-Ｂ画像 ： Ａ月Ｂ日のステラナビゲータの画像です。
当日の星や惑星の位置を記入したものや、
惑星・月の形、衛星の配置などがあります。

惑星Ａ-Ｂ ： Ａ月Ｂ日の惑星の情報です。
明るさや大きさ、惑星までの距離、太陽からの離角など
少し細かな情報を記入しています。
実際には使用しないが、質問などされた場合の予備データです。

Ａ月恒星 ： Ａ月の恒星の情報です。
恒星の位置や明るさ、距離などの細かな情報も記入しています。
高度など数°の誤差がでますが、毎年ほぼ同じなので以後再利用できます。

Ａ月二重星 ： Ａ月の二重星の情報です。
二重星の位置や明るさ、距離などの細かな情報も記入しています。
高度など数°の誤差がでますが、毎年ほぼ同じなので以後再利用できます。

Ａ月星雲・星団 ： Ａ月の星雲・星団・銀河の情報です。
星雲・星団・銀河の位置や明るさ、距離などの細かな情報も記入しています。
高度など数°の誤差がでますが、毎年ほぼ同じなので以後再利用できます。

星雲・星団情報 ： 星雲・星団・銀河の詳細な情報です。
「Ａ月星雲・星団」の参考にしたものです。

変更履歴
2006/9/8 ・「9-23観望」「9-23スケジュール」ページ作成

　（「観測情報_2005_08」文書を元に作成）
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【　２００６年９月２３日　観望対象候補　】

＜状況＞ 　日没が１８：１４であるので、その１時間後の１９時半以降の観望が望ましい。
　　（１９ｈ３０ｍ高度－１６．６°　天文薄明終了 １９：３７）
　正助ふるさと村では周囲が丘や木に囲まれていて、高度が１０～１５°より低い天体は見えない。
　月、木星も沈んで見えなく、暗い空で星雲、星団を中心に観望する。
　銀河は、アンドロメダ銀河（アンドロメダ座）、球状星団はＭ１３（ヘルクレス座）かＭ１５（ペガスス座）、散光星雲は
干潟星雲（いて座）、散開星団は二重星団（ペルセウス座）、惑星状星雲はリング星雲（こと座）か亜鈴状星雲（こぎつね座）。

＜月・惑星＞ 木星：木星は開始時点で高度が１０°と低く、正助ふるさと村では建物や木があり見えない。
月：月齢０．９日の細い月で、日没後すぐ沈んでしまうの観望はできない。
海王星：海王星観望には丁度見頃（30-40°）。望遠鏡での導入、特定、及びお客さんへの説明が少し面倒。
天王星：見頃にはまだ早いが、見れる高さ（25-40°）。海王星と同じような条件だがやや明るい。
冥王星：惑星から離れた話題の天体。３０ｃｍとステナビで挑戦してみたい。

＜星団＞ Ｍ１３球状星団：見ごろを過ぎたが、まだまだ見える大きく明るい球状星団。（◎）
　　　　望遠鏡用（２０ｃｍシュミカセ、３０ｃｍシュミカセ、１０ｃｍ屈折）の球状星団。
Ｍ１５球状星団：ペガスス座の球状星団で見ごろであるが、Ｍ１３よりやや暗い。（○）
　　　　望遠鏡用（２０ｃｍシュミカセ、３０ｃｍシュミカセ、１０ｃｍ屈折）の球状星団。
Ｍ２球状星団：みずがめ座の球状星団で見頃であるが、Ｍ１３よりもやや暗い。（〇）
　　　　望遠鏡用（２０ｃｍシュミカセ、３０ｃｍシュミカセ、１０ｃｍ屈折）の球状星団。
リング星雲：こと座の惑星状星雲で淡い天体だが、天頂付近で見ごろな季節。（◎）
　　　　望遠鏡用（２０ｃｍシュミカセ、３０ｃｍシュミカセ、１０ｃｍ屈折）の惑星状星雲。
干潟星雲：いて座の散光星雲で見ごろ少し過ぎたがまだ見れる。気象条件に影響され易い。（○）
　　　　双眼鏡、望遠鏡用（２０ｃｍシュミカセ、３０ｃｍシュミカセ）の散光星雲。
亜鈴状星雲：こぎつね座の惑星状星雲。リング星雲より大きいけどより淡く、天頂付近で見頃な季節。（〇）
　　　　望遠鏡用（２０ｃｍシュミカセ、３０ｃｍシュミカセ、１０ｃｍ屈折）の惑星状星雲。
土星状星雲：みずがめ座の惑星状星雲。暗く、探索し難い。（△）
　　　　望遠鏡用（３０ｃｍシュミカセ）惑星状星雲。
アンドロメダ銀河：出てはいるがまだ高度が低い（30-45°）。見頃は夜中。（〇）
　　　　望遠鏡（２０ｃｍシュミカセ、３０ｃｍシュミカセ）、双眼鏡用の銀河。
二重星団（ｈχ）：ペルセウス座の２つ並んだ散開星団であるが、高度が低い（20-30°）。見頃は夜中。（△）
　　　　望遠鏡（１０ｃｍ屈折）、双眼鏡用の散開星団。

＜二重星＞ アルビレオ：はくちょう座の有名な二重星。（◎）
　　　　双眼鏡でも観望可能だが、見るなら望遠鏡でアップにして観望したい。
　　　　高倍率の望遠鏡向けで、見ごたえがある。
ダブルダブルスター：こと座の有名な４重連星（◎）
　　　　肉眼で１個、双眼鏡で２個、望遠鏡の最大倍率で４個（好条件で）に分離できる。
　　　　高倍率の望遠鏡向けで、見ごたえがあり、観望好機。
アルギェティ：やぎ座の二重星（◎）
　　　　肉眼でもなんとか見える肉眼二重星。双眼鏡でも十分観望できる両方とも黄色の二重星。
　　　　双眼鏡や低倍率望遠鏡がよい。

＜恒星＞ ベガ：こと座の白色の一等星で織姫星として有名。夏の夫婦星で夏の大三角の一部でもある。
　　　　双眼鏡、望遠鏡のどちらでも良い。
アルタイル：わし座の一等星で、彦星として有名。夏の夫婦星で夏の大三角の一部でもある。
　　　　双眼鏡、望遠鏡のどちらでも良い。
デネブ：はくちょう座の白色の一等星で夏の大三角の一部。
　　　　双眼鏡、望遠鏡のどちらでも良い。
アルクトゥルス：うしかい座のオレンジ色の一等星で、麦星ともいう。西の空低く、観望中に見えなくなる。
　　　　双眼鏡、望遠鏡のどちらでも良い。
フォーマルハウト：みなみのうお座の一等星で秋のひとつ星とも言う。南西の空低く、後半に昇って来る。
　　　　双眼鏡、望遠鏡のどちらでも良い。

＜望遠鏡別天体＞
１）　３０ｃｍ＆２０ｃｍシュミット・カセグレン式望遠鏡



・アンドロメダ銀河
・リング星雲　Ｏｒ　亜鈴状星雲
・干潟星雲
・Ｍ１３　Ｏｒ　Ｍ１５（球状星団）

２）　１０ｃｍ屈折式望遠鏡
・Ｍ１３　Ｏｒ　Ｍ５（球状星団）
・ダブルダブルスター（二重星）
・二重星団（ｈ－χ）

３）　１０ｃｍ反射式望遠鏡
・アルビレオ（二重星）
・アルギェティ（二重星）
・二重星団（ｈ－χ）
・ベガ　Ｏｒ　アルタイル　Ｏｒ　デネブ　

４）　８ｃｍ屈折式望遠鏡
・アルビレオ（二重星）
・アルギェティ（二重星）
・二重星団（ｈ－χ）
・ベガ　Ｏｒ　アルタイル　Ｏｒ　デネブ　

５）　双眼鏡（１０倍／視野６．５°）
・ダブルダブルスター（二重星）
・アルビレオ（二重星）
・アルギェティ（二重星）
・アンドロメダ銀河
・干潟星雲
・天の川の中（はくちょう座～いて座付近）
・コートハンガー星団
・いるか座、や座、こうま座
・とぶ鷲（アルタイル付近）、おちる鷲（ベガ付近）
・二重星団（ｈ－χ）

６）　コルキット（３５倍／視野１．５°）
・ベガ　Ｏｒ　アルタイル　Ｏｒ　デネブ　
・天の川の中（はくちょう座～いて座付近）
・二重星団（ｈ－χ）

＜ほしぞらスタッフ人数＞

＜人数＞ ＜機材＞ ＜観望対象＞
２人～３人 ２０ｃｍシュミカセ １人＋補佐 （干潟星雲→）　アンドロメダ銀河　→　リング星雲 or 亜鈴状星雲

１０ｃｍ屈折 １人＋補佐 Ｍ１５　ＯＲ　Ｍ１３　→　ダブルダブルスター
８ｃｍ屈折 １人＋補佐 アルビレオ　→　（アルギェティ　→）　ｈ－χ

４人～５人 ２０ｃｍシュミカセ １人＋補佐 （干潟星雲→）　アンドロメダ銀河　→　リング星雲 or 亜鈴状星雲
１０ｃｍ屈折 １人＋補佐 球状星団（Ｍ１５ or Ｍ１３）　→　ダブルダブルスター
８ｃｍ屈折 １人＋補佐 アルビレオ　→　（アルギェティ　→）　ｈ－χ
双眼鏡 １人 アンドロメダ銀河、天の川　（いて座干潟星雲付近）

６人～７人 ２０ｃｍシュミカセ ２人 （干潟星雲→）　アンドロメダ銀河　→　リング星雲 or 亜鈴状星雲
１０ｃｍ屈折 １人＋補佐 球状星団（Ｍ１５ or Ｍ１３）　→　ダブルダブルスター
８ｃｍ屈折 １人＋補佐 アルビレオ　→　（アルギェティ　→）　ｈ－χ
双眼鏡（１） １人 アンドロメダ銀河、天の川　（はくちょう座中央部付近）
双眼鏡（２） １人　 天の川　（いて座干潟星雲付近）　、　コートハンガー星団

８人～９人 ３０ｃｍシュミカセ ２人 （干潟星雲→）　アンドロメダ銀河　→　リング星雲 or 亜鈴状星雲
１０ｃｍ屈折 １人＋補佐 球状星団（Ｍ１５ or Ｍ１３）　→　ダブルダブルスター
８ｃｍ屈折 １人＋補佐 アルビレオ　→　（アルギェティ　→）　ｈ－χ
双眼鏡（１） １人 アンドロメダ銀河、天の川　（はくちょう座中央部付近）
双眼鏡（２） １人　 天の川　（いて座干潟星雲付近）　、　コートハンガー星団

１０人以上 ３０ｃｍシュミカセ ２人 アンドロメダ銀河　→　亜鈴状星雲
２０ｃｍシュミカセ ２人 干潟星雲　→　リング星雲
１０ｃｍ屈折 １人＋補佐 球状星団（Ｍ１５ or Ｍ１３）　→　ダブルダブルスター
８ｃｍ屈折 １人＋補佐 アルビレオ　→　（アルギェティ　→）　ｈ－χ
双眼鏡（１） １人 アンドロメダ銀河、天の川　（はくちょう座中央部付近）
双眼鏡（２） １人 天の川　（いて座干潟星雲付近）　、　コートハンガー星団

※　補佐は、複数台共通の補助係
※　人数不足の場合は職員がサポート



【　２００６年９月２３日　観望対象候補詳細　】

最低の観望条件 ◎　＝ 雲が多くたまにしか見えない時の観望会
〇　＝ 透明度が悪く、星が少ない観望会
△　＝ 透明度が高く、状態が良い時の観望会

（１）　シュミット・カセグレン式望遠鏡　　口径：２０ｃｍ　　焦点距離：２０３２ｍｍ　（ミード製） 星雲・銀河　観望用　　　 担当：
（２）　シュミット・カセグレン式望遠鏡　　口径：３０ｃｍ　　焦点距離：３０４８ｍｍ　（ミード製）

観測対象 方向 アイピース 観望内容 条件 備考
アンドロメダ銀河

（Ｍ３１）
北東 ２１ｍｍ

（４０ｍｍ）
・有名で北天最大、北天最光度のアンドロメダ銀河を観望。
・淡い腕を見るなら、暗い場所に行き、大口径望遠鏡で観望する。
・腕を含めると非常に大きな銀河なので低倍率で明るくして見たい。
・気象条件によっては遅い時間帯でないと見えないかもしれない。

△

・２０ｃｍ：倍率９７倍。
・３０ｃｍ：倍率１４５（７６）倍。
・昇ってきたばかり高度が低く、ガス状なので、気象条
件により見えない場合もある。（時期的に早い）

干潟星雲
（Ｍ８）

南西 ２１ｍｍ
（４０ｍｍ）

・いて座の散光星雲で、オリオン星雲に次いで肉眼で見ることので
きる星雲。
・時期的には少し遅く、高度が低い（30-20°）ので遅い時間には観
望できない可能性もある。

△

・２０ｃｍ：倍率９７倍。
・３０ｃｍ：倍率１４５（７６）倍。
・沈む前で高度が低く、ガス状なので、気象条件によ
り見えない場合もある。（時期的に遅い）

リング星雲
（Ｍ５７）

天頂 １４ｍｍ ・こと座にある惑星状星雲。「リング星雲」「環状星雲」「ドーナツ星
雲」などの呼び名がある。非常に小さく淡いので状態の良い時にの
み観望。

〇
・２０ｃｍ：倍率１４５倍。
・３０ｃｍ：倍率２１８倍。

亜鈴状星雲
あれい星雲
（Ｍ２７）

天頂 １４ｍｍ ・こぎつね座にある惑星状星雲。惑星状星雲としては大きいが、非
常に淡いので状態の良い時にのみ観望。 △

・２０ｃｍ：倍率１４５倍。
・３０ｃｍ：倍率２１８倍。

Ｍ１３　球状星団 北西 ２１ｍｍ
（１４ｍｍ）

・ヘルクレス座の球状星団で、北天で一番有名な球状星団。時期的
には遅いがまだまだ見える。 〇

・２０ｃｍ：倍率９７（１４５）倍。
・３０ｃｍ：倍率１４５（２１８）倍。

Ｍ１５　球状星団 天頂 ２１ｍｍ
（１４ｍｍ）

・ペガスス座の球状星団。ヘルクレス座の球状星団Ｍ１３より暗く、
小さいが高度的に一番良い状態。

△
・２０ｃｍ：倍率９７（１４５）倍。
・３０ｃｍ：倍率１４５（２１８）倍。

Ｍ２　球状星団 南東 ２１ｍｍ
（１４ｍｍ）

・みずがめ座の球状星団。
・３０ｃｍで試してみたい星団。

△
・３０ｃｍ：倍率１４５（２１８）倍。

土星状星雲
（ＮＧＣ７００９）

南 ２１ｍｍ
（１４ｍｍ）

・みずがめ座の惑星状星雲で形状が土星に似ている。
・３０ｃｍで試してみたい星雲。

△
・３０ｃｍ：倍率１４５（２１８）倍。

（３）　屈折式望遠鏡　　口径：１０ｃｍ　　焦点距離：８００ｍｍ　（高橋製作所製） 星団　観望用　　　 担当：

観測対象 方向 アイピース 観望内容 条件 備考
Ｍ１３　球状星団 天頂 ７ｍｍ

（４ｍｍ）
・ヘルクレス座の球状星団で、北天で一番有名な球状星団。高度も
高く、観望条件は良い。

〇
・倍率１１４（２００）倍。

Ｍ１５　球状星団 天頂 ７ｍｍ
（４ｍｍ）

・ペガスス座の球状星団。ヘルクレス座の球状星団Ｍ１３より暗く、
小さいが高度的に一番良い状態。

△
・倍率１１４（２００）倍。

ダブル・ダブル
スター

天頂 ４ｍｍ ・こと座の４重星。連星系が２組接近して見える。ベガの近くで比較
的見つけ易い。条件が良いと肉眼でも見える。（分離しては見えな

〇
・倍率２００倍。

二重星団
ｈ－χ

（NGC869、884）

北東 ２５ｍｍ
１８ｍｍ

・ペルセウス座の二つ並んだ散開星団（ｈ－Ｐｅｒ、χ－Ｐｅｒ）。
・時期的にまだ早く、高度が低いので早い時間では見れないかもし
れない。

△
・倍率３２（４４）倍。

Ｍ８　干潟星雲 南 ３２ｍｍ
（２５ｍｍ）

・いて座の散光星雲で、オリオン星雲に次いで肉眼で見ることので
きる星雲。時期的な条件は良いが、高度が低いのでアクアドーム前
だと難しいかも。星雲のバックにあり散開星団の方が目立って見え

△
・倍率３２（２５）倍。



（４）　屈折式望遠鏡　　口径：８ｃｍ　　焦点距離：９１０ｍｍ　（ビクセン製） 二重星　観望用　　　 担当：

観測対象 方向 アイピース 観望内容 条件 備考
アルビレオ
（二重星）

天頂 ６ｍｍ ・はくちょう座β星の有名な二重星ではくちょうの口ばしの位置に当
たる星。黄色っぽい色の3等星と青っぽい色の5等星の対比が美し
い二重星。

〇
・倍率　１５２倍。
・両星共380光年と比較的近い位置にいるが関連性
はない説と長周期連星の説がある。

アルギェティ
（二重星）

北西 ６ｍｍ ・やぎ座α星の肉眼二重星で肉眼でも観望可能。太陽と同じ黄色
い3.5等星と4.3等星を見ることができる。
・暗いα1にプリマギェティ（一匹目のやぎ）、明るいα2にセクンダ
ギェティ（二匹目のやぎ）の名前が付いている。

◎

・倍率　１５２倍。
・プリマギェティは450光年の距離にある超巨星、セク
ンダギェティは115光年の距離にある巨星で、暗い方
の星が4倍も遠く、実際には30倍も明るい。

二重星団
ｈ－χ

（NGC869、884）

北東 ２０ｍｍ
（１２ｍｍ）

・ペルセウス座の二つ並んだ散開星団（ｈ－Ｐｅｒ、χ－Ｐｅｒ）。
・時期的にまだ早く、高度が低いので早い時間では見れないかもし
れない。

△
・倍率４６（７６）倍。

ベガ 天頂 ６ｍｍ ・織姫星、棚機（たなばた）星、棚機つ女（たなばたつめ）星、夏の夫
婦星（日本）、職女星（中国）、ナスル・アルワーキー（アラビア）、純
白星。

◎
・倍率　１５２倍。
・光度は0.0等級、表面温度1万度以上の純白の主系
列星。

アルタイル 天頂 ６ｍｍ ・彦星、犬飼星、夏の夫婦星（日本）、牽牛星（中国）、ナスル・アル
ターイル（アラビア）。
・地球～アルタイル：16.8光年、ベガ～アルタイル：18光年。

◎
・倍率　１５２倍。
・光度は0.8等級、高速で自転(242km/秒、扁平率0.7)
する白色の主系列星。

デネブ 北東 ６ｍｍ ・後棚機（あとたなばた）星、古棚機（ふるたなばた）星（日本）、デネ
ブ・キグ二（白鳥の尾）、アリデド
・地球～デネブ：2000光年、ベガの80倍、アルタイルの120倍も遠
い。ベガの位置にいれば-8等級と金星より明るく輝くはず。

◎

・倍率　１５２倍。
・光度は1.3等級と1等星の中でレグルスに次いで2番
目に暗いが最も遠く、太陽の10万倍も明るい白色超
巨星。

（５）　双眼鏡　　口径：５ｃｍ　　倍率：１０倍　　視野：６．５° 銀河・天の川・散開星団　観望用　　 担当：

観測対象 方向 アイピース 観望内容 条件 備考
アンドロメダ銀河

（Ｍ３１）
北東 ― ・有名で北天最大、北天最光度のアンドロメダ銀河を観望。

・腕を含めると非常に大きな銀河なので低倍率で明るくして見たい。
・気象条件によっては遅い時間帯でないと見えないかもしれない。

△
・倍率　１０倍。（視野は６．５～７°）

天の川 南
↓
天頂

― ・いて座の銀河の中（干潟星雲付近、南斗六星の柄の付近）
・はくちょう座の銀河の中（北十字に真ん中付近、アルビレオ付近）
・わし座の銀河（尻尾付近、たて座付近）

◎
・倍率　１０倍。（視野は６．５～７°）
・

コートハンガー
星団

天頂 ― ・こぎつね座の散開星団。直線的に東西に並んだ星とその南側に
五角形の星の並びがハンガーの様に見えることから名前のついた

◎
・倍率　１０倍。（視野は６．５～７°）
・

二重星団
ｈ－χ

（NGC869、884）

北東 ― ・ペルセウス座の二つ並んだ散開星団（ｈ－Ｐｅｒ、χ－Ｐｅｒ）。
・時期的にまだ早く、高度が低いので早い時間では見れないかもし
れない。

△
・倍率　１０倍。（視野は６．５～７°）

ダブル・ダブル
スター

天頂 ― ・こと座の４重星。双眼鏡では２つにしか分離できない。ベガの近く
で比較的見つけ易い。条件が良いと肉眼でも見える。（分離しては
見えない）眼視、双眼鏡、望遠鏡での違いを比較できる。

〇
・倍率　１０倍。（視野は６．５～７°）
・

アルビレオ
（二重星）

天頂 ― ・はくちょう座β星の有名な二重星ではくちょうの口ばしの位置に当
たる星。黄色っぽい色の3等星と青っぽい色の5等星の対比が美し
い二重星。

〇
・倍率　１０倍。（視野は６．５～７°）
・両星共380光年と比較的近い位置にいるが関連性
はない説と長周期連星の説がある。

アルギェティ
（二重星）

南東 ― ・やぎ座α星の肉眼二重星で肉眼でも観望可能。太陽と同じ黄色
い3.5等星と4.3等星を見ることができる。
・暗いα1にプリマギェティ（一匹目のやぎ）、明るいα2にセクンダ
ギェティ（二匹目のやぎ）の名前が付いている。

◎

・倍率　１０倍。（視野は６．５～７°）
・プリマギェティは450光年の距離にある超巨星、セク
ンダギェティは115光年の距離にある巨星で、暗い方
の星が4倍も遠く、実際には30倍も明るい。



２００５年９月２３日　ほしぞらウォッチング　スケジュール 予定時間　１８：００　～　２２：００ （2006/9/9の時点で）

時間 行動 場所 概要 備考
１８：００　～　１８：２０ 集合＆ミーティング プラネタリウム事務所 ・当日の人員配置。担当＆機材＆観望対象の確認。 ・ほしぞらスタッフの集合人数しだいで機材・担当を調整。

・雨天時は、ウォッチングは中止。
・正助ふるさと村に機材を預けていた場合の運搬作業はあるかも。

１８：２０　～　１９：１０ 移動＆機材の運搬 ユリックス
　→　正助ふるさと村

・望遠鏡機材を車に積み込み移動＆運搬。
　（正助ふるさと村に事前に置かせて貰えても、電源など小物の運搬あり。）
・人数の多い場合は、スタッフ同士で乗合して移動。（駐車スペースの問題）

１９：１０　～　１９：３０ 機材の組立＆天体導
入

正助ふるさと村
（円形広場）

・望遠鏡の組立、調整。
・調整終了後は、各自導入練習。

１９：３０　～　１９：３３ 挨拶＆担当紹介 正助ふるさと村
（円形広場）

・今日の機材と観望天体の紹介（　高木　　） ・基本的にリスト通りに観望対象を変更するが、空の状態により変更する
場合もある。特に雲が多い場合、個人任せする場合があるが、何を見てい
るか連絡要。（事後連絡でも可）

１９：３３　～　２１：００ 観望 正助ふるさと村
（円形広場）

【３０ｃｍシュミカセ】　　２名（　　　　　　　　　　　　　　）
・星雲／銀河観望用（アンドロメダ銀河、リング星雲、亜鈴状星雲、干潟星
雲）

【２０ｃｍシュミカセ】　　２名（　　　　　　　　　　　　　　）
・星雲／銀河観望用（アンドロメダ銀河、リング星雲、亜鈴状星雲、干潟星
雲）

【１０ｃｍ屈折】　　１名（　　　　　　　　　）
・球状星団、二重星観望用（Ｍ１３、Ｍ１５、ダブルダブルスター）

【１０ｃｍ反射】　１名（　　　　　　　　　　）
・使用しない

【８ｃｍ屈折】　　１名（　　　　　　　　　　　　）
・二重星／散開星団用（アルビレオ、アルギェティ、ｈ－χ）

【コルキット（スピカ）】　　１名（　　　　　　　　　　　　　）
・使用しない。

【双眼鏡１】　　１名（　　　　　　　　　　）
・アンドロメダ銀河、天の川（はくちょう座・いて座付近）、小星座

【双眼鏡２】　　１名（　　　　　　　　　　）
・天の川（はくちょう座・いて座付近）、コートハンガー星団、小星座

星座解説（円形広場）　・・・　特に予定なし。
・

・
・

・望遠鏡関連全体のサポートを手空きのスタッフと職員で行う。
・観望天体切替は、随時リーダーに連絡する。

・ユリックスの移動があるため、終了時間は基本的に厳守する。
　（途中でもやめる方向で進行させる。）

２１：００　～　２１：４０ 機材の片付け＆運搬 正助ふるさと村
　→　ユリックス

・機材の分解し、倉庫へ運搬、収納する。 ・正助ふるさと村に機材を預けておける場合は３０ｃｍの運搬作業は翌日。
・

２１：４０　～　２２：００ ミーティング プラネタリウム事務所 ・今回の反省会、今後の活動などの連絡、その他連絡など
・活動記録の記入。

・

参加予定者 星座説明　担当者 なし
望遠鏡　　担当者 高木、
職員 加藤、小野田、山田恵三、鳥越、角田



２００６年９月２３日　２０：００　惑星情報

　　　　　　項目 単位 水星 金星 火星 木星 土星 天王星 海王星 冥王星 太陽 月
観測条件 × × × △→× × △　→　〇 〇 △ × ×

位置 赤経 １２時０３分 １１時３０分 １２時３７分 １４時５９分 ０９時３３分 ２２時５４分 ２１時１９分 １７時３６分 １２時０１分 １２時３４分
赤緯 －０７°０３′ ＋０４°４７′ －０３°２１′ －１６°０７′ ＋１５°３０′ －０７°５３′ －１５°５３′ －１６°０５′ －００°０５′ －０５°５９′

星座エリア 座 おとめ座 しし座 おとめ座 てんびん座 しし座 みずがめ座 やぎ座 へび座 おとめ座 おとめ座
光度 等星 －０．３ －３．９ ＋１．７ －１．８ ＋０．５ ＋５．７ ＋７．９ ＋１３．９ －２６．７ －５

太陽からの離角　※３ ° 東　１７° 西　９° 東　１０ 東　４７° 西　３９° 西　１６２° 西　１３７° 西　８４° ― 東　１０
２０：００の対地高度 ° ― ― ― ５ ― ３２ ３７ ３１ －２２ －１９
２０：００の方角　※２ ° ― ― ― 西～２３°南 ― 東～３８°南 南～２２°東 南～３８°西 西～１６°北 西～６°北
出時間（９月２３／２４日）　※１ ― ２７：２４ ― ― ２６：５５ ― ― ― ３０：０６ ―
没時間（９月２３／２４日）　※１ １８：５６ ― １８：４１ ２０：２８ ― ２６：２９ ２６：３１ ２３：０４ １８：１５ １８：２９
視直径 ″ ５ １０ ３．６ ３２ １７（４０） ３．７ ２．３ ０．１ ３２ ２９
輝面比 ％ ８９ ９９ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １

日心（太陽からの）距離 ｋｍ ６８７０万 １億８００万 ２億４３００万 ８億０７００万 １３億７０００万 ３０億 ４５億 ４６億６０００万 ― ―
地心（地球からの）距離 ｋｍ １億９７００万 ２億５３００万 ３億９０００万 ９億０２００万 １４億８０００万 ２８億７０００万４３億９０００万 ４６億８０００万 １億５０１０万 ４０万６０００
その他 （移動状

態）
太陽近傍で見
えない。

明けの明星
太陽に接近し
ているので見
えない可能性
が高い。太陽
の裏側に回
る。

太陽近傍で見
えない。

中央経度
ｼｽﾃﾑ1  192°
ｼｽﾃﾑ2　142°
中央緯度 -
3°
大赤班は西端

明け方に昇っ
て来る。

少し早いがそ
ろそろ見え始
める。

少し早いがそ
ろそろ見え始
める。

へび座（尾部）
とへびつかい
座との境界
上。9/27にへ
びつかい座に
入る。

天文薄明
　　　　１９：３７
黄経　　１８０°
8/23 処暑150°
9/8　白露165°
9/23 秋分180°
10/8 寒露195°

月齢１．０日
9/1　 上弦
9/8   満月
9/14  下弦
9/22  新月
（金環日食）
9/30  上弦

（だいたい
の位置）

おとめの左腕
（南側）。スピ
カの近く。

ししの後ろ足
先。おとめ座と
の境界付近。

おとめの左腕
（南側）。スピ
カの近く。

てんびん座中
央、α星付
近。

ししの前足の
先。かに座と
の境界付近。

みずがめの水
の中。うお座と
の境界付近。

やぎの背中。
みずがめ座と
の境界付近。

へびつかい座
とへび座の尾
との境界付近

おとめの左肩
（南側）。しし座
との境界付近。

おとめの左腕
（南側）。スピカ
の近く。

※１　時間は３０時間制を採用。同一夜の時間を翌日の６時まで通して換算する。　例えば、２７時だと翌日の３時を示す。
※２　方角の説明：「Ｘ～□°△」は、Ｘの方位から△の方向に水平に□°離れた方角。
　　　　　例）　「西～１０°北」だと真西から１０°北側の向き、目の高さから対地高度分の上方向に惑星が見える。
※３　太陽からはなれた角度。東側は日没後が見ごろ。西側は太陽の沈む前に沈んでいるので夜明け前が見ごろ。
　　　　０°付近は太陽の近くなので見えない。１８０°付近は太陽の反対側なので夜中に見ごろ。

木星　衛星配置
　　　　５．３等星　　　　　　　　　４．６等星　　　　　　－１．８等星　　　　　　５．０等星　　　　　　　　５．７等星

20:00 西　　ガニメデ（３）　－３５”－　エウロパ(２)　－４０”－　木星　－１５”－　イオ（１）　－９０”－　カリスト(４)　　東
　　　　　　（視直径　３２”）

　　　　　　　　　　　



９月　恒星情報１

　　　　　　項目 単位 フォーマルハウト デネブカイトス アルゲニブ アルフェラッツ エニフ
観測条件 ×　→　〇 ×　→　〇 ×　→　〇 ○　→　◎ ◎

分類 主系列星 巨星 超巨星 準巨星 超巨星
位置 赤経 ２２時５８分 ００時４４分 ０３時２４分 ００時０８．４分 ２１時４４分

赤緯 －２９°３７′ －１７°５９′ ＋４９°５２′ ＋２９°０５′ ＋０９°５３′
星座エリア みなみのうお座 くじら座 ペルセウス座 アンドロメダ座 ペガスス座

９／１ 高度　（※） ° ０ ― ― １９ ３８°
の位置 方角（※） 東～３６°南 ― ― 東～２３°北 東～５°北
９／３０ 高度　（※） ° １６ ８ １６ ４１ ５９
の位置 方角（※） 南～３６°東 東～２８°南 北～４０°東 東～１１°北 東～４５°南

バイエル記号 アルファ（α）星 ベータ（β）星 アルファ（α）星 アルファ（α）星 エプシロン（ε）星
フラムスチード番号 ２４番星 １６番星 ３３番星 ２１番星 ８番星
ＳＡＯ番号 191524 147420 38787 73765 127029

光度 等星 １．１７ ２．０４ １．７９ ２．０６ ２．３８
距離 光年 ２５ ９６ ６００ ９０ ６００
大きさ 太陽半径 １．６ ？ ？ ？ ？
色 白色 （黄色？） （白色？） （青白色？） （赤色？）

表面温度 ° ９３００ ？ ？ ？ ？
スペクトル型 Ａ３ Ｇ９ Ｆ５ Ｂ８ Ｋ２
固有運動（赤経方向） ″／年 ＋０．３２９ ＋０．２３３ ＋０．０２４ ＋０．１３６ ＋０．０３１
固有運動（赤緯方向） ″／年 －０．１６４ ＋０．０３３ －０．０４２ －０．１６３ －０．００１
視線速度（－：接近） ㎞／Sec ＋７ ＋１３ ＋４ －１２ ＋５

名称

フォーマル・ハウト（南
の魚の口）、フンム・ア
ルフート（アラビア名）、
ディフダ（かえる）、ディ
フダ・アワル（一匹目の
かえる）、北落師門（中
国）、秋（南）のひとつ
星、秋星（和名）

「デネブ・カイトス（Deneb
Kaitos）」で「くじらの尾」の意味。
より正しくいうと「アル・ダナー
ブ・アル・カイトス・アル・ジャヌー
ビ―（南向きのくじらの尾）」とな
る。別名は、「ディフダ（Difda）」
で「第二のかえる」の意味。アラ
ビア語で「アル・ディフディ・ア
ル・ターニー（第二のかえる）」か
らきている。「第一のかえる」は

アルゲニブ（わき
腹、そばの者）、
マルフィク(肘)、ミ
ルファク（プレア
デスの肘）

アルフェラッツ（馬
のへそ、女の
頭？）、シラー（馬
のへそ）

「エニフ(Enif)」で
「鼻」の意味。アラ
ビア語のアル・ア
ンフ（鼻）からきて
いる。

その他 （特徴） ペガススの四辺形
のひとつ（北東側
の星）。

（だいたいの位置） アンドロメダの頭、
ペガススのへそ。

ペガススの鼻先

（観望対象としての
コメント）

昇りたての星（南東） 下旬に昇って来る。（南東） 下旬に昇って来
る。（北東）

北東の低い位置。

※　高度、方角は、２０：００　のもの。
※　方角の説明：「Ｘ～□°△」は、Ｘの方位から△の方向に水平に□°離れた方角。
　　　　　例）　「西～１０°北」だと真西から１０°北側の向き、目の高さから対地高度分の上方向に惑星が見える。



９月　恒星情報２

　　　　　　項目 単位 ベガ アルタイル デネブ アンタレス アークトゥールス コル・カロリ
観測条件 ◎ ◎ ◎ ◎→○ ◎　→　○ ○　→　△

分類 主系列星 主系列星 白色超巨星 赤色超巨星 赤色巨星 主系列星×２
位置 赤経 １８時３６．９分 １９時５０．８分 ２０時４１．４分 １６時２９．４分 １４時１５．６分 １２時５６．０分

赤緯 ＋３８°４７′ ＋０８°５２′ ＋４５°１７′ －２６°２６′ ＋１９°１１．０′ ＋３８°１９．１′
星座エリア こと座 わし座 はくちょう座 さそり座 うしかい座 りょうけん座

９／１ 高度　（※） ° ８４ ５８ ６１ ２４ ３３ ２６
の位置 方角（※） 北～２７°東 南～４４°東 東～２４°北 南～２８°西 西～１°北 西～３０°北
９／３０ 高度　（※） ° ６９ ６４ ７８ ９ １０ ７
の位置 方角（※） 西～２１°北 南～１６°西 北～１９°東 西～４０°南 西～１６°北 西～４２°北

バイエル記号 アルファ（α）星 アルファ（α）星 アルファ（α）星 アルファ（α）星 アルファ（α）星 アルファ（α）星
フラムスチード番号 ３番星 ５３番星 ５０番星 ２１番星 １６番星 １２番星

67174 125122 49941 184415 100944 63257
光度 等星 ０．０３ ０．７７ １．２５ ０．９～１．８（ｖ） －０．０４ ２．８１（2.90+5.60）
距離 光年 ２５ １６．８ ２０００ ５００ ３７ １１０
大きさ 太陽半径 ２．４ １．７ （１００　？） ２３０ ２４ ？
色 青白色 白色 （白色） 赤色 赤色 白色＋紫色

表面温度 ° １１０００ ８２５０ １１０００ ３０００ ４２００ ？
スペクトル型 Ａ０ Ａ７ Ａ２ Ｍ１ Ｋ１ Ａ０＋Ｆ０
固有運動（赤経方向） ″／年 ＋０．２０１ ＋０．５３７ ＋０．００２ －０．０１０ －１．０９３ －０．２３４
固有運動（赤緯方向） ″／年 ＋０．２８７ ＋０．３８６ ＋０．００２ －０．０２３ －１．９９９ ＋０．０５６
視線速度（－：接近） ㎞／Sec －１４ －２６ －５ －３ －５ －３

名称

ベガ（落ちる鷲）、
織姫星、棚機（た
なばた）星、棚機
つ女（たなばたつ
め）星、めんたな
ばた星、夏の夫
婦星、織女星（中
国）、ナスル・アル
ワーキー（落ちる
鷲・アラビア）、純

アルタイル（飛ぶ
鷲）、彦星、牽牛
星

デネブ（尾、めん
どりの尾）、アリ
デド、後棚機（あ
とたなばた）星、
古棚機（ふるたな
ばた）星

アンタレス（火星
の敵）、コル・スコ
ルピィ（さそりの心
臓）、夏のロイヤ
ルスター、火、大
火（中国）、あか
星、酒酔い星（日
本）、カルブ・ア
ル・ライ・アクラブ
（蠍の心臓：アラ

ｱｰｸﾄｩﾙｽ(熊の番
人)、麦星、五月
雨星、春の夫婦
星、大角（中国）

コル・カロリ
（チャールズ王の
心臓ｂｙエドモン
ド・ハレー）、カー
ラ（かわいいい
犬、南の犬の名
前）

その他 （特徴） 夏の大三角の一
端。アルタイルま
で１６光年。
太陽光度の54
倍。12000年後の
北極星（離角
5°）。

夏の大三角の一
端。ベガまで１６
光年。
太陽光度の11
倍。自転周期７時
間の高速自転星
（250ｋｍ/秒：太陽
の125倍）。

夏の大三角の一
端。高温超巨
星。太陽光度の
10万倍。
8300年後の北極
星（離角6.6°）。
１等星の中で最
も遠い星。

赤色超巨星で有
名。不規則型の
脈動変光星であ
り、４．８年周期で
変光する。５．４等
星の伴星を連れ
ている二重連星
でもある。

春の大三角の一
端（一辺35°）。
高速度星
(125Km/Sec、
3.7″/年)
太陽光度の54
倍。質量は太陽と
同等

春のダイヤモンド
の一端（春の大三
角に追加した）。
二重星としても有
名（離角20″）。
主星の方はケイ
素、水銀、ユウロ
ピウムを含む特

（だいたいの位置） 琴の付け根（東北
部）。

鷲の首。 白鳥の尾。 さそりの心臓 うしかい座のまた
した

南の犬の首輪

（観望対象としての
コメント）

天頂方向。 見頃な季節。
（南）

天頂付近。 見ごろの高度に
なる。（南）

下旬は高度が低
くなる。（西）

高度が低く沈み
かけ。（北西）

※　高度、方角は、２０：００　のもの。
※　方角の説明：「Ｘ～□°△」は、Ｘの方位から△の方向に水平に□°離れた方角。
　　　　　例）　「西～１０°北」だと真西から１０°北側の向き、目の高さから対地高度分の上方向に惑星が見える。



９月　二重星情報　１

　　　　　　項目 単位 アルビレオ ダブル・ダブルスター アルマク メサルチム ラス・アルゲティ アルギェティ
観測条件 ◎ ◎ ×　→　△ ×　→　△ ◎　→　〇 〇
分類 連星系 四重連星 二重星 二重星 ニ連星 肉眼二重星
位置 赤経 １９時３０．７分 １８時４４．３分 ０２時０４分 ０１時５４分 １７時１４．６分 ２０時１７．６分

赤緯 ＋２７°５８′ ＋３９°４０′ ＋４２°２０′ ＋１９°０３′ ＋１４°２３′ －１２°２０′
星座エリア 座 はくちょう座 こと座 アンドロメダ座 おひつじ座 ヘルクレス座 やぎ座

９／１ 高度　（※） ° ７４ ８３ ７ ― ６５ ３６
の位置 方角（※） 東～１７°南 北～３６°東 北～４２°東 ― 南～４２°西 南～３６°東
９／３０ 高度　（※） ° ７８ ７０ ２４ １６ ４４ ４３
の位置 方角（※） 西～２６°南 西～２４°北 東～３６°北 東～１３°北 西～１４°南 真南
主星 光度 等星 ３．０８ 5.00+6.10 ２．２６ ４．８３ ３．０～４．０ ４．３０

色 金色・黄色 白色＋白色 黄色 黄色 赤色 黄色
スペクトル型 ３Ｋ（巨星） Ａ４＋Ｆ１（主系列星） Ｋ３（輝巨星） Ａ１（Si特殊） Ｍ５（赤色超巨星） Ｇ３（超巨星）

距離 光年 ３８０ ２００ ３００ １４７ ５４０ ４５０
伴星 光度 等星 ５．１１ 5.14+5.37 ４．８４（5.5+6.3?） ４．７５ ５．３９ ３．５８

色 緑色・青色 白色＋白色 青色 白色 緑色 黄色
スペクトル型 Ｂ８（主系列星） Ａ８＋Ｆ０（主系列星） Ｂ８＋Ａ０（主系列星） Ｂ９（主系列星） Ｇ５（巨星）＋Ｆ２（主系列星） Ｇ６（巨星）

距離 光年 ３８０ ２００ ３００　？ １７３ ５４０ １１５
二重星 角距離 ″ ３４．６ ２０７．７（2.55＋2.33) １０ ８．２ ４．６ ３７６
データ 方位角（※） ° ５５ １７３（350＋81） ６３ ３５９ １１２ １１１

その他 （特徴） 比較的離れていて、色
の対比が面白い一番有
名な二重星。はくちょう
座β[ベータ]星（ADS．
12540）
星同士の関連性はない
説と３０万年周期の長
周期連星（星座ガイド
ブック春夏編）の説があ
る。
SAO番号：87301＋
87302

実視連星系：周期1165
年+585年
（ADS.11635）　　　こと
座ε[イプシロン]1星、
ε[イプシロン]2星
SAO番号：67310＆
67310＋67315＆なし

アンドロメダ座γ［ガンマ］
星。アルマーク、アラマク
（大地の子）、アルアナク
（穴熊） 。青と黄の二重星
でアルビレオに似た色の
対比。ドイツのマイヤー
(1778)が発見。ウィリアム・
ハーシェルが「天界第一の
美しさ」。伴星は61年周期
の離角1″以下の実視連
星。
SAO番号：37734＋37735

おひつじ座γ［ガ
ンマ］星。
（ADS.1507）メサ
ルチム（太った
羊）。ほぼ同じ明
かるさの二重星が
南北に並んでい
る。
SAO番号：92680
＋92680

ヘルクレス座α[アルファ]星。
主星は半規則型の脈動変光星
（１００日）で太陽半径の８００
倍の大きさ。伴星は分離して見
えないが分光連星である。
（ADS.10418）
SAO番号：102680＋102681

やぎ座のα（アル
ファ）1星、α（アル
ファ）2星の肉眼二重
星。α1にプリマギェ
ティ（一匹目のや
ぎ）、α2にセクンダ
ギェティ（二匹目のや
ぎ）の名前が付いて
いる。
（ADS.13632&13645）
SAO番号：163422＋
163427

（だいたいの
位置）

白鳥の口ばし。 こと座ベガを含む三角
形の最北端

アンドロメダの左足先（南
側）

おひつじの前足。 ヘルクレス座の頭に位置する。 やぎ座の頭。

（観望対象と
してのコメン
ト）

だんだん見ごろになる。
（東～天頂）

見ごろ。　（天頂） 下旬に昇ってきたばかり。
（北東）

下旬に昇ってきた
ばかり。（東）

ほぼ天頂に位置する。 見やすい位置に上っ
てきた。　　　　（南
東）

※　高度、方角は、２０：００　のもの。
※　方角の説明：「Ｘ～□°△」は、Ｘの方位から△の方向に水平に□°離れた方角。
　　　　　例）　「西～１０°北」だと真西から１０°北側の向き、目の高さから対地高度分の上方向に惑星が見える。



）

９月　二重星情報　２

　　　　　　項目 単位 アンタレス 相撲取り星 ヤバー ズベン・エルゲヌビ ミザール コールカロリ プリケルマ
観測条件 △　→　× △　→　× ○　→　△ △　→　× ○　→　△ △　→　× 〇　→　△

分類 連星系 肉眼二重星 四重連星 肉眼二重星 肉眼二重星 二重星 二重星
位置 赤経 １６時２９．４分 １６時５１．９分 １６時１２．０分 １４時５０．９分 １３時２３．９分 １２時５３．７分 １４時４２．８分

赤緯 －２６°２６′ －３８°０３′ －１９°２８′ －１６°０３′ ＋５４°５６′ ＋３８°３５′ ＋２７°１７′
星座エリア さそり座 さそり座 さそり座 てんびん座 おおぐま座 りょうけん座 うしかい座

９／１ 高度　（※） ° ２４ １５ ２９ １９ ３６ ２６ ４３
の位置 方角（※） 南～２８°西 南～１８°西 南～３５°西 西～３６°南 北～４３°西 西～３０°北 西～７°北
９／３０ 高度　（※） ° ９ ４ １１ ― ２０ ７ １９
の位置 方角（※） 西～４０°南 南～３８°西 西～３２°南 ― 北～３７°西 西～４２°北 西～２０°北
主星 光度 等星 ０．９～１．８ ３．０～３．３ ４．３＋７．０ ２．７５ ２．０６(2.27+3.95) ２．２７－２．８１ ２．７０

色 赤色 白色 白色 濃黄色
スペクトル型 Ｍ１（超巨星） Ｂ１（準巨星） Ｂ３＋Ａ（主系列星） Ａ４（準巨星） Ａ１＋Ａ１（主系列星） Ａ０（主系列星） Ｋ０（巨星）

距離 光年 ５００ ５２０ ３６０ ６０ ７８ １１０ ２００
伴星 光度 等星 ５．４ ３．５６ ６．５＋８．１ ５．１５ ４．０１ ５．３９ ５．１２

色 緑色 白色 紫色 青色
スペクトル型 Ｂ４（主系列星） Ｂ２（準巨星） Ｂ８＋Ｂ９（主系列星 Ｆ３（準巨星） Ａ５（主系列星） Ａ０（主系列星） Ａ２（主系列星）

距離 光年 ５００ ７４０ ３６０ ７８ ８４
二重星 角距離 ″ ２．５５ ３５０ ４１．４（１．１+０．９） ２３１ ７０８．７ １９．７ ２．９
データ 方位角（※） ° ２３８ ７２ ３３７（５１＋３） ３１４ ７１ ２２８ ３３８

その他 （特徴） 実視連星系：
周期８７８年
（ADS．10074）
さそり座α[ア
ルファ]星
SAO番号：
184415＋なし

さそり座のμ
（ミュー）１星、μ
（ミュー）２星の肉
眼二重星。
和名で相撲取り星
星の瞬きで同じよ
うな星が相撲を
取っているように
見えた。
SAO番号：208102
＋208116

さそり座のν
（ニュー）１星、ν
（ニュー）２星で、そ
れぞれが連星の４
重星。（ADS．9951）
ダブルダブルスター
と同じだが、高度が
低く、暗い。ヤバー
（ひたい）の名称が
ついている。
SAO番号：159764
＋159763

てんびん座α[アル
ファ]星。肉眼二重
星であるが、片方
が５等星なので空
が暗いところでない
と肉眼では見え難
い。
SAO番号：158840
＋158836

有名な肉眼二重星の
ミザールとアルコル。
同方向に移動する星
ではあるが、連星で
はない。(ミザールは
連星で4等星、離角
14.4"方位角150°
ADS.8891)
SAO番号：28737＆
28738＋28751

りょうけん座のα
[アルファ]星。
(ADS.8706)
アルビレオに似
た色の対比で星
の距離が半分の
二重星。
SAO番号：63257
＋63257

最も美しい物の
名称を受けた二
重星（ストルー
フェ：ロシア）。
うしかい座のε
[イプシロン]星。
SAO番号：83500
＋なし

（だいたいの
位置）

さそりの心臓。 さそりの腹付近。
Ｓ字の中央部。

さそりの爪の北側 天秤の真ん中の支
点の部分。

大熊のしっぽ　北斗
七星の柄から２つ目。

北斗七星の柄の
南側の明るい
星。春のダイヤ
モンドの頂点。

うしかい座の腰
付近上半身の五
角形の南西側。

（観望対象と
してのコメン
ト）

一番の見ごろ。
下旬は高度が
低くなる。

見ごろだが、高度
が低い。（南）

一番の見ごろ。
（南）

やや高度が低く
なった。（南西）

肉眼で識別可能。
少し見難くなる。（北
西）

少し見難くなる。
（北西）

見ごろ。（西）

※　高度、方角は、２０：００　のもの。
※　方角の説明：「Ｘ～□°△」は、Ｘの方位から△の方向に水平に□°離れた方角。
　　　　　例）　「西～１０°北」だと真西から１０°北側の向き、目の高さから対地高度分の上方向に惑星が見える。



）

９月　星雲・星団情報１

　　　　　　項目 単位 アンドロメダ銀河（M31、NGC224） ｈ－Ｐｅｒ（NGC869）χ－Ｐｅｒ（NGC884 Ｍ１５(NGC7078) Ｍ２(NGC7089) 土星状星雲
観測条件 △　→　〇 △ △ 〇　→　◎ 〇 △
分類 銀河 散開星団 散開星団 球状星団 球状星団 惑星状星雲
位置 赤経 ００時４２．７分 ０２時１９分 ０２時１９分 ２１時３０．０分 ２１時３４分 ２１時０４分

赤緯 ＋４１°１６′ ＋５７°０９′ ＋５７°０９′ ＋１２°１０′ －００°４９′ －１１°２２′
星座エリア 座 アンドロメダ ペルセウス座 ペルセウス座 ペガスス みずがめ座 みずがめ

９／１ 高度　（※） ° １８ １５ １４ ４２ ３３ ３１
の位置 方角（※） ° 東～３８°北 北～２９°東 北～２９°東 東～１５°南 東～２８°南 東～４３°南
９／３０ 高度　（※） ° ３８ ２７ ２７ ６３ ５１ ４４
の位置 方角（※） ° 東～１９°北 北～３８°東 北～３８°東 南～４０°東 南～３１°東 南～１６°東
光度 実視 等星 ５．３ ４．０ ４．０ ６．０２ ６．５ ８．０

写真 等星 ４．４ ４．４ ４．７ ５．２ ５．０ ８．４
視直径 ′ １８０×６３′ ３０ ３０ ７．４ １２．９ ４４×２６′
距離 光年 ２３０万 ７０１０ ８０８０ ３万１１００ ５２０００ ４１００

その他 （特徴） いちばん有名な北天で最大の銀河で、銀河系を含む局
部銀河群最大の銀河。伴銀河としてＭ３２（Ｅ２型楕円
銀河）、ＮＧＣ２０５（Ｅ５型楕円銀河）、ＮＧＣ１４７（Ｅ５型
楕円銀河）、ＮＧＣ１８５（Ｅ３型楕円銀河）の銀河があ
る。実直径１３×４．１万光年、恒星数３０００億個、質量
は銀河系の２倍、局部銀河群所属、タイプＳｂ型大きな
渦巻銀河。　　　　アンドロメダ大銀河は、日本から見え
る系外銀河としては最大のもので、天文ファンのみなら
ず広く一般に知られている有名な天体だ。10世紀ペル
シャの天文学者アル・ズーフィが「小さな雲」と記述した
のが古い記録の1つ。望遠鏡の観測記録でもっとも古
いのは17世紀シモン・マリウスによるもので、「角笛を透
かして輝くろうそくの焔」とたとえられている。天の川が
星の集団であることがはっきりした18世紀になると、哲
学者でもあるカントは「このような星の集団は他にもあ
るかも知れない。星雲の中でいくつか楕円形をしたもの
があるが、それは遠くにある同じ様な島宇宙であろう」と
予言した。M31が我々の銀河系の外にある別な銀河で
あるということがはっきりしたのは1923年になって、ハッ
ブルがM31の中にケフェウス座δ型変光星を発見し、
それまでの銀河系内説・系外説の議論に終止符を打っ

ペルセウス座の二
重星団h-χ（エイ
チ・カイ）のｈ。
星数３００個、実直
径７７光年、密集度
４／５の比較的密集
した散開星団。スペ
クトル型Ｂ０、年齢１
３００万年の若い散
開星団。

ペルセウス座の二
重星団h-χ（エイ
チ・カイ）のχ。
星数２４０個、実直
径７７光年、密集度
３／５の散開星団。
スペクトル型Ｂ０、年
齢１３００万年の若
い散開星団。

実直径８８光年、星
数４１万３０００個、
密集度４／１２の比
較的密集した球状
星団。発見者ジャ
ン・ドミニク・マラル
デ２世（１７６４年）。
惑星状星雲を含む
球状星団、Ｘ線源も
観測された。M15に
は変光星が多く含
まれ、今までに100
個以上も発見され
ている。1928年に
は、球状星団で初
めて内部に惑星状
星雲が発見されて
いる（ピーズ１、１４

みずがめ座の球状星
団。
実直径１０４光年、密集
度２／１２の非常に密
集した球状星団。

NGC7009
土星の輪のように
突起を持つことか
らこの名前が付い
た。
実直径０．３１×
０．１８光年の惑星
状星雲。淡いのと
小さいので探索が
難しい。

（だいたい
の位置）

た
アンドロメダの腰。
ν（ニュー）星の北西側。

ペルセウスの振り
上げた剣を持つ
手の部分。

ペルセウスの振り
上げた剣を持つ
手の部分。

天馬ペガススの
頭の先にある、大
きくて明るい立派
な球状星団。ペガ
スス鼻先であるε
（エプシロン）星エ
ニフの先３°のと

みずがめ座の頭付
近。

みずがめ座の左
手（西側）でやぎ
座の北にある。

（観望対象
としてのコメ
ント）

まだまだ見頃には早い季節。（北東） 観望にはまだ早
く、もっと遅い時
期、が見頃。（北
東）

観望にはまだ早
く、もっと遅い時
期、が見頃。（北
東）

ろやっと見頃になっ
てきた。（東→天
頂）

下旬には見頃にな
る。（南東～南）

そろそろ見頃な
のだが、小さく淡
いので見つけ難
い。（南東～南）

※　高度、方角は、２０：００　のもの。
※　方角の説明：「Ｘ～□°△」は、Ｘの方位から△の方向に水平に□°離れた方角。
　　　　　例）　「西～１０°北」だと真西から１０°北側の向き、目の高さから対地高度分の上方向に惑星が見える。



９月　星雲・星団情報２

　　　　　　項目 単位 Ｍ５７(NGC6720) Ｍ２７(NGC6853) Ｍ１３　(NGC6205) Ｍ８(NGC6523) NGC７０００ M５（NGC5904） Ｍ４　(NGC6121)
観測条件 ◎ 〇 ◎　→　〇 〇　→　△ △ 〇　→　△ △　→　×

分類 惑星状星雲 惑星状星雲 球状星団 散光星雲 散光星雲 球状星団 球状星団
位置 赤経 １８時５３．６分 １９時５９．６分 １６時３９．９分 １８時０３．８分 ２０時５８．８分 １５時１８．６分 １６時２３．６分

赤緯 ＋３３°０２′ ＋２２°４３′ ＋３６°３３′ －２４°２３′ ＋４４°２０′ ＋０２°０５′ －２６°３２′
星座エリア 座 こと座 こぎつね座 ヘルクレス座 いて座 はくちょう座 へび座（頭部） さそり座

９／１ 高度　（※） ° ８３ ６６ ７０ ３２ ５８ ３７ ２４
の位置 方位角（※） ° 東～４°南 東～２１°南 西～１５°北 南～５°西 東～３１°北 西～２７°南 南～２９°西
９／３０ 高度　（※） ° ７２ ７８ ４６ ２４ ７７ １３ ８
の位置 方位角（※） ° 西～３°北 南～２１°西 西～１０°北 南～３３°西 北～３４°東 西～７°南 西～４０°南
光度 実視 等星 ８．８ ７．３ ５．７ ５．８ ５．０ ５．７ ５．４

写真 等星 ９．３ ７．６ ６．４ ４．６ ６．７ ５．２
視直径 ′ １．４×１．０ ８．０×４．０ １０．０ ６０×３５ １００×１２０ １２．７ １４．０
距離 光年 ２６００ ８２０ ２．３５万 ３９００ ９１０ ２．５万 ７１００

その他 （特徴） リング星雲、環状星雲。
いちばん有名な惑星状星
雲でっ腰部から虹色の層
が見え、これがリング見え
るのでリング星雲、環状
星雲の名前が付いた。実
際の直径は０．８７×０．６
１光年もあり、太陽系の４
００～５００倍の大きさ。
中心に１５等の超高温
（７．５万度）の白色矮星
があり、この星から２万年
前にガスの放出開始さ
れ、現在も２７ｋｍ／秒で
拡大中。　　発見者：アン
トイネ・ダルクイエ・ド・ペレ
ポ　１７７９年　メシエも１７
７９年1月１８日に独自に
発見。

亜鈴（状）星雲、ダンベル
星雲。
比較的有名な青から紫色
の惑星状星雲で、濃い部
分が鉄亜鈴の形に似てい
ることから名前が付いた。
実際の直径は２．２６×
１．１３光年とリング星雲
の２．５倍の大きさである
が、距離が近いので５～６
倍の大きさで見える。
中心に１３等の超高温
（８．５万度）の白色矮星
があり、その星から４万８
０００年前にガスが放出さ
れ、現在でも４１ｋｍ／秒
の速度で拡大中。
発見者：メシエ（１７６４年
７月１２日）。

ヘルクレス座の球
状星団。
北天最大最美の球
状星団で代表的な
球状星団。現在の
太陽系はこの球状
星団方向に移動
（228km/秒）してい
る。
実際の直径は９８光
年、星数２２．３万
個、標準的な（密集
度5/12）球状星団。
発見者：エドモンド・
ハレー（１７１４年）。

干潟星雲、ラグーン星
雲。
肉眼でも見ることのでき
る夏の散光星雲の代
表。　中央付近に暗黒
帯の流れがあり、それ
が干潟（ラグーン）の模
様に見えるのでこの名
前が付いた。
実際の直径は４４×２６
光年、発光（輝線）星雲
に散開星団も加わって
いる。
発見者：ジョン・フラムス
チード（１６８０年以前）

北アメリカ星雲。
写真写りは良いの
で有名な散光星
雲。
形が北アメリカ大陸
（特にメキシコ湾付
近）に似ていること
から名前が付いた。
満月の４倍も大きい
が、淡いので肉眼
又は明るい双眼鏡
で条件の良い所で
ないと見れない。
実際の直径は３２×
２６光年。

へび座の球状星団。
ヘルクレス座の球状星団
に次ぐ大きくて明るい球
状星団。メシエ天体の中
で一番大きい（実直径）
球状星団で、年齢が２４
０億歳（サンデージ）、１３
０億歳（アープ）といわれ
る非常に古い天体。
実際の直径は１３０光年
で、少し楕円の（楕円率
０．９）、標準的な（密集
度５／１２）球状星団。
恒星数２５．６万個。
発見者ゴットフリード・キ
ルシェ（１７０２年５月５
日）。

さそり座の球状星
団。
最も地球に近い球
状星団で、全体に
形が乱れた感じが
強く、比較的まばら
な（密集度9/12）球
状星団。
実際の直径は９５光
年、星数４．４万個、
星団の年齢は１００
億歳。
発見者：フィリップ・
ロイ・ド・ジュゾー（１
７４６年）

（だいたい
の位置）

ことの弦の下部。
β（ﾍﾞｰﾀ）星シェリ
アク、γ(ｶﾞﾝﾏ)星
スラファトの中間
に位置する。

こぎつねの胸。
はくちょう座のβ
（ﾍﾞｰﾀ）星アルビレ
オの南東側。

η(ｴｰﾀ)星とζ
(ｾﾞｰﾀ)星との間
１：２の処　　（ヘ
ルクレスの腰～太
股）

いて座の弓の上部。
南斗六星の柄の部
分にあるμ（ﾐｭｰ）星
の南西側。

はくちょうの尻尾。
はくちょう座α（ｱ
ﾙﾌｧ）星デネブの
北西側。

おとめ座の足の
下でてんびん座
β（ﾍﾞｰﾀ）星の北
側。

さそり座のα(ｱﾙ
ﾌｧ)星アンタレス
のすぐ西側。

（観望対象
としてのコメ
ント）

観望には一番見
いい時期。
（天頂）

観望には一番見
いい時期。（天頂）
淡いので探索しに
くい。

明るく見えやすい
球状星団。そろそ
ろ高度が落ちてき
た。（西）

観望には一番いい時
期。（南東～南）

肉眼、双眼鏡向
けの天体。
見やすい位置だ
が、淡いので好条
件でないと見えな
い。（北東）

明るいが、導入す
る対象が見つけ
にくい。高度が落
ち沈みかけ。（西）

明るく見えやすい
球状星団。
アンタレスの近く
で導入し易い。
高度が低く沈みか
け。（南～南西）

※　高度、方角は、２０：００　のもの。
※　方角の説明：「Ｘ～□°△」は、Ｘの方位から△の方向に水平に□°離れた方角。
　　　　　例）　「西～１０°北」だと真西から１０°北側の向き、目の高さから対地高度分の上方向に惑星が見える。



プＳ 型の渦巻銀河 【写真で見る小宇宙】

星雲・星団・銀河情報

順番 対象天体 星座 光度 視直径 タイプ
位置

備考
（座） （等級） （′） 赤経 赤緯

2 エスキモー星雲（ＮＧＣ２３９２） ふたご 10.0 0.7 惑星状星雲 ０７ｈ２９．２ｍ ＋２０°５５′
3 スピンドル銀河（ＮＧＣ３１１５） ろくぶんぎ 9.2 8.3 銀河 １０ｈ０５．２ｍ －０７°４３′
4 木星状星雲（ＮＧＣ３２４２) うみへび 9.0 20.8 惑星状星雲 １０ｈ２４．８ｍ －１８°３８′
5 リングテール銀河（ＮＧＣ４０３８-９） からす 10.7 2.6 銀河 １２ｈ０１．９ｍ －１８°５２′
6 ソンブレロ銀河（Ｍ１０４、ＮＧＣ４５９ おとめ 8.3 8.9 銀河 １２ｈ４０．０ｍ －１１°３７′
7 ω星団（ＮＧＣ５１３９） ケンタウルス 3.7 36.0 球状星団 １３ｈ２６．８ｍ －４７°２９′
8 ケンタウルスＡ（ＮＧＣ５１２８） ケンタウルス 7.0 18.2 銀河 １３ｈ２５．５ｍ －４３°０１′
9 Ｍ８３銀河（ＮＧＣ５２３６） うみへび 7.6 1.1 銀河 １３ｈ３７．０ｍ －２９°５２′
10 Ｍ６５（ＮＧＣ３６２３） しし 9.3 10.0 銀河 １１ｈ１８．９ｍ ＋１３°０５′
11 Ｍ６６（ＮＧＣ３６２７） しし 9.0 8.7 銀河 １１ｈ２０．２ｍ ＋１２°５９′
12 Ｍ９５（ＮＧＣ３３５１） しし 9.7 7.4 銀河 １０ｈ４４．０ｍ ＋１１°４２′
13 Ｍ９６（ＮＧＣ３３６８） しし 9.2 4.1 銀河 １０ｈ４６．８ｍ ＋１１°４９′
14 Ｍ１０５（ＮＧＣ３３７９） しし 9.3 4.5 銀河 １０ｈ４７．８ｍ ＋１２°３５′

2

エスキモー星雲
（ＮＧＣ２３９２）

周辺部が明るく、一部不均一でフードをかぶった人に見えたことから、エスキモーの人を連想し、エスキモー星雲との名前が付いた。
【一般】距離１３６０光年、視直径４７×４３″、実直径０．３１×０．２８光年、写真等級８．３。【天文年鑑】距離７８００光年、視直径０．２
／０．９′。【天文観測年表】実視等級９．２、距離３０００光年、視直径４０″、中心星光度１０．５等、中心星が厚いガスの層（１５″）を
通して緑がかった青色に見える。星雲は１０９ｋｍ／秒の速度で膨張おり、３０年で1″拡大する。逆算すると１７００年前にガスが放出さ
れ始めたと考えられている。惑星状星雲の中で最も若い星雲の一つ。【メシエ天体カタロク】

3

スピンドル銀河
（ＮＧＣ３１１５）

距離２１８０万光年、視直径７×３′、実直径４．６×１．６万光年、写真等級９．９、タイプS０型のレンズ銀河。【天文年鑑】NGC3115 銀
河 (スピンドル銀河)、光度9.2等、視直径8.3'。【ステナビ】実視等級９．３、写真等級１０．２、視直径４．２×１．２′、スペクトル型Ｇ５型、
距離１３００万光年、タイプＥ６型の楕円銀河。【星雲星団ガイドブック】

4

木星状星雲
（ＮＧＣ３２４２)

大きさや形、色が木星に似ていたところからこの名称がついた。【一般】距離１８９０光年、視直径４０×３５″、実直径０．３７×０．３２光
年、写真等級９．０。【天文年鑑】距離１４００光年、視直径０．５／２０．８′。【天文観測年表】距離３３００光年、視直径１６（３２？）″、
実直径０．６光年、実視等級７．８、中心星光度１１．４等、薄い青みのある円盤像で見え、木星の大きさに似ている。【メシエ天体カタロ
グ】。視直径：20.8'、実視等級 9.0等級、視直径 40''×35''、距離 1890光年、うみへび座にある惑星状星雲。見かけの大きさはたいへん
小さい。望遠鏡で見ると、大きさや色が木星に似ていることから、この愛称がある。【ステナビ】写真等級９．０、視直径４０×３５″、距離
２６００（２０００）光年、中心星等級１１．４、中心星温度５．８万度、視線速度＋４．７ｋｍ／秒、タイプ３ａ＋４型の楕円形で明るさが不均
一な惑星状星雲。木星と大きさ、色、形が似ているとしてスミス提督が命名。【星雲星団ガイドブック】

5

リングテール
銀河

(ＮＧＣ４０３８,９)

別名フィラメント銀河、触角銀河、アンテナ銀河（ＮＧＣ４０３８－４０３９）。２つの銀河が相互干渉を起こした銀河としては比較的有名【一
般】。写真等級１１．０、視直径２．５×２．５′、タイプＳｃ型の渦巻き銀河（ＮＧＣ４０３８）【天文年鑑】。実視等級１０．７、視直径２．６′
（ＮＧＣ４０３８）、実視等級１３．０、視直径３．２′（ＮＧＣ４０３９）NGC4038とNGC4039の2つの円盤銀河が衝突し、お互いの重力によっ
て変形しつつある姿だと考えられている。お互いの潮汐力で変形しあって細長い潮汐の腕を形づくっているが、これが昆虫の触覚（ア
ンテナ）のように見えるので、アンテナ銀河と呼ばれる。「リングテール銀河」と呼ばれることもある。衝突銀河の変形現象の例として有
名である。【ステナビ】。写真等級１１．０（ベクバル）１０．５（RNGC）（NGC4038)１３．０（RNGC)（NGC4039)、視直径２．５×２．５′、タイ
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ソンブレロ銀河
Ｍ１０４銀河

（ＮＧＣ４５９４）

距離２１８０万光年、視直径７×３′、実直径４６０００×１６０００光年、実視等級８．０、写真等級９．９。【天文年鑑】タイプＳａ型（Ｓｂ-）の
中央部の大きな渦巻銀河。横から銀河を見る形になる。中央部に細い暗黒帯があり、それを帽子の縁に見立てて、メキシコ人の帽子
（ソンブレロ）のような形に見えることから名前が付きました。質量は銀河系の２倍もある大きな銀河で、中心２０００光年に数十太陽質
量が密集しており、巨大ブラックホールの存在が予想される銀河。多数の球状星団を含む、大きなセントラルバルジ（中央部の膨らみ
部分）を持っている。発見者ピエール・メシャン（１７８１年）、距離６５００万光年、視直径８．７×３．５′、表面輝度１１．６等、視線速度-
１１２０ｋｍ／秒、おとめ座銀河団の一員（周辺部）と考えられている。【メシエ天体カタログ】距離６５００万光年、実視等級８．０、写真等
級８．９８、視直径９×４′、タイプＳａ（渦巻き銀河）、おとめ座南銀河群所属。【天文観測年表】距離４６００万光年、写真等級９．３、色
指数(B-V)０．９７、視直径９×４′。【理科年表】距離４６００万光年、写真等級８．３０、視直径１４．１×８．９′、タイプSb型の渦巻銀
河、質量は銀河系の２倍、中心２０００光年に１０億太陽質量に集中。【THE DEEP SKY】実視等級８．７（ベクバル）、写真等級９．２（ベ
クバル）９．５（RNGC）、視直径６．０×２．５′、タイプＳｂ型（ＳａとＳｂの中間）の渦巻銀河、暗黒帯の傾斜角６°。【写真で見る小宇宙】
実視等級８．７、写真等級９．２、視直径６．０×２．５′、実直径１４万光年、距離４１００万光年、絶対等級－２２．１、電波光度６．３等、
視線速度１１１４ｋｍ／秒、発見者メシャン（１７８１年）、スペクトル型Ｇ３型、タイプＳｂ型の渦巻銀河。メキシコ人のかぶる縁の広い帽子
（ソンブレロ）に似ていることから名前が付いた。Ｓｏｍｂｒｅｒｏ　Ｎｅｂｕｌａソンブレロ星雲。銀河の中央で上下半分に二分するはっきりとし
た暗黒帯が特徴。【星雲星団ガイドブック】

メキシコのソンブレロという帽子に似ていることから、ソンブレロ銀河の名で親しまれている銀河。渦巻銀河をほぼ真横から見た姿で、
暗黒帯が一直線に横切るようすがひじょうに美しい。実直径が14万光年もある巨大な銀河で、小口径の望遠鏡でも楽しめる。おとめ座
とからす座の境界にあるが、からす座から探した方がわかりやすい。からす座δ星を中心にε星を対称に折り返した位置から、やや西
よりのところにある。おとめ座のスピカ（1.0等）とは赤緯がほぼ同じなので、赤道儀ではスピカから探すのが簡単だ。スピカからは11.3ﾟ
西、0.5ﾟ南。7倍×50mmの双眼鏡では小さな楕円形をした光のしみのように見え、中心部が明るいことがわかる。口径10cm望遠鏡の40
倍では、東西に細長く伸びた形がわかり、100倍では、写真で見たソンブレロ銀河の姿を小さく淡くしたような感じに見える。中心部が輝
き、紡錘形に光芒が伸びて、その中に一直線に暗黒帯がはしるようすが何とか理解できるようになる口径20cmでは、さらにはっきりと
暗黒帯がわかり、細長く伸びた姿が美しく、神秘的な雰囲気が感じられるようになる。【ステナビ】

7

オメガ（ω）星団
（ＮＧＣ５１３９）

ケンタウルス座のω（オメガ）星が実は球状星団だったのでオメガ星団と名前が付いた。全天で最大級の球状星団で肉眼でも十分視
認できるが、日本では南天低く非常に見づらく、時間が限られている【一般】。距離１６０００光年、視直径２３′、実直径１５３光年、写真
等級３．０、密集度８／１２【天文年鑑】。球状星団としての発見者はジョン・ハーシェル（イギリス）で肉眼星図「ウラノメトリア」（バイエル・
１６０３年）では３．７等の恒星と記載。大きな楕円型の球状星団。【星座ガイドブック】。実視等級３．５２、視直径６５．４′、星数１０万８
６００個、距離１７０００光年、スペクトル型Ｆ６．６【天文観測年表】。距離１７０００光年、写真等級４．４、視直径１１０′、スペクトル型Ｆ
７．７【理科年表】。実視等級３．９、視直径５３′、距離１８２５０光年、満月より大きな卵形の球状星団。【メシエ天体カタログ】。光度 3.7
等、視直径 36.3'、距離 1万7000光年、全天で最大の球状星団。見かけの大きさは36.3'と満月より大きい。本州からは地平高度が低く
見にくいが、空の状態のよいところでは肉眼でもボーッと丸い雲のように見える。双眼鏡では、いくつかの星がつぶつぶに分離し、すば
らしい光景が広がる。名前に恒星符号のギリシャ文字ω（オメガ）が付いているのは、1800年にバイエルがこの星団を恒星と見間違え
てつけたためである。のちにハレーによって、星団であることが明らかにされた。【ステナビ】。
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ケンタウルスＡ
（ＮＧＣ５１２８）

ケンタウルス座の電波源（ケンタウルスＡ）のことで、中央部に太い暗黒帯をもつほぼ円形の銀河。Ｘ線のほかさまざまな電波を放出し
ている電波銀河としても有名。【一般】距離１６００光年、写真等級７．８、視直径２６×２０′、実直径１２万×９．３万光年、タイプＳ０型
のレンズ銀河【天文年鑑】。距離１６００万光年、実視等級６．８４、写真等級７．８４、視直径２６×２０′、タイプＳ０レンズ銀河、かみの
け座・ちょうこくしつ座銀河群所属【天文観測年表】。実視等級８．０、色指数(B-V)０．９８、視直径１８×１４′距離１４００光年、高エネル
ギーガンマ線源であり、Ｘ線源でもある活動（セイファート）銀河、ＮＧＣ５１２８銀河群所属【理科年表】。視直径３１×２３′、距離１５００
万光年、実視等級６．７、銀河系の３倍以上の恒星をもつ巨大な銀河で、銀河の１０００倍の電波を放出している特異な銀河で、楕円銀
河と渦巻銀河の衝突した名残との説もある【メシエ天体カタログ】。強い赤外線、Ｘ線、ガンマ線を発している特異銀河で、９～２０億年
前に巨大な楕円銀河と渦巻銀河が衝突し合体しつつある姿で、銀河の周りに円形のシェル構造が見られ２５０万年前にスターバースト
が発生し短期間に猛烈な勢いで恒星を形成して推測される【THE DEEP SKY】。実視等級 7.0等級、視直径 18.2'、系外銀河で、強力な
電波源としても有名な楕円銀河。ケンタウルス座にある。見かけの大きさは満月の3分の1ほど。大型望遠鏡で撮影すると、ややつぶれ
た円形で、真ん中を横切る暗黒物質の筋が生なましく確認できる。たいへんに活発な活動を続けていて、X線像や電波像で観察する
と、銀河の両極方向に銀河ジェットの噴出が確認できる。銀河中心部に巨大ブラックホールの存在などが考えられている。【ステナビ】

9

Ｍ８３銀河
（ＮＧＣ５２３６）

上から見た渦巻銀河で少し腕が歪んで見える。距離１５３０万光年、視直径１３×１２′、実直径５．７×５．１万光年、写真等級８．２、タ
イプＳｃ型の中心核の小さい渦巻き銀河。距離１６００万光年、視直径１１×１０′、タイプはＳｃであるが渦巻き銀河と棒渦巻銀河の中
間タイプ、ＮＧＣ５１２８銀河群所属【理科年表】。実視等級８．２０、写真等級７．５４、かみのけ座・ちょうこくしつ座銀河群所属【天文観測
年表】。実視等級７．５、表面輝度１３．２等、視直径１２．９×１１．５′、距離１５００光年、発見者ニコラス・ルイ・ド・ラセーユ（１７５２
年）、南西２°にあるＮＧＣ５２３５（楕円銀河・質量Ｍ８３の１／１０）との衝突の潮汐力により腕が歪んだと推測できる【メシエ天体カタロ
グ】。視直径１１．２×１０．２′、写真等級８．２、タイプＳｃ、ここ５０年で超新星４個（平均は１個／３００年）が確認されている特異な銀
河、ケンタウルスＡを中心とした銀河群に所属、日本で見れる銀河で５番目の明るさで、腕が回転方向ではなく上下に歪んでいて大型
銀河のニアミスか小型銀河の衝突と推測されている【THE DEEP SKY】。光度 7.6等、視直径 11'×10'、距離 1600万光年、うみへび座
の尾の近くにあり、小口径望遠鏡でもその渦巻きのようすが観察できるたいへんおもしろい銀河。1923年に14等、1950年に14.5等、
1968年に11等、1986年に11.2等と4個もの超新星が見つかっている。くに明るい星がなくて探しにくい。うみへび座γ星（3.3等）とすぐ南
のケンタウルス座θ星（2.1等）の中間あたりで、θ星の北西にあるk星、g星、i星（5～6等星）がつくる三角形の右側の辺を上に延ばして
いくと見つかる。7倍×50mmの双眼鏡でも楕円形をした光斑が見られる。口径10cm望遠鏡の60倍では、楕円形をした光斑の中が長軸
方向に線状に濃いのがわかり、棒渦巻銀河のように見えて驚かされる。100倍でさらに微細な濃淡が見え、渦巻きがわかるようになる。
口径20cm100倍では、特徴的な渦巻きの構造がはっきりとわかり、とてもおもしろい【ステナビ】。

10

Ｍ６５銀河
（ＮＧＣ３６２３）

距離２３００光年、実視等級９．３３、写真等級１０．２５、視直径１０×３′、しし座銀河群所属、タイプＳａ型の中心核の大きな渦巻銀河
【天文観測年表】。実視等級９．３、表面輝度１２．４等、視直径９．８×２．９′、距離２４００万光年、発見者ピエール・メシャン（１７８０
年）【メシエ天体カタログ】。写真等級９．３４、視直径１０．０×１３．３′、しし座Ｍ６６銀河群所属【THE DEEP SKY】。光度 9.3等、視直径
10'、距離 2700万光年、しし座の後ろ足のつけ根、θ星の南に、0.5ﾟほどの間隔で2つの銀河が並んでいる。西側がM65（写真右方）、東
側がM66（写真左方）、すぐ北にはNGC3628という銀河もあり、望遠鏡で3つの銀河を一度に見られる。これらの銀河は2700万光年の距
離にあり、少なくとも8個の銀河による銀河のグループを形成していて、M66銀河群と呼ばれている。しし座θ星とι星のちょうど中間
で、とても見つけやすい位置にある。7倍×50mmの双眼鏡では、好条件下でM66だけが微かに見える程度。口径10cm望遠鏡の60倍で
は、3つの銀河がよくわかり、M65は細長い楕円形、M66はいびつな楕円形、NGC3628は細長い楕円形であることが区別できる。120倍
で観察すると、M65の中心部の光斑にムラがあることや、M66の中心部がとくに明るいことなどがわかる。口径20cmでは、M65は中心
部が割れたような感じに、M66は中心核がきれいな楕円形をしているのが、NGC3628は中心を横切る暗黒帯があることが、それぞれわ
かるようになる。【ステナビ】
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Ｍ６６銀河
（ＮＧＣ３６２７）

距離２１５０万光年、視直径９×４′、実直径５．７×２．６万光年、写真等級９．７、タイプＳｂ型の渦巻き銀河。距離２７００万光年、色指
数(B-V)０．７０、タイプはＳｂであるが渦巻き銀河と棒渦巻銀河の中間タイプ【理科年表】。距離３３００万光年、実視等級８．９２、写真等
級９．６５、視直径９×４′、しし座銀河群所属、タイプＳｂ型の渦巻銀河【天文観測年表】。実視等級９．０、表面輝度１２．５等、視直径
９．１×４．２′、距離２１５０万光年、発見者ピエール・メシャン（１７８０年）【メシエ天体カタログ】。写真等級９．０４、視直径１４．４×８．
７′、しし座Ｍ６６銀河群所属【THE DEEP SKY】。光度 9.0等 視直径 9'×4'、距離 2700万光年、しし座の後ろ足のつけ根、θ星の南
に、0.5ﾟほどの間隔で2つの銀河が並んでいる。東側がM66（写真左方）、西側がM65（写真右方）、すぐ北にはNGC3628という銀河もあ
り、望遠鏡で3つの銀河を一度に見られる。これらの銀河は我々の銀河系から2700万光年（理科年表2002）の距離にあり、少なくとも8
個の銀河による銀河のグループを形成していて、M66銀河群と呼ばれている。M66には、1973、1989年に続いて1997年に17等の超新
星が出現した。一世紀の間に3個も見つかったことになる。しし座θ星とι星のちょうど中間で、とても見つけやすい位置にある。7倍×
50mmの双眼鏡では、好条件下でM66だけが微かに見える程度。口径10cm望遠鏡の60倍では、3つの銀河がよくわかり、M65は細長い
楕円形、M66はいびつな楕円形、NGC3628は細長い楕円形であることが区別できる。120倍で観察すると、M65の中心部の光斑にムラ
があることや、M66の中心部がとくに明るいことなどがわかる。口径20cmでは、M65は中心部が割れたような感じに、M66は中心核がき
れいな楕円形をしているのが、NGC3628は中心を横切る暗黒帯があることが、それぞれわかるようになる。【ステナビ】。

12

Ｍ９５銀河
（ＮＧＣ３３５１）

距離３３００万光年、実視等級９．２８、写真等級１０．５３、視直径１０×３′、しし座銀河群所属、タイプＳａ型の中心核の大きな渦巻銀
河【天文観測年表】。実視等級９．７、表面輝度１３．５等、視直径７．４×５．０′、距離２６５０万光年、発見者ピエール・メシャン（１７８１
年）、視線速度１２８０ｋｍ／秒、しし座銀河団所属、棒渦巻き銀河で、土星の輪のような淡い腕をもつ。【メシエ天体カタログ】。写真等
級９．７１、視直径１５．１×７．４′、しし座Ｍ９６銀河団所属【THE DEEP SKY】。光度 9.7等 視直径 7' 距離 2930万光年、しし座のお腹
のあたりにある棒渦巻銀河。すぐとなりに見えるM96とわずかに0.8ﾟしか離れていないので、望遠鏡の同じ視野に見える。M65やM66な
どとしし座銀河群を形成している。しし座α星（レグルス）としし座θ星との中間にある6等星（52番星）と5等星（53番星）に挟まれるあた
りにある。M95はレグルス（1.4等）とほぼ同じ赤緯にあるので、赤道儀の目盛環を使って導入するとよい。小さいので、双眼鏡ではむず
かしい。口径10cm望遠鏡の60倍では、いずれもややいびつな楕円形をした光斑として確認できる。M95とM96は同じ視野で見え、M96
のほうがわずかに明るく見える。口径20cmでは、かなり見やすくなり、印象がより明確になる。【ステナビ】。

13

Ｍ９６銀河
（ＮＧＣ３３６８）

距離３４００万光年、実視等級９．２５、写真等級１０．１１、視直径８×５′、しし座銀河群所属、タイプＳａｂ型の中心核の大きな渦巻銀
河【天文観測年表】。実視等級９．２、表面輝度１２．９等、視直径７．６×５．２′、距離２６５０万光年、発見者ピエール・メシャン（１７８１
年）、視線速度１２８０ｋｍ／秒、しし座銀河団所属、渦巻き銀河であるが棒状構造も見えることから中間タイプで棒状構造も曲がって見
える。【メシエ天体カタログ】。写真等級９．２４、視直径１５．１×７．１′、しし座Ｍ９６銀河団所属【THE DEEP SKY】。光度 9.2等 視直径
7' 距離 2930万光年、しし座のお腹のあたりにある棒渦巻銀河。すぐとなりのM95とわずかに0.8ﾟしか離れていないので、望遠鏡の同じ
視野に見える。M66銀河群のメンバーである。1998年5月9日、13等級の超新星が発見された。しし座α星（レグルス）としし座θ星との
中間にある6等星（52番星）と5等星（53番星）に挟まれるあたりにある。M95はレグルス（1.4等）とほぼ同じ赤緯にあるので、赤道儀の目
盛環を使って導入するとよい。小さいので、双眼鏡ではむずかしい。口径10cm望遠鏡の60倍では、いずれもややいびつな楕円形をし
た光斑として確認できる。M95とM96は同じ視野で見え、M96のほうがわずかに明るく見える。口径20cmでは、かなり見やすくなり、印象
がより明確になる。【ステナビ】。

14

Ｍ１０５銀河
（ＮＧＣ３３７９）

距離２９００万光年、実視等級９．２８、写真等級１０．０１、視直径５×５′、しし座銀河群所属、タイプＥ１型の楕円銀河【天文観測年
表】。実視等級９．３、表面輝度１２．１等、視直径５．４×４．８′、距離２６００万光年、発見者ピエール・メシャン（１７８１年）、楕円銀河
でしし座銀河団所属、Ｍ９５－９６から４０万光年離れている【メシエ天体カタログ】。写真等級９．２６、視直径１４．０×４．５′、しし座Ｍ
９６銀河団所属【THE DEEP SKY】。光度 9.3等 視直径 4.5' 距離 2150万光年、しし座のお腹のあたりにある楕円銀河。メシエが知って
いたことが明らかなため、後からメシエ天体に加えられた。しし座α星（レグルス）としし座θ星との中間にある6等星（52番星）と5等星
（53番星）に挟まれるあたりにある。ここには2つの銀河M95とM96が約0.8ﾟの間隔で並んでいる。M105はその北約1ﾟのところに位置して
いる。小さいので双眼鏡ではむずかしい。口径10cm望遠鏡の60倍では、ややいびつな楕円形をした光斑として確認できる。口径20cm
では、かなり見やすくなり、印象がより明確になる。【ステナビ】。



順番 対象天体 星座 光度 視直径 タイプ
位置

備考
（座） （等級） （′） 赤経 赤緯

15 おとめ座Ａ、Ｍ８７（ＮＧＣ４４８６） おとめ 8.6 7.2 銀河 １２ｈ３０．８ｍ ＋１２°２４′
16 黒目星雲（Ｍ６４、ＮＧＣ４８２６） かみのけ 8.5 9.3 銀河 １２ｈ５６．７ｍ ＋２１°４１′
17 紡錘状銀河（ＮＧＣ４５６５） かみのけ 9.6 16.2 銀河 １２ｈ３６．３ｍ ＋２５°５９′
18 まゆ銀河（ＮＧＣ４４９０） りょうけん 9.8 5.9 銀河 １２ｈ３０．６ｍ ＋４１°３８′
19 子持ち銀河（Ｍ５１、ＮＧＣ５１９４） りょうけん 8.4 1.1 銀河 １３ｈ２９．９ｍ ＋４７°１２′
20 ふくろう星雲（Ｍ９７、ＮＧＣ３５８７） おおぐま 11.2 3.2 惑星状星雲 １１ｈ１４．８ｍ ＋５５°０１′
21 Ｍ１０８（ＮＧＣ３５５６） おおぐま 10.1 8.3 銀河 １１ｈ１１．５ｍ ＋５５°４０′
22 回転花火銀河（Ｍ１０１、ＮＧＣ５４５ おおぐま 7.7 26.9 銀河 １４ｈ０３．２ｍ ＋５４°２１′
23 Ｍ８１（ＮＧＣ３０３１） おおぐま 6.9 25.7 銀河 ０９ｈ５５．６ｍ ＋５１°３５′
24 不規則銀河（Ｍ８２、ＮＧＣ３０３４） おおぐま 8.4 11.2 銀河 ０９ｈ５５．８ｍ ＋６９°４１′
25 Ｍ１３（ＮＧＣ６２０５） ヘルクレス 5.9 16.6 球状星団 １６ｈ４１．７ｍ ＋３６°２８′
26 リング星雲（Ｍ５７、ＮＧＣ６７２０） こと 9.0 2.5 惑星状星雲 １８ｈ５３．６ｍ ＋３３°３３′
27 亜鈴状星雲（Ｍ２７、ＮＧＣ６９５３） こぎつね 8.1 15.2 惑星状星雲 １９ｈ５９．６ｍ ＋２２°４３′
28 まばたき星雲（ＮＧＣ６８２６） はくちょう 10.0 2.3 惑星状星雲 １９ｈ４４．８ｍ ＋５０°３１′
29 キャッツ・アイ星雲（ＮＧＣ６５４３） りゅう 9.0 5.8 惑星状星雲 １７ｈ５８．６ｍ ＋６６°３８′
30 球状星団Ｍ５（ＮＧＣ５９０４） へび 5.8 17.4 球状星団 １５ｈ１８．６ｍ ＋０２°０５′
31 球状星団Ｍ１４（ＮＧＣ６４０２） へびつかい 7.6 11.7 球状星団 １７ｈ３７．６ｍ －０３°１５′
32 球状星団Ｍ４（ＮＧＣ６１２１） さそり 5.9 26.3 球状星団 １６ｈ２３．６ｍ －２６°３２′
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おとめ座Ａ
Ｍ８７銀河

（ＮＧＣ４４８６）

非常に大きな楕円銀河で、おとめ座銀河団の中心の銀河。電波源としても有名であり、ジェットなどを放出する現象が確認された非常
に活発な活動（セイファート）銀河。【一般】距離５４８０万光年、視直径８×７′、実直径１３×１１万光年、写真等級９．６、タイプｃＤ型の
特異銀河。【天文年鑑】距離５９００万光年、視直径７×７′、色指数(B-V)０．９４、タイプはＥ０～Ｅ１の楕円銀河。【理科年表】距離４６０
０万光年、実視等級８．６３、写真等級９．２１、視直径８×７′、おとめ座銀河団所属、タイプＥ０～Ｅ１型巨大楕円銀河。【天文観測年
表】実視等級８．６、表面輝度１２．７等、視直径８．３×６．６′、距離５５００万光年、発見者ピエール・メシャン（１７８１年）、楕円銀河で
おとめ座銀河団所属、質量８０００太陽質量、中心核１２０光年に３０億太陽質量のブラックホールがあると考えられ、５０００光年の長さ
のプラズマのジェットを放出している。【メシエ天体カタログ】視直径７．２×１６．８′、写真等級８．６２、タイプＥ１型の楕円銀河。約２５０
０個のおとめ座銀河団の中心銀河で、直径１億光年の超局部銀河団の中心。【THE DEEP SKY】実視等級９．２、写真等級９．６（ベクバ
ル）１１．０（RNGC）、視直径１．９×１．８′、タイプＥ１型の楕円銀河、最も重い銀河で銀河系３倍の質量と無数の球状星団が見られ
る。【写真で見る小宇宙】実視等級９．２、写真等級９．６、視直径１．３×１．２（１．９×１．８）′、距離４１００万光年、スペクトル型Ｇ５
型、発見者メシエ（１７８１年）、タイプＥ１型の楕円銀河。【星雲星団ガイドブック】
かみのけ座とおとめ座の境界にあって、おとめ座に属する楕円銀河。おとめ座銀河団の中心に位置していると考えられる。中心から直
線状にM84の方向に5000光年もの宇宙ジェットが吹き出している活動銀河で、おとめ座Aという電波源としても知られている。さらに、周
囲を約1000個の球状星団が取り囲んでいることも知られている。1922年には11.5等の超新星が出現している。1994年にハッブル宇宙
望遠鏡は、微光天体スペクトルグラフで、中心部のガス全体が秒速550kmもの高速度で回転していることを突き止め、このM87銀河の
中心に太陽質量の30億倍程度の超巨大なブラックホールが存在している証拠を発見している。ところが2001年になってハワイの北ジェ
ミニ望遠鏡の観測からM87の中心には巨大ブラックホールに伴うダストの円盤がないことが明らかとなり、M87の莫大なエネルギー源
は現在また謎につつまれてしまった。淡いので双眼鏡ではむずかしく、恒星状にしか見えない。口径10cm望遠鏡のでは、星雲状の光
芒として見え、明るい楕円形の光斑で中心がとくに明るいのがわかる。【ステナビ】



渦
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黒目銀河
Ｍ６４銀河

（ＮＧＣ４８２６）

斜め上から見た銀河で、暗黒帯が閉じた目の縁のように見えるのでこの名前が付いた。【一般】距離１３４０万光年、視直径１０×５′、
実直径３．９×２．１万光年、写真等級９．４、タイプＳａｂ型の中心核の大きな渦巻き銀河。【天文年鑑】距離１６００万光年、視直径９×
５′、写真等級９．４、色指数(B-V)０．８４。【理科年表】距離４６００万光年、実視等級８．６３、写真等級９．２１、視直径８×７′、かみ
のけ座銀河群所属、タイプＳａｂ型中心核の大きな渦巻銀河。【天文観測年表】実視等級８．５、表面輝度１２．４等、視直径１０×５．
４′、距離１３５０万光年、発見者ヨハン・エラート・ボーデ（１７７９年）、渦巻銀河でかみのけ座銀河団所属、暗黒星雲直径４万光年、中
心部ほど急速に明るくなり恒星状に見える。【メシエ天体カタログ】おとめ～かみのけ座に集中する銀河団からやや離れたところにあ
り、メシエ天体としてはM77に次いで実体の大きい巨大な銀河。中心から少し離れたところに明瞭な暗黒帯があり、大口径望遠鏡や天
体写真では、これが目のように見えることから「黒眼銀河（black eye galaxy）」と呼ばれている。1779年にドイツのボーデが発見したもの
で、メシエは1780年に見たという記録が残っている。近くに明るい恒星がないので探しにくい。かみのけ座35番星の1ﾟほど北東になる
が、うしかい座α星（アルクトゥールス）から赤道儀（1h19.0m西、2ﾟ30'北）を使って導入するほうが簡単。7倍×50mmの双眼鏡で楕円形
をした光芒がわかる。口径10cm望遠鏡の60倍では、中心部が小さく明るい、きれいな楕円形の光斑をはっきりと観察できる。口径
20cm80倍では、楕円形の輪郭がひじょうにくっきりとわかり、その中心部が明るく輝いているようすや、楕円の片側の端が黒く落ち込ん
でいること、中心部の暗黒帯の存在などが、何とかわかる。【ステナビ】実視等級８．８（ベクバル）、写真等級９．３（ベクバル）９．０
（RNGC）、視直径６．５×３．２′、実直径１６万光年、絶対等級－２２．３、質量７９００億太陽質量、タイプＳｂ型の渦巻銀河。【写真で見
る小宇宙】実視等級８．８、写真等級９．３、視直径６．５×３．２′、距離４４００光年、発見者ボーデ（１７７９年）、スペクトル型Ｇ７型、タ
イプＳｂ型の渦巻銀河。銀河中心部に目立つ暗黒帯があり、Ｂｌａｃｋ－ｅｙｅ　Ｎｅｂｕｌａ黒目星雲と呼ばれている。【星雲星団ガイドブック】

17

紡錘状銀河
（ＮＧＣ４５６５）

紡錘状銀河は真横から見た銀河の総称。中央部の暗黒帯が見られる。渦巻き銀河、距離２０００万光年、実視等級６．９、視直径１４．
０×１．８′【メシエ天体カタログ】。写真等級９．５６、視直径１６．２×１２．８′、距離４５００万光年、かみのけ座銀河群１所属【THE
DEEP SKY】。光度：9.6等、視直径：16.2'【ステナビ】。

18
まゆ銀河

（ＮＧＣ４４９０）
実視等級１０．０、視直径５′、距離２０００万光年、タイプＳｄ型中心核の小さな渦巻銀河、細長く見える銀河【スカイアトラス】。光度：9.8
等、視直径：5.9'【ステナビ】。

19

子持ち銀河
Ｍ５１銀河

（ＮＧＣ５１９４、
ＮＧＣ５１９５）

２つの渦巻銀河が相互干渉を起こしたもので、２つの銀河が親子のように見えたことからこの名前が付いた。【一般】距離２５１０万光
年、視直径１１×７′、実直径８．２×５．０万光年、写真等級９．０、タイプＳｂｃ型の中心核の小さな渦巻き銀河(M51)。【天文年鑑】距離
２１００万光年、視直径１１×８′、写真等級９．０、色指数(B-V)０．６０。【理科年表】距離２５００万光年、実視等級８．３６、写真等級８．
９６、視直径１１×７′、かみのけ座銀河群所属、タイプＳｂｃ型渦巻銀河(M51)。【天文観測年表】実視等級８．４、表面輝度１３．１等、視
直径１１．２×６．９′、距離１５００万光年、発見者メシエ（１７７３年）、伴銀河はＭ５１に対し７３°傾いた軌道で回り５６００万年前がい
ちばん潮汐力が強かったと思われる。【メシエ天体カタログ】視直径１１．０×１７．８′（M51）５．４×１４．３（NGC5195)、写真等級８．３８
(M51)９．６３（NGC5195)、タイプSc型の腕の発達した渦巻銀河（M51)P型の特殊銀河、実際には小さい銀河（NGC5195)が後方にあり、
数億年前の相互干渉に良いりお互いに向けての長い腕が伸びたと考えられている。M51からはX線や強い電波、中心核付近のジェット
やガスのバブルが発見され活動的な（セイファート）銀河。超大質量ブラックホールが予見され、１９９１年ハッブル望遠鏡によりブラック
ホールではないかと思われるX型のシルエットが観測された。【THE DEEP SKY】実視等級８．１（ベクバル）(M51)８．４（NGC5195)、写真
等級８．９（ベクバル）１０．０（RNGC）(M51)１０．５（ベクバル）１１．５（RNGC）（NGC5195)、視直径１０．０×５．５′(M51)２．０×１．５
（NGC5195)、タイプＳｃ型の渦巻銀河（M51)Ｐ型の特殊銀河（NGC5195)。【写真で見る小宇宙】実視等級８．１、写真等級８．９、視直径１
０．０×５．５′、距離１２００万光年、実直径１２．５万光年、絶対等級－２１．６、質量１６００億太陽質量、発見者メシエ（１７７３年）、ス
ペクトル型Ｆ８、タイプＳｃ型の渦巻き銀河(M51)。視直径２．１×１．５′、実直径７．７万光年、絶対等級－２０．１、質量３１００億太陽質
量、発見者メシャン（１７８１年）、Ｍ８２型の不規則銀河（NGC5195)。Ｗｈｉｒｌｐｏｏｌ　Ｎｅｂｕｌａと呼ばれ、主銀河より伴銀河の方が重い。渦
巻き構造は、ロス卿により発見された。【星雲星団ガイドブック】実視等級８．１、写真等級８．９、視直径１０．０×５．５′、タイプＳｃ型の



北斗七星の柄の近くにある美しい銀河。大小2つの銀河がつながっているので「子持ち銀河」という名がつけられている。写真では、
M51のきれいな渦巻きの1本の腕の先に、NGC5195と名づけられた小型の銀河がぶら下がっている姿が、よくわかる。1994年4月2日に
超新星が発見された。ハッブル宇宙望遠鏡による精密な観測により、M51の腕の部分に活発な星生成領域が広がっていることがわ
かったが、NGC5195の重力の影響と考えられている。おおぐま座の北斗七星のひしゃくの柄の先のη星から、りょうけん座α星（コルカ
ロリ）の方向に3.5ﾟのところにある。おおぐま座η星、りょうけん座24番星、M51が、24番星を頂点とする偏平な二等辺三角形をつくるこ
とを目印にすれば見つけやすい。7倍×50mmの双眼鏡では淡いごく小さな円盤状のイメージが観察できるが、ひじょうに見にくい。口径
10cm望遠鏡の60倍では、中心が明るいM51の円盤像とNGC5195の光斑がよくわかり、100倍に倍率を上げると、円盤像の中の濃淡が
見え、腕が広がっているイメージを感じられるようになる。口径20cm100倍では、M51の大きな腕がNGC5195につながっているのがわか
る。さらに、NGC5195にも濃淡があることもわかり、写真のイメージを淡くしたような感じに見えて興味深い。写真で見る子持ち銀河のイ
メージ通りの姿を見るには、口径30cm以上の望遠鏡が必要だ【ステナビ】。
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ふくろう星雲
Ｍ９７星雲

（ＮＧＣ３５８７）

惑星状星雲で８の字の薄いところがあり、これがふくろうの瞳のように見えるのでこの名前が付いた。【一般】距離７４６０光年、視直径２
０３×１９９″、実直径７．３４×７．２０光年、写真等級１２．０。【天文年鑑】距離１８００光年、視直径３′。【理科年表】距離２３００光年、
視直径３．２′、中心星等級１６．０１（WR)。【天文観測年表】実視等級９．９、視直径１７０″、距離１６３０光年、発見者ピエール・メシャ
ン（１７８１年）。【メシエ天体カタログ】おおぐま座の北斗七星の近くにある。丸い光の中に目玉を想わせる2つの暗い部分があって、ふく
ろうの顔のように見えることから、ロス卿によって「ふくろう星雲」と名づけられた惑星状星雲。M108（銀河）とわずか0.8ﾟしか離れていな
いので、低倍率では同じ視野で観察できる。北斗七星のひしゃくの底にあたる、おおぐま座β星とγ星の間で、β星から4分の1ほどの
ところにある。7倍×50mmの双眼鏡ではむずかしく、より大きい10倍×70mmの双眼鏡を、三脚に固定して慎重に探せば、淡く小さな丸
い光芒が確認できる。口径10cm望遠鏡の40倍では、丸い光斑の中に濃淡があることはわかるが、ふくろうの顔には見えない。口径
20cm80倍では、丸い大きな光芒の中に暗い目の部分が2つ並んでいるのが見え、ふくろうの顔のイメージがようやくわかるようになる。
これをはっきり見るには口径30cm以上の望遠鏡が必要だ。【ステナビ】写真等級１２．０（ベクバル）１２．０（RNGC）、視直径２０３×１９
９″、中心星等級１４．３、タイプ３ａ型の長円形で不均一な明るさの惑星状星雲、実直径７．３光年、ふくろう星雲（ロス卿命名）。【写真
で見る小宇宙】写真等級１２．０、視直径２０３×１９９″、距離２０００（２６００）光年、タイプ３ａ型の楕円形で明るさが不均一な惑星状星
雲、中心星光度１４．８等、中心星温度５．５万度、視線速度＋８ｋｍ／秒、発見者メシャン（１７８１年）。【星雲星団ガイドブック】写真等
級１２．０、視直径２０３×１９９″、距離２６００光年、タイプ３ａ型の楕円形で明るさが不均一な惑星状星雲、中心星光度１４．３等、発見
者メシャン（１７８１年）、ふくろう星雲命名者ロス卿。【星座ガイドブック】
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Ｍ１０８銀河
（ＮＧＣ３５５６）

距離４６００万光年、実視等級１０．０３、写真等級１０．６９、視直径９×２′、おおぐま座銀河群所属、タイプＳＢｃｄ型中心核の小さな棒
渦巻銀河【天文観測年表】。実視等級１０．０、表面輝度１３．０等、視直径８．７×２．２′、距離４６００万光年、発見者ピエール・メシャ
ン（１７８１－８２年）、質量はＭ３１の１／２０、小さな渦巻銀河【メシエ天体カタログ】。光度 10.1等 視直径 8' 距離 2350万光年、1781年
にメシャンが発見した渦巻銀河。暗く淡いので、小口径ではあまりおもしろくない。Sc型の開いた渦巻きを横から見ているもの。おおぐま
座β星（2.4等）の約1.5ﾟ東南。M108の東南約1ﾟのところには「ふくろう星雲」の呼び名で知られる惑星状星雲M97がある。ひじょうに淡い
ので、7倍×50mmの双眼鏡での観察はむずかしい。口径10cm望遠鏡の40倍では、淡く細長い光のしみのように見える。口径20cmの
望遠鏡を使っても、銀河の構造を観察するのはむずかしい。【ステナビ】。
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回転花火銀河
Ｍ１０１銀河

（ＮＧＣ５４５７）

回転する花火のように広がった腕を持つ銀河なので、この名前が付いた。真上から見た中心核の小さい腕の発達した銀河。【一般】距
離２２５０万光年、視直径２９×２７′、実直径１９×１８万光年、写真等級８．３、タイプＳｃｄ型の中心核の小さな渦巻き銀河【天文年
鑑】。距離１９００万光年、視直径２７×２６′、色指数(B-V)０．４６。【理科年表】距離２２００万光年、実視等級７．８６、写真等級８．３１、
視直径２９×２７′、かみのけ座銀河群所属、タイプＳｃｄ型中心核の小さな渦巻銀河。【天文観測年表】実視等級７．９、表面輝度１４．
８等、視直径２８．８×２６．９′、距離１７５００万光年、発見者ピエール・メシャン（１７８１年）、一時Ｍ１０２として二重登録された。【メシ
エ天体カタログ】実視等級９．６（ベクバル）、写真等級８．２（ベクバル）８．５（RNGC）、視直径２２．０×２２．０′、タイプＳｃ型の渦巻銀
河。腕の中の恒星の大集団（スーパーアソシエーション）が見られ、そのうちＮＧＣ５４４７、５４５５、５４６１、５４６２の番号が付いている。
近くのＮＧＣ５４２２、５４７３、５４７４、５４８４、５４８５、５４８６、５４７１、５４７７は、Ｍ１０１の伴銀河と思われる。【写真で見る小宇宙】実
視等級９．６、写真等級８．２、視直径２６（２２×２２）′、距離１２００万光年、タイプＳｃ型の渦巻き銀河、発見者メシャン（１７８１年）、ス
ペクトル型Ｆ８。眼視で見ると大きいが、淡い銀河。Ｐｉｎｗｈｅｅｌ　Ｎｅｂｕｌａ（回転花火星雲）。【星雲星団ガイドブック】実視等級９．０、写真
等級８．２、視直径２５×２３′、タイプＳｃ型の渦巻銀河。【星座ガイドブック】

おおぐま座の渦巻銀河。真上から渦の広がりを見ることができるので、写真では美しい姿を見せる。ひじょうに淡いので、口径の大きな
望遠鏡を使っても、観察しにくい。質量は、メシエ天体の銀河の中ではM32やM33に次いで小さく、実際の大きさは9万光年とされてい
る。斗七星のひしゃくの柄のζ星（ミザール）とη星とを結び、それを底辺とする二等辺三角形をりゅう座の方向につくると、その頂点に
見つかる。ミザールからは東に向かって81→83→84→86番星と、ほぼ一直線にたどっていくと、86番星の東約1ﾟのところに見つかる。7
倍×50mmの双眼鏡では、ひじょうに淡く小さな丸い光のしみのように見える。口径10cm望遠鏡の60倍では、淡いものの丸い大きな光
斑がわかる。空の透明度が良ければ、中心部がやや明るいことや、周囲の腕の部分に濃淡があることもわかる。口径20cmでは、周辺
部分まではっきりとわかるようになり、腕を思わせる濃淡や、腕の部分に輝く微光星も興味深く観察できる。さらに大口径では、写真を
彷彿とさせるような腕の構造が見え、腕には明るい核のような光斑がいくつか認められひじょうにおもしろい。【ステナビ】
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Ｍ８１銀河
（ＮＧＣ３０３１）

距離１７９０万光年、視直径２７×１４′、実直径１４×７．３万光年、写真等級７．９、タイプＳａｂ型の中心核の大きな渦巻き銀河。【天文
年鑑】距離１２００万光年、視直径２６×１４′、写真等級７．９、色指数(B-V)０．９３。【理科年表】距離１２００万光年、実視等級６．９４、
写真等級７．８９、視直径２７×１４′、かみのけ座銀河群所属、タイプＳａｂ型中心核の大きな渦巻銀河。【天文観測年表】実視等級６．
９、表面輝度１３．０等、視直径２６．９×１４．１′、距離４５０万光年、発見者ヨハン・エラート・ボーデ（１７７４年）。【メシエ天体カタログ】
視直径２５．７×１１４．１′、写真等級６．９３、距離１４００万光年、タイプＳｂ型の渦巻銀河、Ｍ８２との相互作用は、冷たいガス雲が両
方の銀河を覆っていることから確認されている。【THE DEEP SKY】おおぐま座の頭部にある渦巻銀河。わずかに0.6ﾟほどの間隔でM82
（不規則銀河）と並んでいる。天の北極に近く、ほぼ1年中見られる。初めて回転速度が計測された渦巻銀河で、秒速300kmとされてい
る。1993年3月28日には、10等級の超新星が発見された。M81とM82はその昔衝突したと考えられている。ハッブル宇宙望遠鏡による
詳細な観測により、今から6億年前にM81とM82は衝突しはじめ、1億年ほど続いたことが明らかとなった。北斗七星のひしゃくをつくるお
おぐま座α星とγ星を結び、α星の方に同じ長さだけ延ばしたあたりにある。近くに4等星（24番星）があるので、これを目印にするとよ
い。明るいので、望遠鏡のファインダーでも位置がわかる。7倍×50mmの双眼鏡では、楕円形の光のしみ（M81）と細長い小さな光のし
み（M82）が「ハ」の字に並んでいるのがはっきりわかる。口径10cm望遠鏡の60倍では、同じ視野に2つの銀河が見え、その形の違いを
楽しめる。M81は楕円形の光斑で、中心核とそこから延びる腕の部分がとくに明るく見え、渦巻きの感じがわかる。口径20cm100倍で
は、大きな光斑と、微妙な濃淡を楽しめる。【ステナビ】実視等級７．９（ベクバル）、写真等級７．９（ベクバル）８．５（RNGC）、視直径２
１．０×９．８′、タイプSb型の渦巻銀河。【写真で見る小宇宙】実視等級７．９、写真等級７．８、視直径２６×１４′、距離１０００万光年、
タイプＳｂ型の渦巻銀河、発見者ボーデ（１７７４年）。【星雲星団ガイドブック】実視等級７．９、写真等級８．９、視直径２４×９．８′、タイ
プＳｂ型。【星座ガイドブック】
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不規則銀河
Ｍ８２銀河

（ＮＧＣ３０３４）

北天では有名な不規則銀河で、中央部で爆発現象が起こっているといわれる特異な銀河である。【一般】距離１７９０万光年、視直径１
１×４′、実直径５．８×２．２万光年、写真等級９．３、タイプＰｅｃ型の特殊銀河。【天文年鑑】距離１２００万光年、視直径１１×５′、写
真等級９．３、色指数(B-V)０．８７。【理科年表】距離１７００万光年、実視等級８．４１、写真等級９．３０、視直径１１×４′、かみのけ座
銀河群所属、タイプＰｅｃ型の特殊銀河。【天文観測年表】実視等級８．４、表面輝度１２．８等、視直径１１．２×４．３′、距離１７００万光
年、発見者ヨハン・エラート・ボーデ（１７７４年）、実直径５．５万光年、質量はＭ８１の１／１０、赤色の感度で見ると中央部の暗黒帯付
近の銀河中央から３．４万光年のフィラメントが写るので、スターバースト（４０個ぐらいの超新星爆発）は４０００万年に発生しＭ８２が通
り過ぎた潮汐力の影響と推測される。【メシエ天体カタログ】視直径１１．２×１４．６′、写真等級８．４１、距離１４００万光年、タイプI型
の不規則銀河、強い電波、赤外線を放出しており、爆発現象が起こった又は２億年前のＭ８１との接近遭遇、銀河間雲の衝突とさまざ
まな説がある。Ｍ８１との相互作用は、冷たいガス雲が両方の銀河を覆っていることから確認されている。【THE DEEP SKY】実視等級
８．８（ベクバル）、写真等級９．２（ベクバル）９．５（RNGC）、視直径９．０×４．０′、タイプＰｅｃ型の特殊銀河。【写真で見る小宇宙】実
視等級８．８、写真等級９．２、視直径９．０×４．０′、距離１０００万光年、タイプＰｅｃ型の特殊銀河、発見者ボーデ（１７７４年）。【星雲
星団ガイドブック】実視等級８．８、写真等級９．４、視直径９．０×４．０′、タイプＰｅｃ型の特殊銀河。【星座ガイドブック】

おおぐま座の頭部にある不規則銀河、わずかに0.6ﾟほどの間隔でM81（渦巻銀河と並んでいる。天の北極に近いので、ほぼ1年中見ら
れる。秒速1000kmもの速度で、銀河の中心から星群が噴出しており、銀河の円盤面から約1万光年以上に達する星のつながりが観測
されている。M82が不規則な形をしているのは、隣の銀河M81との相互作用の結果、爆発的な星形成が進行しているからだと考えられ
ている。その結果、光学望遠鏡では見えないものの毎年1個程度の超新星爆発が濃い暗黒星雲の奥深くで発生しているはずで、電波
観測ではたくさんの超新星残骸が観測されている。この超新星による加熱で中心部からガスが吹き出し、写真で見ると奇妙な形をして
いるが、これは塵（ちり）で銀河の光が遮られるなどしているためで、近赤外線写真ではふつうの円盤銀河と同じように見える。チャンド
ラX線宇宙望遠鏡の観測により、M82には太陽の500倍ほどの中質量ブラックホールの存在が発見されている。また、短期間に大量の
星が爆発したことを示す巨大な「あわ構造」があることも発見されている。斗七星のひしゃくをつくるおおぐま座α星とγ星を結び、α星
の方に同じ長さだけ延ばしたあたりにある。近くに4等星（24番星）があるので、これを目印にするとよい。明るいので、ファインダーでも
位置がわかる。7倍×50mmの双眼鏡では、楕円形の光のしみ（M81）と細長い小さな光のしみ（M82）が「ハ」の字に並んでいるのが
はっきりわかる。口径10cm望遠鏡の60倍では、同じ視野に2つの銀河が見え、その形の違いを楽しめる。M82は細長い光斑の中に不
規則な濃淡が複雑に見えておもしろい。口径20cm100倍では、大きな光斑と、複雑な構造を楽しめる【ステナビ】
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ヘルクレス座の
球状星団Ｍ１３
（ＮＧＣ６２０５）

北天最大の球状星団で、非常に有名。現在の太陽系がこの球状星団方向に移動している。【一般】距離２．２万光年、視直径１０．
０′、実直径９８光年、写真等級４．０、密集度５／１２の球状星団。【天文年鑑】距離２．３５万光年、写真等級６．４、潮汐直径５４′、ス
ペクトル型Ｆ６。【理科年表】距離２．５万光年、実視等級５．６８、視直径２３．２′、スペクトル型Ｆ５．４、星数２２．３万個、密集度５／１
２．【天文観測年表】実視等級５．８、視直径２１′、距離２．３４万光年、発見者エドモンド・ハレー（１７１４年）、星数１４０億個。【メシエ
天体カタログ】美しさでは全天一といわれ、双眼鏡でも望遠鏡でも楽しめるすばらしい球状星団。日本では南中するとほぼ天頂付近に
なるので、大気の影響を受けにくく、シーイングの良いときの見え方はひじょうに見事なものとなる。満月の3分の1ほどの大きさを持ち、
50万個もの星が含まれる大集団で、実直径は約100光年におよぶ。ヘルクレス座のη星と、ζ星を結び、その真ん中から、ややη星よ
りのところにある。明るいので、位置さえわかっていれば肉眼でも見える。7倍×50mmの双眼鏡では、周辺がにじんで見えて恒星とは
明らかに違うことがわかるが、個々の星を分解することはできない。口径10cm望遠鏡の60倍では、中心の明るく大きな丸い星雲状の
部分と、数個の微光星が見え、なんとなくざらざらした感じが美しく見える。120倍では、びっしりと微光星が見えひじょうに美しく楽しめ
る。口径20cm150倍では、視野に広がる大きな丸い光斑の周囲から中心付近にかけてあわ粒のような星が無数に見えてきて、たいへ
ん見事な眺めとなる。【ステナビ】実視等級５．７（ベクバル）、写真等級４．０（ベクバル）７．０（RNGC）、視直径１４．０′、密集度５／１
２、実直径１００光年、距離２．５万光年、北天最大最美の球状星団。【写真で見る　銀河系の星雲星団】実視等級５．７、写真等級６．４
（４．０）、視直径２３．０′、実直径９７光年、密集度５／１２、距離２．１５万光年、視線速度－２２８ｋｍ／秒、スペクトル型Ｆ２、発見者ハ
レー（１７１４年）。【星雲星団ガイドブック】
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リング星雲
Ｍ５７星雲

（ＮＧＣ６７２０）

別名環状星雲。いちばん有名な惑星状星雲でっ腰部から虹色の層が見え、これがリング見えるのでリング星雲、環状星雲の名前が付
いた。【一般】距離２１５０光年、視直径８３×５９″、実直径０．８７×０．６１光年、写真等級９．３。【天文年鑑】距離２６００光年、視直径
１′。【理科年表】距離２９００光年、視直径１２／３．６′。【天文観測年表】実視等級８．８、視直径７６′、距離１１４０光年、発見者アン
トイネ・ダルクイエ・ド・ペレポ（１７７９年）、星雲差し渡し０．４光年、２万年に放出開始、膨張速度２７ｋｍ／秒。【メシエ天体カタログ】こと
座にあり、リング状に見えることで有名な惑星状星雲。リング星雲、環状星雲、ドーナッツ星雲などと呼ばれ、小口径の望遠鏡でも楽し
める。星の終期に放出されて球状に広がったガスが、中心星からの紫外線を受けて蛍光灯のように光っているもの。すばる望遠鏡で
撮影されたM57の画像から、通常のリングの外側に広がる水素ガスの赤いハロの微細構造が明らかになった。こと座は1等星のベガ
と、細長い平行四辺形に並んだ3等星がめだつ星座で、この平行四辺形のベガから遠いほうの短い辺の、β星とγ星の真ん中からわ
ずかにβ星よりにある。7倍×50mmの双眼鏡でも位置がわかり、わずかに恒星がぼやけたようなイメージに見える。口径10cm望遠鏡
の60倍では、小さな環が浮かんでいる姿を見ることができる。100倍以上では、やや楕円形をしたリングに濃淡があることや、長い方の
軸の両端がやや淡いようすもわかる。口径20cmでは、リング全体に微妙な濃淡があることや、外周と内周の部分がやや明るいことな
どがわかり、とても素晴しい姿を楽しめる。【ステナビ】実視等級９．３、視直径８３×５９″、距離２３００光年、発見者ダルキエ（１７７９
年）、メシエも１７７９年1月１８日に独立発見、中心星実視等級１５．５、中心星写真等級１４．７、中心星温度７．５万度、視線速度－１
９．１ｋｍ／秒、タイプ４型の標準的な惑星状星雲。【星雲星団カタログ】距離１８００光年、視直径８３×５９″、写真等級９．３、中心星等
級１４．７、１０数ｋｍ／秒で拡大中で、実直径は太陽系の４００倍の大きさ【星座ガイドブック】

27

亜鈴状星雲
Ｍ２７星雲

（ＮＧＣ６９５３）

アレイ星雲とも言う。比較的有名な青から紫色の惑星状星雲で、亜鈴形に濃い部分があるのでこの名前が付いた。【一般】距離９７０光
年、視直径４８０×２４０″、実直径２．２６×１．１３光年、写真等級７．６【天文年鑑】。距離８２０光年、視直径７′。【理科年表】距離９０
０光年、視直径５．８／１５．１′。【天文観測年表】実視等級７．３、視直径８．０×５．７′、距離８１５光年、発見者メシエ（１７６４年）、実
直径１．２光年、４万８０００年に放出開始、膨張速度１５ｋｍ／秒（酸素電離元素）３２ｋｍ／秒（窒素電離元素）。【メシエ天体カタログ】こ
ぎつね座にある、立派な惑星状星雲。こと座のリング星雲（M57）の約5倍の広がりを持ち、その姿が鉄あれいの姿に似ていることから、
あれい（状）星雲と呼ばれている。星雲の大きさは、100年間に6.8''ほど大きくなっている。星の終期に放出されて球状に広がったガス
が、中心星からの紫外線を受けて蛍光灯のように光っているものである。近くに明るい星がなく、導入には多少の慣れが必要。はくちょ
う座β星（アルビレオ）を中心にして、こと座の四辺形の端にあるγ星のちょうど反対側にある。ここには4個の5等星が台形に並んでい
て、その底辺の真ん中にある6等の14番星のすぐそばに見つけられる。7倍×50mmの双眼鏡では、いびつな楕円形をした形がわかり、
10倍×70mmの双眼鏡ならより大きな姿に見えて楽しくなる。口径10cm望遠鏡では、40倍から100倍を超える倍率まで、倍率に応じてさ
まざまに見え、太ったあれいの姿がよくわかる。口径20cmでは、微細な構造までひじょうによく見え、たいへん見応えがある。【ステナ
ビ】写真等級７．６、視直径４８０×２４０″（８×４′）、実直径１光年、距離７２０光年（理科年表）９８０光年（ベクバル星表）９２５光年（そ
の他の測定者）、発見者メシエ（１７６４年７月１２日）、中心星等級１３、中心星温度８．５万度、視線速度４１．５ｋｍ／秒、タイプ３ａ型の
楕円形の明るさが不均一な惑星状星雲。Ｄｕｍｂ－Ｂｅｌｌ　Ｎｅｂｕｌａ　あれい状星雲。３０００～４０００年前に膨張を開始し、現在も４１ｋｍ
／秒で膨張中。【星雲星団ガイドブック】

28

まばたき星雲
（ＮＧＣ６８２６）

まばたきした直後に見えるといわれる非常に希薄な惑星状星雲【一般】。距離１６９０光年、視直径２７×２４″、実直径０．２２×０．２０
光年、写真等級８．８。距離５９００光年、視直径０．６／２．３′【天文観測年表】。写真等級９、視直径０．５′、距離３０００光年【スカイ
アトラス】。光度：10.0等、視直径： 2.3'【ステナビ】。

29
キャッツ・アイ

星雲
（ＮＧＣ６５４３）

猫の目に様に見える惑星状星雲。【一般】。距離１６９０光年、視直径２２″、実直径０．１８光年、写真等級８．８。距離２９００光年、視直
径０．３／６．４′【天文観測年表】。光度：9.0等、視直径：5.8'【ステナビ】。
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球状星団Ｍ５
（ＮＧＣ５９０４）

距離２．７万光年、視直径１２．７′、実直径１３０光年、写真等級３．６、密集度５／１２の球状星団。【天文年鑑】距離２．５０万光年、写
真等級６．７、潮汐直径５８′、スペクトル型Ｆ６。【理科年表】距離２．７万光年、実視等級５．６９、視直径１９．９′、スペクトル型Ｆ６．
１、星数２５．６万個、密集度５／１２。【天文観測年表】実視等級５．７、視直径２２′、距離２．５０万光年、発見者ゴットフリード・キル
シェ（１７０２年）、年齢１３０億歳。【メシエ天体カタログ】へび座の頭部、おとめ座との境界近くにあり、北天ではM13に次ぐ明るさを持つ
見事な球状星団。M13も近いので見比べてみるとおもしろい。付近に明るい星がないので見つけにくいが、へび座α星とμ星を底辺と
する正三角形をおとめ座のほうに形作るとその頂点付近に見つかる。α星から南西に向かって視野を動かしていくと、いくつかの5等
星の集まりが見つかるが、そのうちの5番星のすぐそばにある。また、おとめ座109番星と110番星を結んで、へび座のほうに同じ間隔だ
け延長したあたりというのもわかりやすい。さらに、てんびん座β星の真北約11ﾟというのも、双眼鏡や赤道儀で探す場合には便利。7倍
×50mmの双眼鏡では、南東0.5ﾟにある恒星と姿が明らかに違うことがわかり、小さな丸い星雲状に見る。口径10cm60倍では、中心が
明るい大きな丸い星雲状に見え、120倍では周囲が星に分解でき、球状星団の美しさが感じられるようになる。口径20cm150倍では、
あわ粒のような微光星がびっしり球状に集まるようすが美しく、見事な眺めを楽しめる。【ステナビ】実視等級６．２（ベクバル）、写真等
級３．６（ベクバル）７．０（RNGC）、視直径１２．７′、密集度５／１２、楕円率０．９。【写真で見る　銀河系の星雲星団】実視等級６．２、
写真等級６．７（３．６）、視直径２０．０′、実直径１３２光年、密集度５／１２、距離２．６万光年、視線速度＋４５ｋｍ／秒、スペクトル型Ｆ
７、メシエ天体の中で一番大きい（実直径）球状星団、発見者Ｇ．キルヒ（１７０２年５月５日）、年齢２４０億歳（サンデージ）１３０億歳
（アープ）。【星雲星団ガイドブック】
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球状星団Ｍ１４
（ＮＧＣ６４０２）

距離２．３万光年、視直径３．０′、実直径５５光年、写真等級７．４、密集度８／１２の球状星団。距離３．５１万光年、写真等級９．０、潮
汐直径２０′、スペクトル型Ｇ１【理科年表】。距離３．３万光年、実視等級７．５７、視直径６．７′、スペクトル型Ｆ８．１、星数２９．６万
個、密集度８【天文観測年表】。実視等級７．６、視直径１１′、距離３．３３万光年、発見者メシエ（１７６４年）【メシエ天体カタログ】。光度
7.6等 視直径 12' 距離 2万3000光年、へびつかい座のいびつな五角形の中にある球状星団。へびつかい座のα星（2.1等）の南約15ﾟ
にある。μ星（4.6等）からは、約5ﾟ南。また同じへびつかい座にある球状星団M10からは1ﾟ北、7ﾟ東。7倍×50mmの双眼鏡では淡い小さ
な恒星状に見える。口径10cm望遠鏡の低倍率では、丸い星雲状に見える。120倍で周囲がざらついたような感じに見えることがある。
口径20cmでは、好シーイングに恵まれたときに、周辺の恒星を分離することができる。【ステナビ】。
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球状星団Ｍ４
（ＮＧＣ６１２１）

距離７０００光年、視直径１４．０′、実直径９５光年、写真等級５．２、密集度９／１２の比較的密集した球状星団。【天文年鑑】距離７１０
０光年、潮汐直径８７′、スペクトル型Ｇ０。【理科年表】距離７２００光年、実視等級５．７６、視直径２２．８′、スペクトル型Ｆ６．９、星数
４．４万個、密集度９／１２【天文観測年表】実視等級５．４、視直径３５′、距離６８００光年、発見者フィリップ・ロイ・ド・ジュゾー（１７４６
年）、実直径７０光年、年齢１００億歳。【メシエ天体カタログ】さそり座α星（アンタレス）のすぐ西にある、すばらしい球状星団。6.4等と明
るく、双眼鏡でも星雲状の姿を楽しめる。1987年、星団中にミリセコンド（1000分の1秒）オーダーの周期で電波を発するパルサーが発
見された。アンタレスの西1ﾟにあり、すぐに見つかる。満月の3分の2ほどの大きさがあり、望遠鏡のファインダーでも丸い星雲状である
ことがわかる。7倍×50mmの双眼鏡では、周辺が多少凸凹した姿であることや、わずかに赤味を帯びていることがわかる。口径10cm
望遠鏡の60倍では、中心から周辺に向かって不規則に枝が伸びて、その上にいくつか星が並んでいるようすがわかる。球状星団とし
てはかなりまばらで、一般的な球状星団とは少し見え方が異なる。口径20cmでは、中心まで完全に星に分解でき、立体感のある姿が
楽しめる。全体に形が乱れた感じが強く、個性的な姿をしていることがよくわかる。【ステナビ】実視等級６．４（ベクバル）、写真等級５．
２（ベクバル）７．５（RNGC）、視直径１４．０′、密集度９／１２、距離７５００光年で最も近い球状星団。【写真で見る　銀河系の星雲星
団】実視等級６．４、写真等級７．１（５．２）、視直径２３．０′、実直径９５光年、密集度９／１２、距離１．４万光年、スペクトル型Ｆ、発見
者セジュー（１７４５年）、淡い赤からピンク色。【星雲星団ガイドブック】

順番 対象天体 星座 光度 視直径 タイプ
位置

備考
（座） （等級） （′） 赤経 赤緯

33 干潟星雲（Ｍ８、ＮＧＣ６５２３） いて 5.8 90.0 散光星雲 １８ｈ０３．８ｍ －２４°２３′
34 三裂星雲（Ｍ２０、ＮＧＣ６５１４） いて 6.3 29.0 散光星雲 １８ｈ０２．３ｍ －２３°０２′
35 オメガ星雲（Ｍ１７、ＮＧＣ６６１８） いて 6.0 46.0 散光星雲 １８ｈ２０．８ｍ －１６°１１′
36 わし星雲（Ｍ１６、ＮＧＣ６６１１） へびつかい 6.0 35.0 散光星雲 １８ｈ１８．８ｍ －１３°４７′
37 バーナードの銀河（ＮＧＣ６８２２） いて 9.0 10.2 銀河 １９ｈ４４．９ｍ －１４°４８′



38 土星状星雲（ＮＧＣ７００９） みずがめ 8.0 1.7 惑星状星雲 ２１ｈ０４．２ｍ －１１°２２′
39 らせん状星雲（ＮＧＣ７２９３） みずがめ 7.0 12.8 惑星状星雲 ２２ｈ２９．６ｍ －２０°４８′
40 青い雪だるま星雲（ＮＧＣ７６６２） アンドロメダ 9.0 2.2 惑星状星雲 ２３ｈ２５．９ｍ ＋４２°３３′
41 まゆ星雲（ＩＣ５１４６） はくちょう 7.2 12.0 散光星雲 ２１ｈ５３．４ｍ ＋４７°１６′
42 北アメリカ星雲（ＮＧＣ７０００） はくちょう 5.0 120.0 散光星雲 ２０ｈ５８．８ｍ ＋４４°２０′
43 ペリカン星雲（ＩＣ５０６７） はくちょう 7.0 60.0 散光星雲 ２０ｈ４７．８ｍ ＋４４°２２′
44 網状星雲（ＮＧＣ６９９２－５） はくちょう 8.0 60.0 超新星残骸 ２０ｈ５６．４ｍ ＋３１°４３′
45 網状星雲（ＮＧＣ６９６０） はくちょう 9.0 70.0 超新星残骸 ２０ｈ４５．７ｍ ＋３０°４３′
46 アンドロメダ銀河（Ｍ３１、ＮＧＣ２２４） アンドロメダ 3.5 178.0 銀河 ００ｈ４２．７ｍ ＋４１°１６′
47 二重星団　χ　（NGC８８４） ペルセウス 4.0 30.0 散開星団 ０２ｈ２２．４ｍ ＋５７°０７′
48 二重星団　ｈ　（NGC８６９） ペルセウス 4.0 30.0 散開星団 ０２ｈ１９．０ｍ ＋５７°０９′
49 球状星団Ｍ１５（ＮＧＣ７０７８） ペガスス 6.4 12.3 球状星団 ２１ｈ３０．０ｍ ＋１２°１０′

33

干潟星雲
Ｍ８星雲

（ＮＧＣ６５２３）

ラグーン星雲ともいい、中央付近に暗黒帯の流れがあり、それが干潟（ラグーン）の模様に見えるのでこの名前が付いた。【一般】距離
２５００光年、視直径６０×３５′、実直径４４×２６光年、タイプ発光星雲。【天文年鑑】距離３９００光年、視直径２５′。【理科年表】距離
４６００光年、視直径９０×４０′。【天文観測年表】輝線星雲＋散開星団、距離５２００光年、実視等級４．６、視直径９０×４０′（星雲）
１４′（星団）、発見者ジョン・フラムスチード（１６８０年以前）、東側バックにＮＧＣ６５３０の散開星団（星数１１３個）がある。【メシエ天体
カタログ】光度 5.8等、視直径 25'、距離 3900光年、夏の星雲の代表ともいえるとても美しい散光星雲。肉眼でもその位置はすぐわか
る。「干潟星雲」という名前は、大きな星雲の中を横切る暗黒帯の複雑な模様が、写真では水が引いたあとの干潟のように見えること
から名づけられたもの。NGC6530という明るい散開星団が重なっているので、とてもにぎやかで、素晴しい眺めを楽しめる。いて座の西
側の銀河（天の川）を見ると、淡い星雲の広がりがすぐに確認できる。南斗六星の柄の部分にあるμ星の南西約4ﾟ、弓の中央のγ星
からは北に約6ﾟの位置にある。小さな双眼鏡でも、星雲の淡い広がりが美しく観察できるが、干潟星雲の由来となった暗黒帯ははっき
りしない。口径が大きくなるにつれて星雲の光は輝きを増し、細かい部分がよく見えるようになって、美しさが際だってくる。より大口径
の双眼鏡（20倍×100mm～）では、視野に入り乱れる光の帯の美しさと、明滅する星ぼしの輝きがとても素晴しいものとなる。口径
10cm望遠鏡では、濃淡のある大きな光芒と暗黒帯が光を遮るようすが見え、淡いピンク色がわかるようになる。散開星団の星ぼしが
霞んだように見えるようすも美しい。口径20cmでは、視野全体が濃淡の光に満ち、見事な美しさとなる。【ステナビ】

34

三裂星雲
Ｍ２０星雲

（ＮＧＣ６５１４）

別名クローバー。星雲の中央部から３つに分割するような暗黒帯がありこの名前が付いた。【一般】距離２２００光年、視直径２９×２
７′、実直径１８×１７光年、タイプ発光星雲【天文年鑑】。距離５６００光年、視直径１５′。【理科年表】距離５２００光年【天文観測年
表】輝線星雲＋散開星団、距離５０００光年、実視等級６．３（星団）、視直径２０×２０′（星雲）２８′（星団）、発見者ギュローム・ル・
ジェンティル（１７４７年）。【メシエ天体カタログ】光度 6.3等 視直径 29' 距離 5600光年、いて座の干潟星雲（M8）のすぐ北にあり、三裂
星雲の呼び名で親しまれている散光星雲。明るい散光星雲が暗黒星雲によって3つに引き裂かれたように見えるので、ジョン・ハーシェ
ルによって命名された。星雲中にあるO7型の7等級の高温星の放つ光によって照らし出されているもので、本体は淡いピンク色をして
いるが、すぐ北に青い色をした散光星雲が隣接していて、20cm以上では見事なコントラストを見せてくれる。写真ではよりいっそうすば
らしい。干潟星雲（M8）の3ﾟ北にあり、双眼鏡では同じ視野に見える。7倍×50mmの双眼鏡でも見えるが、小さくて淡い。口径10cm望遠
鏡の60倍では、3つの部分にわかれた光の広がりを確認でき、それなりに美しく眺められる。ちょうど星雲の中心あたりに2つの星が並
んでいるのもわかる。口径20cmでは、散光星雲を切り裂く暗黒帯の微細な構造が見え、色のコントラストもはっきりしてきて、すばらしい
眺めとなる。【ステナビ】



35

オメガ星雲
Ｍ１７星雲

（ＮＧＣ６６１８）

別名白鳥（スワン）星雲、馬蹄形星雲。この星雲の形が、ギリシャ文字のオメガΩの文字及び水面に浮く白鳥の姿、馬蹄型に似ている
ことからこの名前が付いた。【一般】距離３３００光年、視直径４６×３７′、実直径４３×３５光年、タイプ発光星雲。【天文年鑑】距離４２
００光年、視直径２０′。【理科年表】距離４９００光年【天文観測年表】輝線星雲＋散開星団、距離４９８０光年、実視等級６．０（星団）、
視直径４０×３０′（星雲）２５′（星団）、発見者フィリップ・ロイ・ジュゾー（１７４６年）、星団星数６６０個。【メシエ天体カタログ】写真等級
７．５０、視直径４６×３７′、３０万太陽質量-５５０光年の暗黒星雲を含んでおり、赤外線源も観測されることから若い星を生み出して
いる領域と考えられている。【THE DEEP SKY】光度 6.0等 視直径 46' 距離 4200光年、3つの星座（いて座、たて座、へび座）の境界に
ある、満月ほどの大きさの散光星雲。オメガ星雲の名前は、大口径望遠鏡で観察すると星雲の姿がギリシア文字のΩ（オメガ）に見え
ることからきている。しかし、小口径望遠鏡での見え方は湖面に浮かぶ白鳥のように見え白鳥星雲のほうがイメージに合う。写真では
この白鳥の姿が鮮明に写り、とても美しいので人気が高い。3つの星座（いて座、たて座、へび座）の境界にある、満月ほどの大きさの
散光星雲。オメガ星雲の名前は、大口径望遠鏡で観察すると星雲の姿がギリシア文字のΩ（オメガ）に見えることからきている。しか
し、小口径望遠鏡での見え方は湖面に浮かぶ白鳥のように見え白鳥星雲のほうがイメージに合う。写真ではこの白鳥の姿が鮮明に写
り、とても美しいので人気が高い。【ステナビ】

36

わし星雲
Ｍ１６星雲

（ＮＧＣ６６１１）

別名幽霊、星の女王星雲、イーグル星雲。中央に暗黒帯があり、鷲が羽を広げた形に似ていることからこの名前が付いた。同様の名
前がいっかくじゅう座（ＩＣ２１７７）にもある。暗黒帯の中に星が誕生する元となる星間雲の収縮（ボックのグロビューム）が見つけられ
た。【一般】距離４６００光年、視直径３５×２８′、実直径４６×３７光年、タイプ発光星雲。【天文年鑑】距離５５００光年、視直径１２′。
【理科年表】距離５９００光年、視直径３４×２７′。【天文観測年表】輝線星雲＋散開星団、実視等級６．０（星団）、視直径１２０×２５′
（星雲）６′（星団）、距離９０００光年、発見者フィリップ・ロイ・ジュゾー（１７４６年）、星団の実直径３０光年、星団の年齢８０万歳～５万
歳。【メシエ天体カタログ】写真等級６．４０、視直径３５×２８′。【THE DEEP SKY】光度 6.0等 視直径 35' 距離 5490光年、へび座（尾
部）とたて座の境界、さそり座に近いところにある有名な星雲。散光星雲と散開星団が重なっているが、目で見てわかるのは散開星団
の方で、散光星雲は小口径望遠鏡ではあまりよく見えない。写真では、真っ赤な姿をした星雲が明るい散開星団を背景にしてよく写り、
ひじょうに美しい。大きく拡大すると、星雲の中には星の胞子（グロビュール）と呼ばれる小さく、丸い暗斑が観察できる。また星雲の中
心にくい込む暗黒星雲が、象の鼻のように見えておもしろい。ハッブル宇宙望遠鏡によって、星が誕生する瞬間がとらえられたことも記
憶に新しい。いて座の南斗六星のひしゃくの柄のはしのμ星（3.9等）から、北に視野を移していく（約5ﾟ）とM17が見つかり、続いてすぐ
北（約3ﾟ）にM16が見つかる。7倍×50mmの双眼鏡では、星雲状に見えるが、これは散光星雲の部分が見えているのではなく、散開星
団の部分が星に分解できずに星雲状に見えているもの。すぐ南のM17が同一視野に見え、天の川の微光星とともに美しい眺めを楽し
める。口径10cm望遠鏡の60倍では、やや星が集まった感じに見えて散開星団であることがわかる。空の条件がひじょうによいと、散光
星雲の濃い部分が散開星団に重なって見えるが、有名な割にはパッとしない。口径20cmの望遠鏡でも、散光星雲はさほどよく見えな
い。【ステナビ】

37

バーナードの
銀河

（ＮＧＣ６８２２）

距離２３０万光年、視直径１６×１４′、実直径１００００×９０００光年、写真等級９．３、タイプＩ型の不規則銀河。【天文年鑑】距離１７０
万光年、視直径１０×１０′、写真等級９．４、局部銀河群所属。【理科年表】距離１８０万光年、実視等級８．６１、写真等級９．３１、視直
径１６×１４′、局部銀河群所属、タイプＩ型の不規則銀河。【天文観測年表】実視等級 9.0等級 視直径 10.2'、局部銀河群のメンバー
で、いて座にある不規則銀河。「バーナードの銀河」と呼ばれている。やや棒構造らしきものが確認されるが、はっきりしない。矮小楕円
銀河よりは若い星を含むが、全体は新しくはなく、金属元素量は大マゼラン雲よりもやや少ない程度である。電波観測では渦巻に似た
水素ガスの構造が見つかっており、現在渦巻構造が形成されつつあると考えると、あと1億年もすると小さな渦巻銀河になる可能性も
ある。【ステナビ】

38

土星状星雲
（ＮＧＣ７００９）

土星の輪のように突起を持つことからこの名前が付いた。【一般】距離１４３０光年、視直径４４×２６′、実直径０．３１×０．１８光年、写
真等級８．４。【天文年鑑】距離４１００光年、視直径０．７′。【理科年表】距離２５００光年、視直径０．４／１．７′。【天文観測年表】実視
等級 8.0等級 視直径 1.7' 距離 4100光年、みずがめ座にある惑星状星雲。写真のイメージが土星に似ているのでこの愛称がついた。
見かけの大きさはたいへん小さく、10cmクラスの望遠鏡で100倍以上の高倍率をかけると淡い円盤状に見える。【ステナビ】



39

らせん状星雲
（ＮＧＣ７２９３）

別名、耳輪星雲。二重の輪が重なったように見える惑星状星雲。【一般】距離５８０光年、視直径９００×７００′、実直径２．５３×１．９７
光年、写真等級６．３。【天文年鑑】距離４９０光年、視直径１５′。【理科年表】距離６００光年、視直径１６／２８′。【天文観測年表】実
視等級 7.0等級 視直径 12.8' 距離 490光年、みずがめ座にある惑星状星雲。大きさは満月の2分の1程度にも達し、見かけの大きさが
最大の惑星状星雲である。とはいえ淡いので、実物を見るにはよく澄んだ暗い空であることが必須。さらに、円形に広がった姿を見るに
は中口径の望遠鏡の低倍率が必要である。写真では、ラセンを描くように写ることから、この愛称がある。【ステナビ】

40

青い雪だるま
星雲

（ＮＧＣ７６６２）

青っぽく見える円形の惑星状星雲だが、中央の明るい部分がだるま型をしていることからこの名前が付いた。【一般】距離１７９０光年、
視直径１３２×２８′、実直径０．２８×０．２４光年、写真等級８．９。【天文年鑑】距離２６００光年、視直径０．５／２．２′。【天文観測年
表】光度： 9.0等、視直径： 2.2'。【ステナビ】

41

まゆ星雲
（ＩＣ５１４６）

コクーン星雲ともいう。繭のような形からこの名前が付いた。【一般】距離５５００光年、視直径１２×１２′、実直径１９×１９光年、タイプ
反射星雲。【天文年鑑】写真等級１０．００、星雲中に数百万歳の恒星が誕生しており、暗黒星雲バーナード１６８の一部で星が誕生し
星雲として輝いていると推測される。【THE DEEP SKY】

42

北アメリカ星雲
（ＮＧＣ７０００）

形が北アメリカ（特にメキシコ湾付近）に似ていることから名前が付いた。【一般】距離９１０光年、視直径１２０×１００′、実直径３２×２
６光年、タイプ発光・反射星雲。【天文年鑑】距離２０００光年、視直径１００′。【理科年表】距離３９００光年【天文観測年表】実視等級
３．３０、視直径７０×８０′、距離１６００光年（３００～６００光年の考えもある）。【THE DEEP SKY】等級 5.0等級 視直径 120'×100' 距
離 2000光年、はくちょう座にある散光星雲。見かけの大きさは満月の4倍ほど。空の条件のよいところでは、肉眼でもはくちょう座α星
（デネブ）の少し北西に、かすかにシミのように確認できる。北アメリカ大陸そっくりの形をしており、この名前がある。淡いので双眼鏡や
望遠鏡では見づらくなるが、写真には赤い色でよく写る。【ステナビ】
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ペリカン星雲
（ＩＣ５０６７-７０）

形が近くの恒星を目に例えてペリカンの頭に似ていることから名前が付いた。【一般】距離９１０光年、視直径８５×７５′、実直径２２×
２０光年、タイプ発光・反射星雲。【天文年鑑】距離２０００光年、視直径６０′。【理科年表】距離３９００光年、視直径８０×７０′。【天文
観測年表】光度： 7.0等 視直径：60.0'。【ステナビ】
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網状星雲
（NGC６９９２～

６９９５）

別名、網目星雲、ベール状星雲、絹状星雲、フィラメント星雲、はくちょう座ループ。線状のガスが網の目の様に絡んだ星雲。１万年ぐら
い前に爆発した超新星の残骸で現在も広がっている。【一般】距離１３００光年、視直径７８×８′、実直径２９．５×３．０光年。【天文年
鑑】距離１６００光年、視直径１５０′。【理科年表】距離１６００光年、視直径２３０×１６０′。【天文観測年表】視直径６０×８′、５万年
前１３００光年彼方の超新星爆発の残骸。【THE DEEP SKY】実視等級 8.0等級（NGC6962） 視直径 70'×6' 距離 1600光年、はくちょう
座にある超新星残骸。広い範囲に分布している散光星雲（NGC6960、6992-5）をまとめて、この名前がついている。約7万年前に爆発し
た超新星の残骸と考えられる。たいへん淡いので小さな望遠鏡では確認しづらいが、写真ではレースのような美しい姿を見ることがで
きる。【ステナビ】
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網状星雲
（ＮＧＣ６９６０）

別名、網目星雲、ベール状星雲、絹状星雲、フィラメント星雲、はくちょう座ループ。線状のガスが網の目の様に絡んだ星雲。１万年ぐら
い前に爆発した超新星の残骸で現在も広がっている。【一般】距離１３００光年、視直径７８×８′、実直径２９．５×３．０光年。【天文年
鑑】距離１６００光年、視直径１５０′。【理科年表】距離１６００光年、視直径２３０×１６０′。【天文観測年表】視直径７０×６′、５万年
前１３００光年彼方の超新星爆発の残骸。【THE DEEP SKY】実視等級 8.0等級（NGC6962） 視直径 70'×6' 距離 1600光年、はくちょう
座にある超新星残骸。広い範囲に分布している散光星雲（NGC6960、6992-5）をまとめて、この名前がついている。約7万年前に爆発し
た超新星の残骸と考えられる。たいへん淡いので小さな望遠鏡では確認しづらいが、写真ではレースのような美しい姿を見ることがで
きる。【ステナビ】
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アンドロメダ
大銀河　Ｍ３１
（ＮＧＣ２２４）

いちばん有名な北天で最大の銀河で、銀河系を含む局部銀河群最大の銀河。伴銀河としてＭ３２（Ｅ２型楕円銀河）、ＮＧＣ２０５（Ｅ５型
楕円銀河）、ＮＧＣ１４７（Ｅ５型楕円銀河）、ＮＧＣ１８５（Ｅ３型楕円銀河）の銀河がある。　【一般】距離２３０万光年、視直径１９１×６
２′、実直径１３×４．１万光年、写真等級４．４、タイプSb型の大型の渦巻銀河。【天文年鑑】視直径１８０×６３′、色指数（B-V）０．９
１。【理科年表】距離２６０万光年、実視等級３．４４、写真等級４．３６、視直径１９１×６２′、局部銀河群所属、タイプＳｂ型大きな渦巻
銀河。【天文観測年表】実視等級３．４、表面輝度１３．６等、視直径３×１°、距離２３０万光年、書物への初記載アル・スフィー（ペル
シャ・１０世紀）、実直径１３万光年、恒星数３０００億個、視線速度－３００ｋｍ／秒、質量は銀河系の２倍。【メシエ天体カタログ】

いちばん有名な北天で最大の銀河で、銀河系を含む局部銀河群最大の銀河。伴銀河としてＭ３２（Ｅ２型楕円銀河）、ＮＧ光度 3.5等、
視直径180'×63'、距離 230万光年、アンドロメダ大銀河は、日本から見える系外銀河としては最大のもので、天文ファンのみならず広く
一般に知られている有名な天体だ。満月を横に5つ並べたほどの大きさと、肉眼でもはっきり見える明るさを持つ。すぐ近くにM31の伴
銀河であるM32とM110があり、どちらも双眼鏡でよく見える。M31は我々の銀河系を含む局部銀河群の最大の銀河で、4つの楕円銀河
（M32、M110、NGC185、NGC147）と、いくつかの矮小楕円銀河を従えている。望遠鏡が発明される以前から、オリオン大星雲（M42）と
並んで、その存在は知られていた。10世紀ペルシャの天文学者アル・ズーフィが「小さな雲」と記述したのが古い記録の1つ。望遠鏡の
観測記録でもっとも古いのは17世紀シモン・マリウスによるもので、「角笛を透かして輝くろうそくの焔」とたとえられている。天の川が星
の集団であることがはっきりした18世紀になると、哲学者でもあるカントは「このような星の集団は他にもあるかも知れない。星雲の中で
いくつか楕円形をしたものがあるが、それは遠くにある同じ様な島宇宙であろう」と予言した。彼の念頭にはM31が当然あったものと思
われる。M31が我々の銀河系の外にある別な銀河であるということがはっきりしたのは二十世紀初めになってからだ。1885年にアンドロ
メダ座の銀河M31に超新星が現われたとき、まだ天文学者はこれを銀河系の中の天体だと思っていて、「S And」という新星名をつけた
ほどである。1923年になって、ハッブルがM31の中にケフェウス座δ型変光星を発見し、それまでの銀河系内説・系外説の議論に終止
符を打った。150年ぶりにカントの予言が確かめられたわけだ。その後、可視光に加えて電波や赤外線などの観測手段が進み、渦巻銀
河のもっとも近くにあるサンプルとして、かならず最初に望遠鏡が向けられる天体である。【ステナビ】

ちなみに、M31には球状星団が500個あまり、散開星団は400個、OBアソシエーションなどの星群が200個弱、暗黒星雲700個、HII領域
1000個、惑星状星雲300個、超新星残骸7個、X線源70個、変光星230個、超巨星10個等が発見され、新星はいままで200個程度が記
録されている。1998年には最大光度が14.4等と過去もっとも明るい新星が出現した。2000年にはチャンドラX線宇宙望遠鏡がM31の中
心部に観測史上もっとも温度が低い100万Kしかないブラックホールを発見して話題となった。また、ヨーロッパ宇宙機関のX線宇宙望遠
鏡は、M31の中心部に多数のX線源を発見している。ごく最近の研究により、M31は、伴銀河であるM32やM110を吸収しつつあるという
説が有力となっている。アンドロメダ座β星からカシオペヤ座に向かって、μ星、ν星と辿った先にぼうっと広がる淡い光芒がM31で、
肉眼でもはっきりわかる。肉眼でも細長くのびた姿が見え、大きな銀河であることがわかるが、7倍×50mm～10倍×70mmの双眼鏡で
は視野を覆うように巨大な楕円の光芒が広がり、M32の丸い小さな星雲状の姿、M110のM31をミニチュアにしたような姿も同時に見え
る。口径10cm望遠鏡の40倍ほどの低倍率で中心の強く明るい光斑のまわりを観察すると、光芒の片側が急に暗く落ち込んでいること
がわかる。これが写真では腕の部分となる。口径20cmでは、腕の部分の濃淡はより明瞭に見えるようになるものの、口径10cmとあまり
印象は変わらない。望遠鏡で見るより、大口径の双眼鏡で眺める方がはるかに美しい。【ステナビ】
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二重星団　χ
（NGC８８４）

距離７３３０光年、視直径３６′、実直径７７光年、写真等級４．７、星数３００個、密集度３／５の散開星団。【天文年鑑】視直径３０′距
離８０８０光年、星数２４０個。【理科年表】距離７３００光年、実視等級６．０、視直径３０′、スペクトル型Ｂ０、星数３００個、年齢１３００
万年。【天文観測年表】実視等級 4.0等級、視直径 30'、8080光年、300個、ペルセウス座にある2つの散開星団。銀河の中に、どちらも
見かけの大きさが満月と同じくらいの2つの散開星団が寄りそって浮かんでいる。西の方をh（NGC869、写真右方）、東の方をχ
（NGC884、写真左方）、2つあわせてh-χ（エイチ・カイ）と呼ぶ。空の状態のよいところでは、肉眼でも確認できる。双眼鏡では、すばら
しい眺めとなる。さらに望遠鏡で2つの星団を比べてみると、hの方がχより少し明るく見えること、χの方にはオレンジ色の星が混じっ
ていることなどがわかる。どちらも年齢は若い。【ステナビ】
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二重星団　ｈ
（NGC８６９）

距離７３３０光年、視直径３６′、実直径７７光年、写真等級４．４、星数３５０個、密集度４／５の比較的密集した散開星団。【天文年鑑】
視直径３０′距離７０１０光年、星数３００個。【理科年表】距離７３００光年、実視等級５．３、視直径３０′、スペクトル型Ｂ０、星数３５０
個、年齢１３００万年。【天文観測年表】実視等級 4.0等級、視直径 30'、距離 7010光年、星数 350個、ペルセウス座にある2つの散開星
団。銀河の中に、どちらも見かけの大きさが満月と同じくらいの2つの散開星団が寄りそって浮かんでいる。西の方をh（NGC869、写真
右方）、東の方をχ（NGC884、写真左方）、2つあわせてh-χ（エイチ・カイ）と呼ぶ。空の状態のよいところでは、肉眼でも確認できる。
双眼鏡では、すばらしい眺めとなる。さらに望遠鏡で2つの星団を比べてみると、hの方がχより少し明るく見えること、χの方にはオレ
ンジ色の星が混じっていることなどがわかる。どちらも年齢は若い。【ステナビ】
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球状星団Ｍ１５
（ＮＧＣ７０７８）

距離４．９万光年、視直径７．４′、実直径８８光年、写真等級５．２、密集度４／１２の比較的密集した球状星団。【天文年鑑】距離３．１
１万光年、潮汐直径４２′、スペクトル型Ｆ２。【理科年表】距離３．９万光年、実視等級６．０２、視直径１２．３′、スペクトル型Ｆ３．２、星
数４１．３万個、密集度４。【天文観測年表】実視等級６．３、視直径１８′、距離３．０６万光年、発見者ジャン・ドミニク・マラルデ２世（１７
６４年）、惑星状星雲ピーズ１（１４等、１″）を含む球状星団、Ｘ線源も観測された。【メシエ天体カタログ】光度 6.4等 視直径 12' 距離 3
万1100光年、天馬ペガススの頭の先にある、大きくて明るい立派な球状星団。みずがめ座のM2、やぎ座のM30と3つの球状星団が南
北に並んでいるので、それぞれを見比べるてみてもおもしろい。M15には変光星が多く含まれ、今までに100個以上も発見されている。
1928年には、球状星団で初めて内部に惑星状星雲が発見されている。ペガスス座の四辺形の南西にあるα星から、頭部を形作るθ
星とε星を結び、ε星の方に伸ばしていくと、ε星から約3ﾟのところにすぐに見つかる。7倍×50mmの双眼鏡では、周辺がにじんで見
えて恒星とは違うことがわかる。口径10cm望遠鏡の60倍では、中心が明るく核の明るい彗星のような感じに見える。120倍では、周囲
がざらざらした感じを楽しむことができる。口径20cm150倍では、視野に広がる大きな丸い光斑の周囲にあわ粒のような星が無数に見
えてきて、たいへん見事な眺めとなる。さらに大きな口径では、中心まで星に分解でき、その眺めはじつに壮観となる。【ステナビ】

順番 対象天体 星座 光度 視直径 タイプ
位置

備考
（座） （等級） （′） 赤経 赤緯

50 球状星団Ｍ３（NGC５２７２） りょうけん 6.4 16.0 球状星団 １３ｈ４２．２ｍ ２８°２３′
51 プレセペ星団M４４（NGC２６３２） かに 3.1 96.0 散開星団 ０８ｈ４０．１ｍ １９°５９′
52 Ｍ６７散開星団（NGC２６８２） かに 6.9 30.0 散開星団 ０８ｈ５０．４ｍ １１°４９′
53 Ｍ３２銀河（ＮＧＣ２２１） アンドロメダ 8.2 7.6 銀河 ００ｈ４２．７ｍ ４０°５２′
54 M１１０銀河（NGC２０５） アンドロメダ 8.0 17.4 銀河 ００ｈ４０．４ｍ ４１°４１′
55 Ｍｅｌ．１１１星団 かみのけ 1.8 300.0 散開星団 １２ｈ２５．０ｍ ＋２６°０６′

57
Ｍ３９散開星団　（ＮＧＣ７０９２）

はくちょう 4.6 32.0 散開星団 ２１ｈ３２．２ｍ ＋４８°２６′
双眼鏡、低倍率望遠
鏡向け。

58
Ｍ３４散開星団（ＮＧＣ１０３９）

ペルセウス 5.2 35.0 散開星団 ０２ｈ４２．０ｍ ＋４２°４７′
双眼鏡、低倍率望遠
鏡向け。

59
Ｍｅｌ．２０散開星団

ペルセウス 1.2 300.0 散開星団 ０３ｈ２４ｍ ＋４９°
ペルセウス座α星付
近の散開星団。
双眼鏡向け。

60 カリフォルニア星雲　（ＮＧＣ１４９９） ペルセウス 145.0 散光星雲 ０４ｈ００．７ｍ ＋３６°３７′ 観望不可？
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りょうけん座の
球状星団Ｍ３
（NGC５２７２）

距離４．５万光年、写真等級４．５、視直径９．８′、実直径１１４光年、密集度６／１２の標準的な球状星団。【天文年鑑】写真等級６．
９、潮汐直径７８′、距離３．２２万光年、スペクトル型Ｆ７。【理科年表】実視等級５．９２、視直径１８．６′、距離３．４万光年、星数３４．
４万個、スペクトル型Ｆ６．１。【天文観測年表】実視等級６．３、視直径１９′、距離３．２万光年、発見者メシエ（１７６４年）、星数５０万
個、変光星数１８０個以上、色：桃色で周辺部が青みがかった緑色。【メシエ天体ガイド】実直径が330光年もある巨大な球状星団。星団
内には22.5等より明るい恒星が4万4500個もあり、質量は太陽の24万5000倍、年齢は65億年とされている。銀河が多いりょうけん座に
はめずらしい球状星団で、大きさや美しさでは北天一のヘルクレス座にあるM13に次ぐものとして有名。光度 6.4等 視直径 16' 距離 3
万2200光年（理科年表2002）。うしかい座α星（アルクトゥールス）とりょうけん座α星（コルカロリ）を結んだ線のほぼ真ん中にある。か
みのけ座β星からは東に約6ﾟほどのところ。周辺にはめだつ星がないので慣れるまでは見つけにくい。7倍×50mmの双眼鏡では、周
囲がにじんで見え、恒星とは明らかに違うことがわかり、すぐそばの恒星（5.5等）とほぼ同じ明るさに見える。口径10cm望遠鏡の低倍
率では、丸い星雲状に見える。120倍では周辺が星に分解されて、立体的な丸いボール状に見え、球状星団の美しさを楽しむことがで
きる。口径20cm150倍では、ほぼ中心まで星に分解できて、たくさんの微光星が丸く集まった姿はため息がでるほど美しい。【ステナビ】
実視等級６．４（ベクバル）、写真等級４．５（ベクバル）７．０（RNGC）、視直径９．８′、密集度６／１２、実直径１１７光年。【写真で見る
銀河系の星雲星団】実視等級６．４、写真等級６．９（４．５）、視直径１９．０′、実直径１１５光年、密集度６／１２、距離３．５万光年、視
線速度－１５０ｋｍ／秒、スペクトル型Ｆ４、変光星が１８９個と一番多い球状星団、発見者メシエ（１７６４年）。【星雲星団ガイドブック】
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プレセペ星団
Ｍ４４散開星団
（NGC２６３２）

実視等級３．７、距離５１０光年、視直径９５′、実直径１３光年、星数７５個、密集度ｄ（２／５）のまばらな散開星団。【天文年鑑】視直径
９０′、距離 ５１５光年。【理科年表】実視等級３．１、視直径９５′、距離５２０光年、星数１００個、スペクトル型Ａ０、年齢６．５億歳。【天
文観測年表】ふたご座β星（ポルックス）と、しし座α星（レグルス）の中ほどにある散開星団。目のよい人なら肉眼でいくつかの星を認
められる。プレセペはかいば桶（馬の餌桶）を意味し、星団のすぐ北のかに座γ星（北のろば）と南のδ星（南のろば）がかいばを食べ
ている姿に見たてたものとされている。存在は紀元前から知られていたが、1609年にガリレオが自作望遠鏡で初めて星の集団であるこ
とを発見した。ふたご座β星（ポルックス）と、しし座α星（レグルス）の中ほどにある散開星団。目のよい人なら肉眼でいくつかの星を
認められる。プレセペはかいば桶（馬の餌桶）を意味し、星団のすぐ北のかに座γ星（北のろば）と南のδ星（南のろば）がかいばを食
べている姿に見たてたものとされている。存在は紀元前から知られていたが、1609年にガリレオが自作望遠鏡で初めて星の集団であ
ることを発見した。【ステナビ】写真等級３．７（ベクバル）４．０（RNGC）、視直径９５′（１．６°）、星数７５個、密集度ｄ、ＮＧＣ天体で最も
大きな星団。【写真で見る　銀河系の星雲星団】実視等級３．７、距離５２０光年、視直径９５′、実直径１３光年、星数１００個、密集度ｄ
（２／５）のまばらな散開星団。かに座の甲羅（γ、δ、η、θ星の四角形）の真ん中にある肉眼でもぼんやり見える星団。「プレセペ」は
「かいば桶」の意味で、γ（ガンマ）星アセルス・ボレアリス（北のロバ）、δ（デルタ）星アセルス・アウストラリス（南のロバ）の二匹のロバ
が桶の中のかいばを食べていたように見立てたわけです。古代中国では「積尸気（ししき）」と呼ばれ、死体から立ちのぼったガスの塊
という意味で、肉眼でぼんやりとした光の塊なのでこの名前が付いたとされています。イギリスでは、ビーハイブ（ミツバチの巣）と呼ば
れています。ガリレオは「プレセペは４０個ほどの星の集まりで、アセルス（γ・δ星）のほかに３０個の星を見た。」と書き残している。
【星雲星団ガイドブック】３億年前に誕生した、５７７個の星で、４１ｋｍ／秒の速度でいっかくじゅう座の方向に移動している。【星座ガイ
ドブック】
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Ｍ６７散開星団
（NGC２６８２）

実視等級６．１、距離２７００光年、視直径１５′、実直径１２光年、星数６５個、密集度ｆ（４／５）の密集した散開星団。【天文年鑑】視直
径１７′、距離２７１０光年、星数８０。【理科年表】実視等級６．９、視直径２９′、距離２３００光年、星数２００個、スペクトル型Ｂ８、年齢
４０億歳。【天文観測年表】1770年代にドイツのケーラーによって発見されたもので、メシエは1780年に「かに座の南の爪のところにある
星の群れと、それを取り巻く星雲」と記している。星数は明るいものだけで約80個、10等から16等の間に約500個、さらに暗い星も多数
あるという大きな集団だ。散開星団の中ではもっとも年老いたもので、50億年を超えるといわれている。かに座α星の西約2ﾟの位置に
ある。明るく、満月ほどの大きさがあるので、望遠鏡のファインダーでも星雲状の姿をとらえられる。7倍×50mmの双眼鏡では、星雲状
の光芒の上に数個の明るい星が輝いているのが美しく観察できる。口径10cm望遠鏡の40倍では、きれいに星に分解でき、明るい星が
つくる半円形をした曲線が幾重にも重なり合っているように見え、宝石を散りばめた冠を見ているかのような錯覚に陥いるほど美しい。
口径20cmでは、星団周辺を含めた無数の微光星が見えるようになり、美しい光景が視野一杯に広がる。【ステナビ】写真等級６．１（ベ
クバル）７．５（RNGC）、視直径１５′、星数６５個、密集度ｆ、ＮＧＣ天体で最も大きな星団。【写真で見る　銀河系の星雲星団】実視等級
６．１、視直径１５′、実直径１１．８光年、距離２７００光年、星数６５（８０？）、密集度ｆ（４／５）、発見者ケーレル（１７７９年）、【星雲星団
ガイドブック】１００億歳近い非常に古い散開星団。【星座ガイドブック】
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Ｍ３２銀河
（ＮＧＣ２２１）

アンドロメダの伴銀河（Ｅ２型楕円銀河）。【一般】距離２３０万光年、視直径９×７′、実直径０．６×０．４万光年、写真等級９．０、タイプ
Ｅ２型の楕円銀河。【天文年鑑】視直径８×６′、写真等級９．２、色指数（B-V）０．９４。【理科年表】距離２６０万光年、実視等級８．０
８、写真等級９．０３、視直径９×６′、局部銀河群所属、タイプＳｂ型大きな渦巻銀河。【天文観測年表】実視等級８．２、表面輝度１２．
７等、視直径８．７×６．５′、距離２３０万光年、発見者ギュローム・ル・ジェンティル（１７４９年）、実直径７００×１３００光年、視線速度
－２００ｋｍ／秒。【メシエ天体カタログ】光度 8.2等、視直径 8'×6'、距離 230万光年、アンドロメダ大銀河（M31）に寄り添うように見える
伴銀河。外側は種族IIの星がほとんどの典型的な楕円銀河だが、内部には若い星も存在する。ハッブル宇宙望遠鏡がこの中心核のク
ローズアップ観測を行ない、銀河中心に大質量の天体の存在が推定され、ブラックホールがあるのではないかと考えられている。アン
ドロメダ座β星からカシオペヤ座に向かって、μ星、ν星と辿った先にぼうっと広がる淡い光芒がM31で、肉眼でもはっきりわかり、双
眼鏡でもよく見える。M32はM31から満月1個分（24'）南にあり、見慣れないと意外と見つけにくい。7倍×50mm～10倍×70mmの双眼鏡
では丸い小さな星雲状の姿に見える。口径10cm望遠鏡の40倍では、ややいびつな丸い光斑のように見える。口径20cmでは、濃淡が
より明瞭に見えるようになるものの、口径10cmとあまり印象は変わらない。【ステナビ】
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Ｍ１１０銀河
（ＮＧＣ２０５）

アンドロメダの伴銀河（Ｅ５型楕円銀河）。【一般】距離２３０万光年、視直径２０×１０′、実直径１．３×０．７万光年、写真等級８．９、タ
イプＥ５型の楕円銀河。【天文年鑑】視直径１７×１０′、色指数（B-V）０．８４。【理科年表】距離２６０万光年、実視等級８．０７、写真等
級８．９２、視直径２２×１１′、局部銀河群所属、タイプＳｂ型大きな渦巻銀河。【天文観測年表】実視等級８．０、表面輝度１３．９等、視
直径２１．９×１１．０′、距離２３０万光年、発見者メシエ（１７７３年）。【メシエ天体カタログ】光度 8.0等、視直径 17'×10'、距離 230万
光年、アンドロメダ大銀河（M31）の伴銀河で典型的な楕円銀河。種族Iの星からなり、中心部にはダストの雲があって、OB型星や若い
星が存在している。オリジナルのメシエカタログには記載されていないが、数にこだわったメシエのこと、109までならキリが悪かろうと後
世つけ加えられた。1997年11月21日に18.8等の新星が発見された。アンドロメダ座β星からカシオペヤ座に向かって、μ星、ν星と
辿った先にぼうっと広がる淡い光芒がM31で、肉眼でもはっきりわかる。M110はM31の北西0.6ﾟにあり、細長いのでわかりやすい。7倍
×50mm～10倍×70mmの双眼鏡では、視野を覆うようにM31の巨大な楕円の光芒が広がり、M31をミニチュアにしたようなM110の姿も
同時に見える。口径10cm望遠鏡の40倍では、望遠鏡のファインダーで見たときのM31のような感じに見える。【ステナビ】
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かみのけ座星
団　Ｍｅｌ．１１１

星団

かみのけ座の散開星団で、ヒアデス星団の次に近い散開星団で、あまりにも大きすぎるのでメシエ天体には登録されなかった。Ｐ．Ｊ．
メロットが作った２４５個の散開星団カタログの１１１番目。【一般】距離２６１光年、視直径３００′（５°）、星数４０個。【理科年表】実視
等級１．８、視直径２７５′（４．６°）、距離２９０光年、星数８０個、スペクトル型Ａ０、年齢４億歳。【天文観測年表】視直径２７５′（４．
６°）、実視等級１．８、星数約３０個、あまりにも大きいので２０世紀まで星団と気づかれなかった全天で２番目に近い星団。【THE
DEEP SKY】かみのけ座にある散開星団。見かけの大きさは、満月の10倍ほどと大きく、空の状態のよいところなら、肉眼でも充分に観
望できる。もっとも美しい星団の1つ。見かけの大きさが大きく、倍率の高い望遠鏡では視野の中におさまりきらないので、双眼鏡でな
がめるのがよい。【ステナビ】実視等級２．７、視直径２７５′、実直径２１．８光年、星数３０個、距離２６０光年、タイプｃ型の非常にまば
らな散開星団。主にかみのけ座の７、８、１２、１３、１４、１６、１７、１８、２１、２２番星からなる肉眼星団。【星雲星団ガイドブック】

56 さんかく座の
銀河

（ＮＧＣ５９８）

分点2003.5赤経01ｈ34.1ｍ赤緯+30°40′、視直径７１×４２′、実直径５．４×３．２万光年、距離２６０万光年、写真等級６．３等、タイ
プScd型の中心核の小さい渦巻銀河で局部銀河群のメンバー。【天文年鑑2003年版】
銀経１３３．６°、銀緯－３１．３、色指数（B-V）０．５５、視直径６２×３９′、距離２５０万光年、タイプSAcd型の中心核の小さい渦巻銀
河で局部銀河群のメンバー。【理科年表2003年版】
実視等級（V)５．７２等、写真等級（B)６．２７等、視直径７１×４２′、距離２７０万光年、タイプScd型の中心核の小さい渦巻銀河で局部
銀河群のメンバー、腕の明るさ２．５／５と普通の明るさ。【天文観測年表2003年版】
実直径５５０００光年、質量：８０億太陽質量、距離約２００万光年（Ｍ３１～５０万光年）、実視等級６．７等、写真等級６．２等、視直径６５
×３５′、タイプＳｃ型の渦巻銀河。観望には２５倍程度が望ましい。【星座ガイドブック】



データ　：M33 NGC598　赤経 01h33.9m 赤緯 +30ﾟ39'光度 5.7等 視直径 62'×39'（理科年表2002） 距離 250万光年（理科年表2002）
紹介　：アンドロメダ座の隣に位置するさんかく座にある、満月の倍ほどもある大きな系外銀河。写真では大きく広がった腕が見事に写
る。M31の円盤部がかなり傾いていて、渦巻きを実感するにはやや不向きなのに対し、こちらはほぼフェイスオン（円盤部が垂直に我々
を向いている）なので、渦巻き構造がよくわかり、迫力がある。ただ、腕の巻きかたは、M81などに比べるとやや散漫で、不規則な印象
を受ける。
1764年メシエの発見観測によると、「ほとんど濃淡のない白っぽい光で、中心部がやや明るい。星は含まれていない」と記されている。
渦巻き構造らしきものを初めてとらえたのはロス卿で、180cm望遠鏡をもちいて中心部のS字状構造を「2本の同じ様な曲線が重なった
もので、それぞれは太った木の節とまだらな光斑」と表現した。この銀河の距離決定は、やはりケフェウス座δ型変光星が決め手となっ
た。1922年ダンカンによって3個の変光星が発見されたが、その後ハッブルによって詳細に研究され、その仕事を受け継いだサンデー
ジが光電測光を行なってケフェウス座δ型変光星の周期光度関係から363万光年と算出した。ケフェウス座δ型変光星を用いた銀河
の距離決定には、M33内部の光の吸収量や我々の銀河系内での吸収という不確定な問題がつきまとうため、これが正しい距離とはい
いにくい面がある。さて、この銀河の特徴はひじょうに青いことである。星生成が現在たいへんに活発で、そのために若い星が多く、し
かも古い星からなるハローやバルジがめだたない。合成した色は星でいうとA7のスペクトル型に対応する。渦巻銀河にしては我々の銀
河系やM31に比べ割合に遅咲きの銀河である。2001年にはハッブル宇宙望遠鏡によって精密な観測が行なわれたが、中心部に巨大
観望ガイド：さんかく座は小さいが、形が特徴的なので意外に見つけやすい星座だ。この三角形の頂点のα星と、アンドロメダ座β星を
結んだ線上で、ややα星よりの位置にある。ちょうどアンドロメダ座β星をはさんでM31と対称の位置にあるので、それで見当をつける
こともできる。7倍×50mmの双眼鏡では満月よりもやや大きい楕円形の光のかたまりとして見ることができる。口径10cm望遠鏡の25倍
では、なんとなく2本の腕の形がわかるような感じに見える。淡いので、倍率を上げると見にくくなってしまう。口径20cm60倍では、2本の
腕がわかるが、写真と同じようなイメージを楽しむには口径30cm以上の望遠鏡が必要。【ステナビ】

57 Ｍ３９散開星団
（ＮＧＣ７０９２）

分点2003.5赤経21ｈ32.3ｍ赤緯+48°27′、視直径３０′、実直径７光年、星数２５個、距離８１０光年、実視等級５．２等、タイプｅ型（密
集度３／５）の標準的な集まり方の散開星団。　【天文年鑑2003年版】
銀経92°銀緯-2°、視直径 32′、星数 20個、距離 864光年、５番目に明るい星 6.5等。　【理科年表2003年版】
実視等級４．６等、視直径３１′、星数３０個、スペクトル型Ａ０型、最輝星６．８３等星、年齢２．７億年、距離１１００光年。　【天文観測年
表2003年版】
データ　：M39　NGC7092　はくちょう座 / 散開星団 赤経 21h32.2m 赤緯 +48ﾟ26' 光度 4.6等 視直径 32' 距離 864光年（理科年表2002）
紹介　：はくちょう座の十字形からやや離れ、隣のとかげ座の境界に近い位置にある散開星団。星数は25～28個で、双眼鏡でもたやす
く観察でき、肉眼でも微かに星雲状に見える。
観望ガイド　：はくちょう座α星（デネブ）の北東7.5ﾟのところにある。すぐ近くのρ星、π星と二等辺三角形をなしているので、これを目印
にする。肉眼でも位置がわかり、天の川がとくに濃くなったような印象を受ける。7倍×50mmの双眼鏡では、10個ほどの明るい星が三
角形に並んでいるのがわかり、その頂点にはそれぞれ8等星がある。口径10cm望遠鏡の40倍では、視野いっぱいに見え、25個ほどの
星と二重星がいくつかあるのがわかる。口径20cmでは、視野をはみ出してしまう。【ステナビ】
写真等級５．２等、視直径３０′、星数２５個、距離８３０光年、タイプｅ型（密集度３／５）の標準的な集まり方の散開星団。　【星座ガイド
ブック】



の星雲で肉眼では全く見えない 星雲を発光させている励起星が見つからないことから １万年後には消えると予想されている すぐ

58 Ｍ３４散開星団
（ＮＧＣ１０３９）

分点2003.5赤経02ｈ42.2ｍ赤緯+42°47′、視直径 18′、実直径 7光年、星数 80個、距離 1430光年、実視等級 5.5等、タイプ ｄ型（密
集度2/5）のややまばらなの散開星団。　【天文年鑑2003年版】
銀経　114°銀緯　-16°、視直径　30′、星数　60個、距離　1390光年、５番目に明るい星　8.6等。　【理科年表2003年版】
実視等級５．２等、視直径３０′、星数８０個、スペクトル型Ｂ８型、最輝星７．３３等星、年齢２．５億年、距離１４００光年。　【天文観測年
表2003年版】
データ　：M34　NGC1039　ペルセウス座 / 散開星団　赤経 02h42.0m 赤緯 +42ﾟ47'　光度 5.2等 視直径 35' 距離 1390光年（理科年表
2002）
紹介　：食変光星として有名なペルセウス座のアルゴルの西にあり、満月ほどの大きさをもつ散開星団。5等級と明るく肉眼でもその存
在がわかるうえに、双眼鏡や小望遠鏡でも美しく眺められる。
観望ガイド　：ペルセウス座β星（アルゴル）とアンドロメダ座γ星（アルマク）を結んだ線上で、ややアルゴルよりにある。肉眼でも星雲
状の光のかたまりが見え、ファインダーでも淡い光の広がりの中に数個の星が観察できる。7倍×50mmの双眼鏡では、10数個の星が
見え、倍率の高い大型双眼鏡では、視野全体に星団が広がり、美しい眺めとなる。口径10cm望遠鏡の低倍率では、明るい星が散らば
るようすが美しい。口径20cmでは、星団が視野からはみ出てしまい、あまりおもしろくない。　【ステナビ】
写真等級５．５等、視直径１８′、星数８０個、距離１６００光年、密集度ｄ（２／５）の比較的まばらな星団。５ｃｍ３０倍の望遠鏡が見やす
い。　【星座ガイドブック】

59 Ｍｅｌ．２０
散開星団

銀経 147°銀緯 -6°、視直径 240′、５番目に明るい恒星 5.0等、距離 554光年、星数 80個。　【理科年表2003年版】
実視等級１．２等、視直径３００′、星数８０個、スペクトル型Ｂ１型、最輝星２．８８等星、年齢２０００万年、距離５９０光年。　【天文観測
年表2003年版】

60 カリフォルニア
星雲

（ＮＧＣ１４９９）

分点2003.5赤経04ｈ03.5ｍ赤緯+36°25′、視直径 145×40′、実直径 82×23光年、距離 2000光年、タイプ 発光星雲。　【天文年鑑
2003年版】
銀経 161°銀緯 -12°、視直径 140′、距離 2300光年、タイプ 発光星雲。　【理科年表2003年版】
タイプ　発光星雲、視直径１６０×４０′、関与星（実視等級４．０４等、スペクトル型Ｏ７型）、距離４３０光年。　【天文観測年表2003年
版】
データ　：かりふぉるにあせいうん　 カリフォルニア星雲 　NGC1499 / California nebula　ペルセウス座 / 散光星雲　赤経 04h00.7m 赤
緯 +36ﾟ37'　視直径 145'×40'（天文年鑑2002） 距離 2300光年（理科年表2002）
解説　：ペルセウス座の散光背雲。アメリカのカリフォルニア州の形に似ているので、カリフォルニア星雲という愛称がある。淡いので、
残念ながら双眼鏡や望遠鏡では見ることがむずかしいが、写真で撮影するとカリフォルニア州のような姿が浮かび上がる。　【ステナ
ビ】
距離２０００光年、視直径３°（東西）×１°（南北）、アメリカのカリフォルニア州に似た形であるのでこの名前がついた。赤い水素ガス

順番 対象天体 星座 光度 視直径 タイプ
位置

備考
（座） （等級） （′） 赤経 赤緯

61 プレアデス星団（Ｍ４５、Ｍｅｌ．２２） おうし 1.4 120.0 散開星団 ０３ｈ４７．５ｍ ＋２４°０７′ 双眼鏡向け。
62 ヒアデス星団（Ｍｅｌ．２５） おうし 0.8 300.0 散開星団 ０４ｈ１９．８ｍ ＋１５°３７′ 双眼鏡向け。
63 ハイドンの変光星雲　（ＮＧＣ１５５５） おうし 散光星雲 ０４ｈ２２．９ｍ ＋１９°３２′ 観望不可？
64 Ｍ３６散開星団 ぎょしゃ 6.0 12.0 散開星団 ０５ｈ３６．１ｍ ＋３４°０８′
65 Ｍ３７散開星団 ぎょしゃ 5.6 24.0 散開星団 ０５ｈ５２．４ｍ ＋３２°３３′
66 Ｍ３８散開星団 ぎょしゃ 6.4 21.0 散開星団 ０５ｈ２８．７ｍ ＋３５°５０′
67 オリオン星雲　（Ｍ４２、ＮＧＣ１９７６） オリオン 4.0 66.0 散光星雲 ０５ｈ３５．４ｍ －０５°２７′
68 オリオン星雲　（Ｍ４３、ＮＧＣ１９８２） オリオン 9.0 20.0 散光星雲 ０５ｈ３５．６ｍ －０５°１６′
69 馬頭星雲　（ＩＣ４３４） オリオン 散光星雲
70 馬頭星雲　（Ｌ？？） オリオン ― 60.0 暗黒星雲 ０５ｈ４１．０ｍ －０２°２４′



61 プレアデス星団
（Ｍ４５）

（Mel．２２）

分点2003.5赤経03ｈ47.1ｍ赤緯+24°07′、視直径 100′、実直径 27光年、実視等級 1.4等、星数 130個、距離 410光年、タイプ ｃ型
（密集度1/5）のまばらなの散開星団。　メローペ付近の散光星雲（ＩＣ３４９）分点2003.5赤経03ｈ46.4ｍ赤緯+23°45′、視直径 30×
30′、実直径 3.6×3.6光年、距離 410光年、タイプ　発光星雲。　【天文年鑑2003年版】
銀経 167°銀緯 -23°、視直径 120′、５番目に明るい恒星 4.2等、距離 408光年、星数 120個。　プレアデス星雲（ＮＧＣ１４３２）分点
2000.0赤経03ｈ45ｍ、赤緯+24°22′、銀経167°銀緯-24°、視直径４０′距離４１０光年　【理科年表2003年版】
実視等級１．２等、視直径１２０′、星数１２０個、スペクトル型Ｂ５型、最輝星２．８７等星、年齢７８００万年、距離４３０光年。　プレアデ
ス星雲ＮＧＣ１４３２、ＮＧＣ１４３５赤経３ｈ４６ｍ赤緯＋２４°反射星雲、視直径４０×３０、関連星（プレアデス星団、実視等級４等、スペ
クトル型Ｂ６－７、輝巨星）、距離５００光年。　【天文観測年表2003年版】
写真等級１．４等、視直径１００′、星数１３０個、距離４１０光年、タイプｃ型まばらな散開星団。　プレアデス星雲（ＩＣ３４９）視直径４３０
×３０′、実視等級４．２５等、スペクトル型Ｂ５型、距離４１０光年。日本で「昴（すばる：統ばるの意）」、「六連星（むつらぼし）」と呼ばれ
清少納言の枕草子でも「星はすばる・・」と読んでいる。プレアデスはギリシャ神話でアトラスとプレイオーネの間に生まれた７姉妹のこ
と。７姉妹なのに６個しか星が見えないのはエレクトラが居なくなったとされている。迷子のプレアドとも言われている。他の民族でもプ
レアデス星団の星が一つが消えたとの伝説も残っている。実直径１５光年内に約１２０個の15000度以上の高温巨星群である。年齢は
約５０００万歳で恒星の寿命は１億年なのであと数千万年でこの星団は無くなる。恒星名：アルキオネ（2.86）、マイア(3.86）、アトラス
（3.62）、エレクトラ（3.69）、メローペ（4.16）、タイゲタ（4.29）、プレオネ（5.09）、ケレーノ（5.45）、アステローペ１、アステローペ２。メロー
ペ、エレクトラなどは３００ｋｍ／秒もの高速自転をしており、あまりにも高速であるので恒星間にガスを放出している。星団運動として、
はと座η星方向に２０ｋｍ／秒の速度で移動している。【星座ガイドブック】

データ　：M45　Mel.22 / プレアデス星団、すばる / Pleiades　おうし座 / 散開星団　赤経 03h47.5m 赤緯 +24ﾟ07'　光度 1.6等 視直径
120' 距離 408光年（理科年表2002）
紹介　：清少納言が枕草子の中で「星はすばる…」と詠んだことで有名な、おうし座の散開星団。ふつうの視力の人で6～7個の星が見
え、目のよい人なら10個以上観察できるといわれている。双眼鏡ではこれが60～70個、大口径双眼鏡では、約140個もの恒星の集まり
であることがわかる。青白い高温の星の集まりで、約5000万年というひじょうに若い星団である。
観望ガイド　：おうし座の左肩のあたりに肉眼でも見え、都会地でも位置はわかる。観望には双眼鏡が最適で、7倍×50mmの双眼鏡で
は、明るい星の配列が、小型のひしゃく、あるいは羽子板を連想させ、見事な姿を楽しめる。口径10cm以上の大口径双眼鏡では、空の
暗いところで青い散光星雲（メローペ星雲）を見ることができる。口径10cm以上では、見かけ視界が80ﾟを超える超広視界型の接眼鏡を
使い、25倍ほどで全体を眺めると、すばらしい迫力に圧倒される。口径20cmでは、全体を一度に観察することはむずかしいので、倍率
を120～150倍に上げて、メローペ付近の星雲の微細構造を観察するといい。【ステナビ】

62 ヒアデス星団
（Ｍｅｌ．２５）

分点2003.5赤経04ｈ19.8ｍ赤緯+15°38′、視直径 330′、実直径 33光年、実視等級 0.8等、星数 40個、距離 130光年、タイプ ｃ型
（密集度1/5）のまばらなの散開星団。　【天文年鑑2003年版】
銀経 179°銀緯 -24°、視直径 400′、５番目に明るい恒星 4.0等、距離 149光年、星数 100個。　【理科年表2003年版】
実視等級０．５等、視直径４００′、星数１００個、スペクトル型Ａ２型、最輝星３．４０等星、年齢６．６億年、距離１５０光年。　【天文観測
年表2003年版】
データ　：ひやですせいだん　ヒヤデス星団　Mel.25 / Hyades cluster　おうし座 / 散開星団　赤経 04h19.8m 赤緯 +15ﾟ37'（理科年表
2002）　実視等級 0.8等級（天文年鑑2002） 視直径 400'（理科年表2002） 距離 149光年（理科年表2002）
解説　：おうし座の散開星団。100個程度の星ぼしが5ﾟ程度の領域に散らばっており、一見星団のようには見えない。これはヒヤデス星
団がたいへん近い距離に位置しているからで、実際、距離が約145光年と太陽系にもっとも近い星団である。重要なのは、運動星団で
あるヒヤデス星団の星ぼしが、天空の一点に収束するように見えることを利用して、運動星団視差を用いた正確な距離測定が可能と
なることである。これは、現在の宇宙距離測定の重要なワンステップとなっている。おうしの顔をかたどるV型の星の並びが印象的だ
が、アルデバランは星団に属していない。　【ステナビ】
写真等級０．８等、視直径３３０′、星数４０個、距離１３０光年、タイプｃ型まばらな散開星団。ギリシャでは「雨降りヒアデス」と呼ばれ、
日の出に地平線上に見えると雨季に入る。中国では「畢宿」といい月がかかると雨降りのしらせとされた。日本では「雨降り星」と呼ば
れることもあるが、中国からきたもの。日本では「釣鐘星」「つき鐘星」と呼ばれ、東北や沖縄では「馬の面（つら）」とも呼ばれた。最も近
い散開星団で年齢が１０億歳、実直径３０光年、９．０等までの星で１６０個あり、３００個以上の星団と考えられている。星団運動として
いっかくじゅう座ε星方向に４０ｋｍ／秒で移動している。【星座ガイドブック】



星数５０個 距離４１００光年 写真等級６ ３等 視直径１２′ タイプｆ（４／５）のやや密集した散開星団 【星座ガイドブック】

星数２０個 距離３２００光年 写真等級７ ４等 視直径２０′ タイプｅ（３／５）の標準的な散開星団。【星座ガイドブック】

63 ハイドンの
変光星雲

（ＮＧＣ１５５５）

データ　：はいんどのへんこうせいうん　 ハインドの変光星雲 　NGC1555 / Hind's variable nebula　おうし座 / 散光星雲　赤経
04h22.9m 赤緯 +19ﾟ32'
解説　：おうし座にある変光星雲。おうし座T星に照らされて変光する散光星雲の一種。　【ステナビ】

64 Ｍ３６散開星団 分点2003.5赤経05ｈ36.4ｍ赤緯+34°08′、視直径 12′、実直径 13光年、実視等級 6.3等、星数 60個、距離 3780光年、タイプ ｆ型（密
集度4/5）のやや密集したの散開星団。　【天文年鑑2003年版】
銀経 174°銀緯 +1°、視直径 17′、５番目に明るい恒星 8.7等、距離 4110光年、星数 50個。　【理科年表2003年版】
実視等級６．０等、視直径１２′、星数６０個、スペクトル型Ｂ２型、最輝星８．８６等星、年齢１６００万年、距離４３００光年。　【天文観測
年表2003年版】
データ　：M36　NGC1960　ぎょしゃ座 / 散開星団　赤経 05h36.1m 赤緯 +34ﾟ08'　光度 6.0等 視直径 12' 距離 4110光年（理科年表
2002）
紹介　：ぎょしゃ座の天の川の中ほどにある、双眼鏡で楽しめる散開星団。
望遠鏡ガイド　：おうし座β星とぎょしゃ座θ星を結ぶ線の中ほどに、直交するような位置に3つの散開星団が並んでいる。M36とM37は
明るいので、肉眼でも位置がわかる。7倍×50mmの双眼鏡では、M36はいちばん小さく見えるが、明るい星を十数個観察できる。M37
とM38はともに星雲状に見える。低倍率の双眼鏡では同じ視野に3つの星団が見えるので、見比べて楽しめる。口径10cm望遠鏡の低
倍率では、明るい粒の星が60個ほどまとまっていて、80倍に倍率を上げると、中心付近にほぼ等光の二重星がいくつか見える。口径
20cm低倍率では、1つ1つの星にきれいに分解できて、ひじょうに美しい。　【ステナビ】

65 Ｍ３７散開星団 分点2003.5赤経05ｈ52.5ｍ赤緯+32°32′、視直径 20′、実直径 27光年、実視等級 6.2等、星数 150個、距離 4720光年、タイプ ｆ型
（密集度4/5）のやや密集したの散開星団。　【天文年鑑2003年版】
銀経 178°銀緯 +3°、視直径 25′、５番目に明るい恒星 9.7等、距離 4170光年、星数 200個。　【理科年表2003年版】
実視等級５．６等、視直径２３′、星数１５０個、スペクトル型Ｂ９型、最輝星９．２１等星、年齢４億年、距離４４００光年。　【天文観測年
表2003年版】
データ　：M37　NGC2099　ぎょしゃ座 / 散開星団　赤経 05h52.4m 赤緯 +32ﾟ33'　光度 5.6等 視直径 24' 距離 4170光年（理科年表
2002）
紹介　：ぎょしゃ座の天の川の中ほどにある、双眼鏡で楽しめる散開星団。
望遠鏡ガイド　：おうし座β星とぎょしゃ座θ星を結ぶ線の中ほどに、直交するような位置に3つの散開星団が並んでいる。M36とM37は
明るいので、肉眼でも位置がわかる。7倍×50mmの双眼鏡では、M36はいちばん小さく見えるが、明るい星を十数個観察できる。M37
とM38はともに星雲状に見える。M37は口径10cm望遠鏡の低倍率では、星雲状のイメージを背景に微光星が見え、全体の姿はややい
びつな三角形に見える。13等級以上の星が170個、16等級以上の星は570個もある大星団だ。口径20cm低倍率では1つ1つの星にきれ
いに分解できて、ひじょうに美しい。　【ステナビ】
星数２００個、距離２９００光年、写真等級６ ２等、視直径２０′、タイプｆ（４／５）のやや密集した散開星団。【星座ガイドブック】

66 Ｍ３８散開星団 分点2003.5赤経05ｈ28.9ｍ赤緯+35°50′、視直径 20′、実直径 21光年、実視等級 7.4等、星数 100個、距離 3580光年、タイプ ｅ形
（密集度3/5）の標準的な散開星団。　【天文年鑑2003年版】
銀経 172°銀緯 +1°、視直径 18′、５番目に明るい恒星 9.7等、距離 4610光年、星数 100個。　【理科年表2003年版】
実視等級６．４等、視直径２１′、星数１００個、スペクトル型Ｂ４型、最輝星８．０等星、年齢２．２億年、距離４３００光年。　【天文観測年
表2003年版】
データ　：　M38　NGC1912　ぎょしゃ座 / 散開星団　赤経 05h28.7m 赤緯 +35ﾟ50'　光度 6.4等 視直径 21' 距離 4610光年（理科年表
2002）
紹介　：ぎょしゃ座の天の川の中ほどにある、双眼鏡で楽しめる散開星団。
望遠鏡ガイド　：おうし座β星とぎょしゃ座θ星を結ぶ線の中ほどに、直交するような位置に3つの散開星団が並んでいる。M36とM37は
明るいので、肉眼でも位置がわかる。7倍×50mmの双眼鏡では、M38とM37はともに星雲状に見える。M38はやや暗いがM37より大き
く、よく観察するといくつかの星が見える。口径10cm望遠鏡の低倍率では、まばらで淡く、星数は150個ほど。やや明るい星が直線状に
並んでいるようすがわかる。口径20cm低倍率では、1つ1つの星にきれいに分解できて、ひじょうに美しい。　【ステナビ】



67 オリオン星雲
（Ｍ４２）

分点2003.5赤経05ｈ35.5ｍ赤緯-05°22′、視直径 66×60′、実直径 25×23光年、距離 1300光年、タイプ 発光星雲。　【天文年鑑
2003年版】
銀経 209°銀緯 -19°、視直径 35′、距離 1500光年、NGC1976-1977、タイプ 発光星雲。　【理科年表2003年版】
タイプ　発光／反射星雲、視直径９０×６０′、関与星（実視等級２．９等、スペクトル型ＯＢ型）、距離１５００光年。　トラペジウム：実視
等級４．７等、視直径４７′、星数？個、スペクトル型Ｏ６型、最輝星５．０７等星、年齢２００万年未満、距離１５００光年。　【天文観測年
表2003年版】
「小三ツ星」「オリオンの剣」の真ん中でぼんやり輝く光の斑点で肉眼でも確認できます。１６０３年バイエルは、θ星のみ記載し、星雲の
ことには触れていませんし、精力的に望遠鏡で新天体を発見していたガリレオ・ガリレイも発見できませんでした。発見者はジェサトゥス
（１６１８年）で彗星観望中に偶然発見した。ニコラス・ペイレスク（１６１０年）の説もある。距離１５００光年、実直径３０×２６光年（可
視）、オリオン座全体に広がる分子雲の平均密度は１７乗分の１気圧、質量は１万太陽質量以上。満月の２倍もある鳥が羽を広げたよ
うな星雲で、別名「こうもり星雲」とも呼ばる。星雲の中にトラペジウムと呼ばれる青白い４重星がある。【星座ガイドブック】
視直径６６×６０′、タイプ発光星雲、関連星（オリオン座θ１星、θ２星、スペクトル型Ｏ７～Ｂ８型）、光度４．０等、発見者ピエレスク
（1610年）。小三ツ星の真ん中の星で鳥が羽を広げた様な形の散光星雲。星雲の中にトラペジウム（発見者オランダのホイヘンス、）と
呼ばれる４つの星（８．１等（ＢＭ）、５．３６等、６．８４等、６．８６等）が見えるが、３００個以上の散開星団の一部で星雲に隠れているの
で「忍者星団」とも呼ばれている。オリオン星雲はトラペジウムになり損ねた星間物質で、４万度の高温星θ１星の光により輝いている。
星雲の中心部は周辺部の１万倍以上の密度がある。実直径は２５光年。【星雲星団ガイドブック】

データ　：M42　NGC1946 / オリオン大星雲 / Orion nebula　オリオン座 / 散光星雲　赤経 05h35.4m 赤緯 -05ﾟ27'　光度 4.0等 視直径
66'×60' 距離 1500光年
紹介　：冬の夜空に輝く勇者オリオンが腰にぶらさげた剣のあたりにある、有名な大散光星雲。目で見ても写真に撮っても、すばらしい
美しさを見せてくれる。メシエは1771年に、蝶あるいは鳥が羽を広げたような姿と、トラペジウムをスケッチに残している。M42の中心部
では活発な星生成活動が行われていることが知られている。2000年にはハッブル宇宙望遠鏡がトラペジウムの付近で50個ほどの褐色
矮星を発見している。褐色矮星は恒星として輝くまで質量が大きく集まらなかった星である。
観望ガイド　：オリオン座の三ツ星のすぐ南にある、小三ツ星（3つの4～5等級の星が南北に並んでいる）の中央あたりにある。肉眼でも
ぼうっと光でにじんだように見え、ファインダーでも、蝶が羽を広げたような姿がわかる。双眼鏡では口径が大きいほど、周辺の淡い部
分が見えるようになり、すばらしさが増す。蝶、鳥、白鳥、こうもりなどいろいろな動物が羽を広げた姿を連想させる姿が美しく見られる。
口径10cm望遠鏡の40倍では、星雲の光の中に、4重星トラペジウムがまたたいているようすを観察できる。100倍以上にして中心部を
クローズアップすると、光の濃淡が迫力を持って迫り、また違った美しさを味わえる。口径20cmでは、さらに微妙な濃淡や星雲のディ
テールがわかるようになり、見飽きることがない。　【ステナビ】

68 オリオン星雲
（Ｍ４３）

分点2003.5赤経05ｈ41.3ｍ赤緯-02°24′、視直径 60×10′、実直径 22.7×3.8光年、距離 1300光年、タイプ 発光／反射星雲。　【天
文年鑑2003年版】
銀経 207°銀緯 -17°、視直径 30′、距離 1100光年、タイプ 発光／反射星雲。　【理科年表2003年版】
タイプ　発光星雲、視直径９０×３０′、関与星（オリオン座ζ星、実視等級２．０５等、スペクトル型Ｏ９．５型、超巨星）、距離１１００光
年。　【天文観測年表2003年版】
三ツ星のζ星の南にある淡い散光星雲。距離９８０光年、実直径１０万光年、視直径６０×１０′。【星座ガイドブック】
視直径６０×１０′、タイプ発光／反射星雲、距離１１００光年、関連星（オリオン座ζ星、ＧＣ7089、光度１．９１等、スペクトル型Ｂ０
型）。【星雲星団ガイドブック】
データ　：オリオン座 / 暗黒星雲　赤経 05h41.0m 赤緯 -02ﾟ24'　視直径 60' 距離 1100光年（理科年表2002）
解説　：オリオン座にある散光星雲IC434の東側に浮かび上がる、馬の首の形にそっくりの暗黒星雲のこと。口径の大きな望遠鏡を使
えば、散光星雲を背景にした影絵のようなイメージで見える。暗黒星雲中では、活発な星形成が行なわれている。　【ステナビ】



彗星のように見える 【星雲星団ガイドブ ク】

69 馬頭星雲
（ＩＣ４３４）

分点2003.5赤経05ｈ41.3ｍ赤緯-02°24′、視直径 60×10′、実直径 22.7×3.8光年、距離 1300光年、タイプ 発光／反射星雲。　【天
文年鑑2003年版】
銀経 207°銀緯 -17°、視直径 30′、距離 1100光年、タイプ 発光／反射星雲。　【理科年表2003年版】
タイプ　発光星雲、視直径９０×３０′、関与星（オリオン座ζ星、実視等級２．０５等、スペクトル型Ｏ９．５型、超巨星）、距離１１００光
年。　【天文観測年表2003年版】
三ツ星のζ星の南にある淡い散光星雲。距離９８０光年、実直径１０万光年、視直径６０×１０′。【星座ガイドブック】
視直径６０×１０′、タイプ発光／反射星雲、距離１１００光年、関連星（オリオン座ζ星、ＧＣ7089、光度１．９１等、スペクトル型Ｂ０
型）。【星雲星団ガイドブック】
データ　：オリオン座 / 暗黒星雲　赤経 05h41.0m 赤緯 -02ﾟ24'　視直径 60' 距離 1100光年（理科年表2002）
解説　：オリオン座にある散光星雲IC434の東側に浮かび上がる、馬の首の形にそっくりの暗黒星雲のこと。口径の大きな望遠鏡を使
えば、散光星雲を背景にした影絵のようなイメージで見える。暗黒星雲中では、活発な星形成が行なわれている。　【ステナビ】

70 馬頭星雲 データ　：オリオン座 / 暗黒星雲　赤経 05h41.0m 赤緯 -02ﾟ24'　視直径 60' 距離 1100光年（理科年表2002）
解説　：オリオン座にある散光星雲IC434の東側に浮かび上がる、馬の首の形にそっくりの暗黒星雲のこと。口径の大きな望遠鏡を使
えば、散光星雲を背景にした影絵のようなイメージで見える。暗黒星雲中では、活発な星形成が行なわれている。　【ステナビ】
視直径１０′、タイプ暗黒星雲、距離１０００光年。散光星雲ＩＣ４３４をバックに浮き出した暗黒星雲で突起部分が馬の首に見える。実直
径１０光年以上。【星雲星団ガイドブック】

順番 対象天体 星座 光度 視直径 タイプ
位置

備考
（座） （等級） （′） 赤経 赤緯

71 Ｍ７８星雲　（ＮＧＣ２０６８） オリオン 8.0 8.0 散光星雲 ０５ｈ４６．７ｍ ＋００°０３′
72 バーナード・ループ オリオン 散光星雲
73 エンゼルフィッシュ星雲 オリオン 散光星雲
74 モンキー星雲　（ＮＧＣ２１７４～５） オリオン 散光星雲
75 カニ星雲　（Ｍ１、ＮＧＣ１９５２） おうし 8.4 6.0 超新星残骸 ０５ｈ３４．５ｍ ＋２２°０１′
76 Ｍ３５散開星団　（ＮＧＣ２１６８） ふたご 5.1 28.0 散開星団 ０６ｈ０８．９ｍ ＋２４°２０′
77 くらげ星雲　（ＩＣ４４３） ふたご 50.0 超新星残骸 ０６ｈ１６．９ｍ ＋２２°４７′
78 エスキモー星雲　（ＮＧＣ２３９２） ふたご 8.3 47.0 惑星状星雲 ０７ｈ２９．２ｍ ＋２０°５５′
79 バラ星雲（ＮＧＣ２２３７－２２３９） いっかくじゅう 6.0 60.0 散光星雲 ０６ｈ３０．３ｍ ＋０５°０３′
80 ＮＧＣ２２４４散開星団 いっかくじゅう 4.8 29.0 散光星雲 ０６ｈ３２．４ｍ ＋０４°５２′

71 Ｍ７８星雲
（ＮＧＣ２０６８）

分点2003.5赤経05ｈ47.0ｍ赤緯+00°03′、視直径 8×6′、タイプ 反射星雲。　【天文年鑑2003年版】
銀経 205°銀緯 -14°、視直径 4′、距離 1600光年、タイプ 発光星雲。　【理科年表2003年版】
タイプ　反射星雲、視直径８×６′、関与星（実視等級１０．９４等、スペクトル型Ｂ５型）、距離１６００光年。　【天文観測年表2003年版】
三ツ星のζ星付近で５ｃｍ７倍の双眼鏡でζ星と両方は入り、６ｃｍ４０倍で星雲中の恒星２つが見える。距離１６００光年。【星座ガイド
ブック】
視直径８×６′、タイプ反射星雲、距離１６００光年、関連星（ＨＤ42063、光度１０．３等、スペクトル型Ｂ８型）、発見者メシャン（1780
年）、光度８．３等。５ｃｍ７倍の双眼鏡でσ星からζ星に向って２倍に延長した星雲状のものが見える。６ｃｍ４０倍で北半分が明るく、



では観測不可 大気圏外の観測では長軸１９°短軸１４°のリング状の散光星雲で 実直径は４４０×２８０光年もあり 外周部では１０

データ　：M78　NGC2068　オリオン座 / 散光星雲　赤経 05h46.7m 赤緯 +00ﾟ03'　光度 8.0等 視直径 8'×6'（天文年鑑2002） 距離 1600
光年（理科年表2002）
紹介　：オリオン座の三ツ星の近くにある、小口径の望遠鏡でも見える散光星雲。ウルトラマンの星として、名前だけは有名だが、暗黒
星雲L1627の一部が、青色B型星の光を反射して輝いているもので、とても星と呼べるようなものではない。
観望ガイド　：三ツ星のすぐ北東にある。三ツ星のいちばん西のδ星とほぼ同じ赤緯なので、赤道儀ではこれを利用すると導入しやす
い。双眼鏡などでは、三ツ星のすぐ左下のσ星と、三ツ星の東の端のζ星を結んで、ζ星側に2倍延ばした先という方法が見つけやす
いだろう。7倍×50mmの双眼鏡では、淡い星雲状の光芒が見える。口径10cm望遠鏡の40倍では、2つの接近した明るい星が星雲状の
光芒に包まれているのがわかる。80倍では、北西側の輪郭がほぼ丸くはっきりしているのに対して、南東側が拡散していて、彗星の頭
部のイメージに似ているのが印象的。口径20cmでは、星雲の光の濃淡がかなりはっきりわかり、とてもおもしろい。　【ステナビ】

72 バーナード・
ループ

データ　：ばーなーどるーぷ　バーナードループ　Barnard's loop
解説　：オリオン座の超新星残骸。三ツ星の東側を取りかこむように広がっている巨大なガス星雲のループで、散光星雲に分類される
こともあるが、実際は今から200万年ほど前にオリオン大星雲（M42）付近で起きた超新星爆発の名ごりと考えられる。たいへん淡く、肉
眼では見えないが、オリオン座全体を写真に撮ると写る。バーナードループは古い超新星残骸で、円弧状につらなっている。【ステナ
ビ】
オリオン座に東側半分に広がる、大きな半円形の赤い巨大なガス星雲。１８９５年バーナードが写真撮影で発見した星雲。【星座ガイド
ブック】
タイプ発光星雲、視直径５４０×６０′、距離１５００光年、関連星（オリオン座ζ星、ＧＣ38589、光度１．９１等、スペクトル型Ｂ０型）。オリ
オン座東半分を取り囲む、三ツ星を中心とした半円弧のＨ２領域の赤いガス星雲。1895年にバーナードが写真から発見したもので肉眼

73 エンゼルフィッ
シュ星雲

オリオン座の頭付近にあるぼぼ円形の散光星雲。肉眼では見えないが、写真に写すとエンゼルフィッシュの様な形をしているのでこの
名前が付いた。【一般】
オリオン座λ星付近の散光星雲。３万度もあるλ星の周りの巨大な水素ガス雲で肉眼や、赤色に鈍いフィルムでは捉えられない。【星
座ガイドブック】
タイプ発光星雲、視直径６０×３０′、距離１４００光年、関連星（オリオン座λ星、ＧＣ6915、光度３．６６等、スペクトル型Ｏ８型）【星雲星
団ガイドブック】

74 モンキー星雲
（ＮＧＣ２１７４～

２１７５）

銀経 190°銀緯 +0°、視直径 15′、距離 5200光年、タイプ 反射星雲。　【理科年表2003年版】
オリオンの振り上げた棍棒の先で、ふたご座との境界付近にある散光星雲。ぼぼ円形の形をした散光星雲。距離３３００光年。【星座ガ
イドブック】
視直径２９×２５′、距離３３００光年、タイプ発光星雲、関連星（ＨＤ８８、光度７．４等、スペクトル型Ｏ６型）。Ｍ３５の近くにある。【星雲
星団ガイドブック】



75 カニ星雲
（Ｍ１）

（ＮＧＣ１９５２）

分点2003.5赤経05ｈ34.7ｍ赤緯+22°01′、視直径 6×4′、実直径 12.6×8.34光年、距離 7200光年、タイプ 超新星残骸。　【天文年
鑑2003年版】
銀経 185°銀緯 -6°、視直径 5′、距離 7200光年、NGC2237,2238,2244,2246、タイプ 超新星残骸。　【理科年表2003年版】
タイプ　超新星残骸、視直径７×５′、関与星（実視等級１６等、変光）、距離６５００光年。　【天文観測年表2003年版】
視直径360×240″、実視等級８．４等、距離３４００光年、中心星光度15.9等、タイプ４型の不規則な形。１０５４年（５～６月）におうし座
ζ星付近に発生した超新星（推定－６等星）の残骸による星雲で、1731年にジョン・ベビスにより発見された。超新星は、日本の「名月
記」（藤原定家)で、1054年5-6月におうし座ζ星付近に木星ぐらいの明るさの星が現れたと記載がある。中国では、1054年6/9～7/6ご
ろ東の空に金星のように明るく輝いていて、２３日間も昼間に見え、２年後に肉眼で見えなくなったとの記載がある。この記録から実視
等級－６等、絶対等級－１６等、太陽の数億倍の明るさで光を発生したものと推測される。現在も1300ｋｍ／秒の速度で膨張しており、
周期0.033秒のパルサーも観測され、中心部には中性子星があると予想され、この星は１４（パルス放出時）～１６等も変光星でもある。
現在も電波からＸ線まで広い範囲の電波を放出していることから電波源おうし座Ａとも呼ばれる。【星座ガイドブック】
視直径３６０×２４０″、光度８．４等、中心星（光度１５．９等、温度１０万度）、距離７２００光年、タイプ６型の特異な惑星状星雲（当時超
新星残骸とは区別はなかった。）。おうし座ζ星の北東１．５°にある、直径６×４′の惑星状星雲。５ｃｍ７倍でη星と同一視野にはい
り、明らかに恒星では無い天体に見える。５ｃｍ２５倍では佐渡ヶ島に似た形に見える。中心部にパルサー＝中性子星が発見され、電
波、Ｘ線を放出している。１０５４年に発生した超新星の残骸で、日本、中国に記録が残っている。藤原定家の「名月記（1235年嘉禎1
年）」におうし座ζ星のそばに客星が現れ木星のように明るくなっり、２年輝いて消えた。最大高度が金星ぐらいで２３日間も昼間に見え
た。その爆発で１３００ｋｍ／秒で広がってカニ星雲となった。発見者はジョン・ベビス（1731年）でメシエも1758年に独立発見した。ロス
卿（イギリス）が1844年に180ｃｍ反射望遠鏡で見てカニ星雲と名づけた。【星雲星団ガイドブック】

データ　：M1　NGC1952 / かに星雲 / Crab nebula　おうし座 / 超新星残骸　赤経 05h34.5m 赤緯 +22ﾟ01'　光度 8.4等 視直径 6'×4'
距離 7200光年（理科年表2002）
紹介：西暦1054年に出現した超新星の残骸で、そのおうし座超新星の記録は中国、日本などに残っており、日本では藤原定家の『明
月記』に記載されている。M1は、あらゆる電磁波で明るく輝いていて、電波ではTau A、X線ではTau X-1、X0531+219と呼ばれる。M1の
元となった星は、中性子星（16等）として残っており、この中性子星から約30分の1秒ごとに電波やX線が放射され、かにパルサーとして
有名である。中性子星の大きさは直径約20kmほどしかない。1999年NASAのチャンドラX線宇宙望遠鏡は、パルサーのまわりにX線で
かがやく半径1光年のリングを発見している。大望遠鏡ではその構造がカニの足のように見えることから、ロス卿（イギリス）がかに星雲
と命名した。小口径望遠鏡では、佐渡ケ島のような形に見える。
観望ガイド：おうし座のζ星（3.0等）の西北約1ﾟにある。望遠鏡のファインダーでも周囲がにじんだ暗い恒星状に見えるが、位置を知ら
ないと見落としてしまうほど淡い。7倍×50mmの双眼鏡でも星雲状に見える。口径10cm60倍の望遠鏡で、佐渡ケ島のような形に見え
る。120倍では星雲の姿が大きく見え、濃淡があることもわかる。口径20cmでは、星雲の中に微妙な濃淡が見えてくる。口径30cm以上
では、カニの足を連想させるフィラメント構造の一部が見えて、ひじょうにおもしろい。　【ステナビ】



76 Ｍ３５散開星団
（ＮＧＣ２１６８）

分点2003.5赤経06ｈ09.0ｍ赤緯+24°20′、視直径 40′、実直径 31光年、実視等級 5.3等、星数 120個、距離 2570光年、タイプ ｅ型
（密集度3/5）の標準的な散開星団。　【天文年鑑2003年版】
実視等級５．１等、視直径２８′、星数２００個、スペクトル型Ｂ３型、最輝星８．１８等星、年齢１．１億年、距離２７００光年。　【天文観測
年表2003年版】
写真等級５．３等、視直径４０′、星数１２０個、距離２６００光年、タイプｅ型の標準的な散開星団。「ハ」の字型をした星の並びが見え
る。【星座ガイドブック】
視直径４０′、実直径３１．０光年、距離２６００光年、光度５．３等、星数１２０個、タイプ ｅ型（密集度3/5）の標準的な散開星団。ふたご
の足元η星の北西約２°にあり、隣に小さな散開星団ＮＧＣ２１５８（視直径４′、実直径１８．９光年、距離１５０００光年、光度１２．５
等、星数４０個、タイプ ｇ型（密集度5/5）の密集した散開星団。）が寄り添っている。６ｃｍ４０倍でハの字型をした星の並びが見える。
【星雲星団ガイドブック】
データ　：ふたご座 / 散開星団　赤経 06h08.9m 赤緯 +24ﾟ20'　光度 5.1等 視直径 28' 距離 2570光年（天文年鑑2002）
紹介　：ふたご座のカストルの足元にある満月ほどの大きさのすばらしい散開星団。小口径から大口径まで楽しむことができる美しい
星団で、星数は120個（天文年鑑2002）。すぐそば（0.3ﾟ）に11等級の小さく密集した散開星団NGC2158があり、同じ視野で観察できる。
観望ガイド　：ふたご座α星（カストル）から順にε星、μ星と3等星を追うと足元のη星にたどりつく。このη星（変光星3.1～3.9等）の西
北約2ﾟにある。μ星、η星と少し間延びした三角形をつくるので、これを一度覚えてしまえば簡単に探せるようになる。肉眼でも丸い星
雲状の姿が見え、望遠鏡のファインダーなら明るい星がいくつか見えて、散開星団であることがよくわかる。7倍×50mmの双眼鏡で
は、細かい星が見え、美しい散開星団の姿を堪能できる。じっくり観察すれば、NGC2158も小さな星雲状に見える。口径10cm望遠鏡の
40倍では、微光星がはっきり見え、片側の明るい星の配列が逆「く」の字を描いているのがわかる。口径20cmでは、星団に含まれるす
べての星が観察できるように感じられ、低倍率ではひじょうにすばらしい眺めとなる。 【ステナビ】

77 くらげ星雲
（ＩＣ４４３）

分点2003.5赤経06ｈ17.1ｍ赤緯+22°46′、視直径 27×5′。　【天文年鑑2003年版】
タイプ　超新星残骸、視直径５０×４０′、距離４９００光年。　【天文観測年表2003年版】
データ　：くらげせいうん　くらげ星雲　IC443 / Jellyfish nebula　ふたご座 / 超新星残骸　赤経 06h16.9m 赤緯 +22ﾟ47'　視直径 50'
解説　：ふたご座にある比較的明るい超新星残骸。　【ステナビ】

78 エスキモー星雲
（ＮＧＣ２３９２）

エスキモー星雲、人面星雲などと呼ばれている。周囲の明るいところがフードをかぶった人のように見えることからついた名前。　【一
般】
分点2003.5赤経07ｈ29.4ｍ赤緯+20°54′、視直径 47×43′、実直径 0.31×0.28光年、距離 1360光年、実視等級 8.3。　【天文年鑑
2003年版】
【理科年表2003年版】
タイプ　惑星状星雲、視直径０．２～０．９′、関与星（実視等級１０．５３等、スペクトル型Ｏ７型）、距離７８００光年。　【天文観測年表
2003年版】
エスキモー星雲、人面星雲、視直径４７×４３″、実視等級８．３等、中心星光度１０．５等、距離１４００光年、タイプ３ｂ～４型の楕円形
で一様ではない標準的な惑星状星雲。【星座ガイドブック】
視直径４７×４３′、光度８．３等、中心星（光度１０．５等、スペクトル型Ｏ８型、温度４万度、）、視線速度＋８４．２ｋｍ／秒、距離１３００
光年、タイプ３ｂ～４型の楕円形で一様ではない標準的な惑星状星雲。【星雲星団ガイドブック】
データ　：えすきもーせいうん　 エスキモー星雲 　NGC2392 / Eskimo nebula　ふたご座 / 惑星状星雲　赤経 07h29.2m 赤緯 +20ﾟ55'
実視等級 8.3等級（天文年鑑2002） 視直径 47''×43''（天文年鑑2002） 距離 1360光年（天文年鑑2002）
解説　：ふたご座にある惑星状星雲。視直径がたいへん小さく、存在を確認するのにも中口径の望遠鏡が必要である。形が、防寒服の



79 バラ星雲 写真では、赤く、形がバラに似ていることから「バラ星雲」、「ロゼッタ星雲」と呼ばれている。中央がやや薄く、周辺部に筋状の濃い暗黒
星雲が取り巻いており、その影響でバラの花によく似た星雲となった。筋状の暗黒星雲は「ボックのグリビュール」と呼ばれ、星間物質
が固まり、星の卵になりかけているものとされている。バックの散開星団の光を受けて輝いている。【一般】
分点2003.5赤経06ｈ30.5ｍ赤緯+05°02′、視直径 64×61′、実直径 67×64光年、距離 3600光年、タイプ 発光星雲。　【天文年鑑
2003年版】
銀経 206°銀緯 -2°、視直径 60′、距離 4600光年、NGC2237,2238,2244,2246、タイプ 発光星雲。　【理科年表2003年版】
タイプ　発光星雲、視直径８０×６０′、関与星（散開星団ＮＧＣ２２４４、実視等級７～８等、スペクトル型Ｏ５～７型）、距離５５００光年。
【天文観測年表2003年版】
視直径６４×６１′、距離４６００光年、スペクトル型Ｏ６型、実直径８０光年、グロビュール（胞子）と呼ばれる星の卵がある。中心にある
４個の高温Ｏ型星がこの星雲を輝かせている。【星座ガイドブック】
視直径６４×６１′、タイプ発光星雲、関連星（Ｃ１　４、スペクトル型Ｏ６型）距離３６００光年。ベテルギウスの東約１０°、いっかくじゅう
座ε星の東約２°のところにある散開星団ＮＧＣ２２４４の周りにある赤い散光星雲。バラ星雲、ロゼット（バラの花飾り）星雲とも呼ばれ
ていて、バラの花にそっくりの散光星雲。５ｃｍ７倍の双眼鏡でも空の暗い所ではＮＧＣ２２４４の星団の周りににじんだような淡い散光
星雲が確認できる。距離４６００光年。【星雲星団ガイドブック】

データ　：ばらせいうん　 ばら星雲 　NGC2237 / Rosette nebula　いっかくじゅう座 / 散光星雲　赤経 06h30.3m 赤緯 +05ﾟ03'　等級 6.0
等級 視直径 60'（理科年表2002） 距離 4600光年（理科年表2002）
解説　：いっかくじゅう座の散光星雲。実際には、NGC2237～39、NGC2246の4個の星雲・星団が集まったもので、見かけの大きさは満
月の2倍ほど。写真で撮影すると、ばらの花のような赤い星雲の姿が浮かび上がるので、この愛称がある。ばらの花びらの部分には、
入り組んだ暗黒星雲のすじや暗黒物質の黒い点などが分布しているのがわかる。この黒点はグロビュール（胞子）と呼ばれ、ガスやダ
ストが収縮しつつある星形成段階にある。星雲の中央にはまるでばらの花粉のような散開星団NGC2244が美しい。双眼鏡だと散開星
団NGC2244はとらえられるが、散光星雲の方は淡いので、双眼鏡や望遠鏡を用いてもたいへん見づらい。　【ステナビ】

80 ＮＧＣ２２４４星
団

実視等級４．８等、視直径２９′、星数１００個、スペクトル型Ｏ５型、最輝星５．８４等星、年齢１９０万年、距離５５００光年。　【天文観測
年表2003年版】
光度６．２等、視直径４０′、実直径６３．３光年、星数１６個、距離５４００光年、タイプｃ型（１／５）の最もまばらな散開星団。５ｃｍ７倍の
双眼鏡で６個の星が２列に並んだ星が見える。【星雲星団ガイドブック】

順番 対象天体 星座 光度 視直径 タイプ
位置

備考
（座） （等級） （′） 赤経 赤緯

81 クリスマスツリー星団（ＮＧＣ２２６４） いっかくじゅう 3.9 39.0 散開星団 ０６ｈ４１．１ｍ ＋０９°５３′
82 いっかくじゅう座Ｓ星付近散光星雲 いっかくじゅう 10.0 散光星雲 ０６ｈ４０．７ｍ ＋０９°４７′
83 ハッブルの変光星雲　（ＮＧＣ２２６１） いっかくじゅう 0.5 散光星雲 ０６ｈ３９．２ｍ ＋０８°４４′
84 Ｍ５０散開星団　（NGC２３２３） いっかくじゅう 5.9 20.0 散開星団 ０７ｈ０３．２ｍ －０８°２０′
85 わし星雲　（ＩＣ２１７７） いっかくじゅ 85.0 散光星雲 ０７ｈ０５．１ｍ －１０°４２′
86 Ｍ４１散開星団　（ＮＧＣ２２８７） おおいぬ 4.5 38.0 散開星団 ０６ｈ４７．０ｍ －２０°４４′



学者ハッブルが発見したので ハッブルの変光星雲と呼ばれる 【ステナビ】

81 クリスマスツ
リー星団

（ＮＧＣ２２６４）

星団の外周の星の並びが尖った三角形をしており、それがクリスマスツリーのようなことからこの名前が付いた。　【一般】
実視等級３．９等、視直径３９′、星数６０個、スペクトル型Ｏ７型、最輝星５．０等星、年齢２０００万年、距離２５００光年。　【天文観測年
表2003年版】
写真等級４．７等、視直径３０′、星数６０個、距離２６００光年、タイプｃ型（１／５）の最もまばらな散開星団、年齢３６０万年の若い星
団。【星座ガイドブック】
視直径３０′、実直径２５．０光年、距離２４００光年、光度４．７等、星数２０個、タイプｃ型（１／５）の最もまばらな散開星団。いっかく
じゅう座Ｓ星（１５番星、４．２～４．６等の不規則型変光星）を囲む星団で５ｃｍ２５倍で十分確認できる。【星雲星団ガイドブック】

82 いっかくじゅう座
Ｓ星付近
散光星雲

（ＮＧＣ２２６４）

変光星いっかうじゅう座Ｓ星の光で輝く星雲。同一ＮＧＣ番号で散開星団（クリスマスツリー星団）があり、この星団の影響も受けてい
る。南部の一部が突起した暗黒星雲で隠されており、その部分だけをコーン星雲、トウモロコシ星雲とも呼ばれている。　【一般】
分点2003.5赤経06ｈ41.4ｍ赤緯+09°53′、視直径 60×30′、実直径 57×28光年、距離 3300光年、タイプ 発光星雲。　【天文年鑑
2003年版】
銀経 203°銀緯 +2°、視直径 30′、５番目に明るい恒星 8.9等、距離 2330光年、星数 60個。　【理科年表2003年版】
タイプ　発光星雲、視直径１０×１０′、関与星（いっかくじゅう座Ｓ星、実視等級４．６８等、スペクトル型Ｏ７型、主系列星）、距離２５００
光年。　【天文観測年表2003年版】
写真等級４．６８等、視直径６０×３０′、距離３３００光年、スペクトル型Ｂ７型。【星座ガイドブック】
タイプ発光星雲、視直径６０×３０′、関連星（ＧＣ８３２０、光度４．６８等、スペクトル型Ｏ７型）、距離３３００光年。いっかうじゅう座Ｓ星
の周辺にあり、Ｈ２領域の赤いガス星雲でエンゼルフィッシュ星雲と同じ明るさ。バラ星雲と６°離れているが、非常に淡い星雲がバラ
星雲近くまで延びている。【星雲星団ガイドブック】

83 ハッブルの
変光星雲

（ＮＧＣ２２６１）

星雲を輝かせている星が変光星であるので、星雲自体の明るさや大きさが変化する星雲。【一般】
分点2003.5赤経06ｈ39.4ｍ赤緯+08°43′、距離 650光年、タイプ 発光／反射星雲。　【天文年鑑2003年版】
銀経 204°銀緯 +1°、視直径 0.5′、距離 4900光年、タイプ 発光／反射星雲。　【理科年表2003年版】
タイプ　発光／反射星雲、視直径２×１′、関与星（いっかくじゅう座Ｒ星、実視等級１０．０Ｖ等、スペクトル型Ｂ型）、距離２４００光年。
【天文観測年表2003年版】
光度変光、視直径変化、距離６５００光年、スペクトル型Ｂ型。いっかくじゅう座Ｒ星（１１～１３等星）の周りにある星雲で、中心星が変光
していることから、明るさ、大きさが変化する星雲。1916年にハッブルにより発見されたので「ハッブルの変光星雲」の名前が付いた。
【星座ガイドブック】
タイプ発光／反射星雲、光度変光、視直径変光、関連星（＋８°1727、光度変光、スペクトル型Ｂ型）、距離３３００光年。いっかうじゅう
座Ｓ星の南西約１°にあるいっかくじゅう座Ｒ星の周辺にある。【星雲星団ガイドブック】
データ　：はっぶるのへんこうせいうん　 ハッブルの変光星雲 　NGC2261 / Hubble's variable nebula　いっかくじゅう座 / 散光星雲　赤
経 06h39.2m 赤緯 +08ﾟ44'　視直径 0.5'（理科年表2002） 距離 4900光年（理科年表2002）
解説　：いっかくじゅう座にある散光星雲。星雲を光らせている「おうし座T型星」のいっかくじゅう座R星が約9等から14等まで変光し、こ
れが星雲の変光の原因と考えられている。見かけの大きさがとても小さくたいへん暗いので、中口径の望遠鏡で、ようやく星雲らしく見
える程度。写真では、しっぽの短い彗星の頭のような姿が写し出される。R星は、この頭の端に位置している。1916年にアメリカの天文



星も見えてきて さらに星の色が鮮明にわかるようになる 口径30cmでは周辺部を含めて200個以上の恒星が見えるようになり とても

84 Ｍ５０散開星団
（NGC２３２３）

分点2003.5赤経07ｈ03.0ｍ赤緯-08°20′、視直径 16′、実直径 12光年、実視等級 6.9等、星数 100個、距離 2600光年、タイプ ｅ型
（密集度3/5）の標準的な散開星団。　【天文年鑑2003年版】
実視等級５．９等、視直径１６′、星数１００個、スペクトル型Ｂ６型、最輝星７．８５等星、年齢７８００万年、距離３０００光年。　【天文観
測年表2003年版】
写真等級６．９等、視直径１６′、星数１００個、距離２６００光年、タイプｅ型（３／５）の標準的な散開星団。【星座ガイドブック】
光度６．９等、視直径１６′、実直径１２．２光年、距離２６００光年、星数１００個、タイプｅ型（３／５）の標準的な散開星団。光度６．３発
見者メシエ（1772年）。シリウスからおおいぬ座θ星方向に同じ距離（弱）延長した所にあり、視直径が１５×２０′あり、５ｃｍ７倍の双
眼鏡から星雲状の中に星が３、４個分離して見える。1711年以前にカシニが発見。【星雲星団ガイドブック】
データ　：M50　NGC2323　いっかくじゅう座 / 散開星団　赤経 07h03.2m 赤緯 -08ﾟ20'　　光度 5.9等 視直径 15'×20' 距離 2950光年
紹介　：いっかくじゅう座の冬の天の川から少しはずれたところにある明るい散開星団。星数は50個ほどで、これといった特徴はない
が、肉眼でもぼんやりと見ることができる。
観望ガイド　：おおいぬ座α星（シリウス）とこいぬ座α星（プロキオン）を結び、シリウスからプロキオンに向かって3分の1ほどのところ
にある。肉眼でも見えるので、比較的探しやすい。7倍×50mmの双眼鏡では星雲状の光芒をバックに、数個の明るい星が見え、天の
川の微光星も多くにぎやかな感じがする。口径10cm望遠鏡の60倍では、約20個ほどの星に分解でき、やや明るい星が1列に並んだよ
うな星団全体のようすをよく観察できる。口径20cmでは、星団全体の形は半円形に近いひしゃげたハート型で、周辺の微光星を含めて
約100個近い星が見え、かなりおもしろい姿を楽しめる。　【ステナビ】

85 わし星雲
（ＩＣ２１７７）

分点2003.5赤経07ｈ05.6ｍ赤緯-10°33′、視直径 85×25′、実直径 45×13光年、距離 1820光年、タイプ 発光星雲。　【天文年鑑
2003年版】
視直径８５×２５′、実視等級７．１等、距離１８００光年、スペクトル型Ｂ０型。南部はおおいね座のＮＧＣ２３２７という別の番号がある。
鳩が羽を広げた様な赤い散光星雲で、肉眼では見えない。【星座ガイドブック】
視直径８５×２５′、タイプ発光星雲、距離１８００光年、関連星（ＧＣ２１９８５、光度７．１、スペクトル型Ｂ０型）、Ｍ５０の２．５°南にある
Ｈ２領域の赤いガス星雲で、鷲が羽を広げた様な形をしている。星雲の濃さはバーナードループと同じぐらい。【星雲星団ガイドブック】
データ　：わしせいうん わし星雲 　IC2177 / Seagull nebula　いっかくじゅう座 / 散光星雲　赤経 07h05.1m 赤緯 -10ﾟ42'　視直径 85'×
25'（天文年鑑2002） 距離 1820光年（天文年鑑2002）
解説　：いっかくじゅう座にある散光星雲。写真では、赤く染まった雲が翼を広げて空を飛んでいるような姿になっているので、わし星雲
という愛称が付いている。なお、へび座にあるM16もわし星雲と呼ばれている。　【ステナビ】

86 Ｍ４１散開星団
（ＮＧＣ２２８７）

分点2003.5赤経06ｈ47.2ｍ赤緯-20°46′、視直径 30′、実直径 22光年、実視等級 5.0等、星数 50個、距離 2470光年、タイプ ｅ型
（密集度3/5）の標準的な散開星団。　【天文年鑑2003年版】
実視等級４．５等、視直径３９′、星数８０個、スペクトル型Ｂ３型、最輝星６．９１等星、年齢１億年、距離２４００光年。　【天文観測年表
2003年版】
写真等級５．０等、視直径３０′、星数５０個、距離２５００光年、タイプｅ型（３／５）の標準的な散開星団。【星座ガイドブック】
実視等級４．６等、視直径３０′、実直径２１．７光年、星数５０個、距離１６００光年、タイプｅ型（３／５）の標準的な散開星団。発見者フ
ラムスチード（１７０２年）。全体的に三角形の形をして、真ん中にＹ字型の黒い道ができているように見える。シリウスの４°南にあり、５
ｃｍ７倍の双眼鏡だとシリウスと一緒にはいり、６ｃｍ４０倍ぐらいでちょうど良く、中央に1個だけオレンジの星が見える。年齢は１億歳ぐ
らい。星団の星は視直径５１′の中に９６個あり、星に密度は実直径２４光年内に平均０．０５個／立方パーセク、中心部で６．２５個／
立方パーセク。距離はベクバル星表で２５００光年。【星雲星団ガイドブック】
データ　：M41　NGC2287　おおいぬ座 / 散開星団　赤経 06h47.0m 赤緯 -20ﾟ44'　光度 4.5等 視直径 38' 距離 2470光年（天文年鑑
2002）
紹介　：全天一明るいおおいぬ座α星（シリウス）の南4ﾟにある、明るく美しい散開星団。4.5等と明るく、存在は肉眼でもわかり、双眼鏡
ならとてもきれいに見える。
観望ガイド　：おおいぬ座α星（シリウス）の南を探せばすぐに見つかる。双眼鏡ならシリウスと同じ視野に見える。望遠鏡のファイン
ダーでも星雲状の光を背景にして明るい星が10個ほど見えて、すぐに散開星団であることがわかる。7倍×50mmの双眼鏡では、20個
以上の星が観察でき、とても美しい。口径10cm望遠鏡の40倍では、きれいに星に分解でき、星団の中心付近にあるオレンジ色の星
や、いくつか黄色い星があるのがわかる。また、明るい星の並びを追うとX字状に並んでいるのもわかる。口径20cmでは、周辺の微光
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